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乱☆恋４


婚約者は16人!?





舞阪　洸
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　得能正太郎











　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







プロローグ　不穏な空気が漂って……不安だなぁ




第１章　新たな王女様が三人乱入……って、聞いてないよ!?


第２章　三つ子王女からの難題……たしかに難しいな、おい！


第３章　落石現場でばったり……って、そんな偶然があるものなのか!?


第４章　総勢十一人の侍女軍団……壮観だな。っていうか、壮絶かも


第５章　危ない危ない、美味しい餌には罠がある……ってな




エピローグ　まだ八人……ってことは、あと八人







　あとがき
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「さて、次に訪たずねるのは」


　とリカルドが言うと、すかさずマリウスが引き取った。


「ゼーテルネ大たい公こう国こくのネゥラ王おう女じよ様、ですよね」


　例によってリカルドは、自分の居城、リディーアウゲン城の王おう宮きゆうで、婚こん約やく者しや巡めぐりの旅の作戦会議を行っているところだった。


　ちなみに。


　ネゥラは大公の娘なので正式には「公女」になるのだが、「公女」や「伯はく女じよ」も慣例として「王女」と呼ばれることが多い。


「ゼーテルネがすんなりと終われば、続けてアレフネー郷きよう国こく辺りまで足を延ばしてもいいと思ってるんだ」


「アレフネーですか。ゼーテルネからですと、かなり離はなれてますね」


「あまりのんびりもしてられないからな。アレフネーまで足を延ばして、その帰り道に、さらに二、三カ国は訪ねたいと思ってる」


「了りよう解かいしました。とりあえず、ネゥラ王女がいらっしゃるゼントール城には急ぎの使者を送っておきますね。あそこは城じよう代だい家が老ろうがすべてを差配しているようなので、城代家老には王子の訪問を伝えておかないとなりません」


「三つ子王女はまだ若いから、それも当然かもしれないな」


　と頷うなずいたリカルドは、自分の私室にぎゅうぎゅう詰づめになっている面々を見み渡わたした。


「で、次もまた、俺が送った使節団って設定で出かけるわけだけど」


　侍じ従じゆうのマリウスに姫き士しのアイオリッタ。ニンジャのカオルゥに料理人のネゥネゥ。


　この四人は元々、リカルドの婚約者巡りの旅のために国王が付けてくれた従者だから、なんの問題もない。問題があるのは、途と中ちゆうで増えてきた面々だ。


　シュールティス王国の王女セフィアと、彼女の侍じ女じよリィシャ。


　イ・ウー・ハン国の王女（だった）ユーリと、彼女の侍女ギ・アナ。


　そして、前回の旅が終わったあと、リカルドの城までついてきてしまったサンクトファウレ王国のセイラ王女。


　正確に言えば、彼女はリカルドにではなく、アイオリッタについてきたのだが。


　それはともかく。


　またこいつらをぞろぞろと引き連れて旅するのか。


　そう思うと、げんなりとしてくるリカルドである。


　とくにユーリの場合、いざというときに備えてリカルドが側そばにいないといけないというのだから面めん倒どうくさい。


　ユーリだけを連れていって、セフィアはここに残ってくれと言うわけにもいかない。


　またこの構成員で行くしか……いや、今回はさらにセイラが増えることになりそうだ。


　内心でため息を吐つきながら、リカルドは念のためセイラに訊きいてみる。


「セイラはどうするつもりだ？」


　セフィアやユーリはリカルドの侍女という設定なので、ここ、リディーアウゲン城でも侍女服を着ているが、セイラは筒つつ袖そでに筒つつ袴ばかまという身動きしやすい服を着ている。いつでもどこでもアイオリッタと剣けんの稽けい古こができるようにという理由からだ。


「もちろん、ボクはアイオリッタ殿どのについていくとも」


　想定の範はん囲い内の応こたえだな。


　つまり、アイオリッタが俺についてくる以上、セイラも俺の婚約者巡りの旅に加わるということで……なんだか頭痛の種たねが増えた気がするな。


「じゃあ、姫士見習いとでもしておくか？　それだったら、アイオリッタと一いつ緒しよに行動できるだろ」


　アイオリッタが、もの凄すごく嫌いやそうに顔を歪ゆがめたが。


「おお、リカルド王子のご高配にボクは大いなる感謝を捧ささげるよ」


　セイラは喜き色しよくを満面に浮うかべ、その場でくるっと回って、さっと右手をリカルドに向けて伸のばした。


「感謝の言葉は俺にではなくてアイオリッタに捧げてやれ」


「アイオリッタ殿には、言葉ではなくボクのこの身を捧げるつもりだ」


　アイオリッタが全身を小刻みに震ふるわせて、必死に何かを耐たえている。


　おそらくセイラに向かって、いつもの悪あつ口こう雑ぞう言ごんとかを炸さく裂れつさせたいのだろうが、仮にも相手はサンクトファウレの王女様だ。それをやってしまってはリディアとサンクトファウレの関係に亀き裂れつが入りかねない。そうなれば、アイオリッタが敬愛して止やまないリディア国王に迷めい惑わくをかけることになるから、彼女も我が慢まんするしかなかった。


　は～～。何か旅に出る前から不ふ穏おんな空気が漂ただよってやがんなぁ。


　リカルドは悪い予感に身震いするが。


　けど、やらなきゃしようがないんだからな。それに……今まではなんとか上う手まくやってきたんだ。このあともなんとか上手くやっていくしかないな。


　リカルドは次に会うことになっているゼーテルネのネゥラ王女のことを思う。


　さて、どんな王女様なのやら。
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　リカルド一行が、五番目の婚約者、ゼーテルネ大たい公こう国こくの公こう女じよで三つ子の一人、ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ──ちなみに三姉妹のいちばん上の姉の名はナゥラ・アンテルノ・ゼーテルネ、いちばん下の妹の名はノゥラ・サンテルノ・ゼーテルネである──の下もとへと向かっているときのこと。


　ここ、エランドル王国にあるエリゼゥ城の王おう宮きゆうに、リカルドの十六人の婚約者の中うちの三人が集まっていた。





　　　　２





「さて、では、対策会議を始めようじゃないか」


　そう口火を切ったのは、オレンダム王国の第四王女、メッシナ・メッセ・オレンダムである。


　女子にしては背が高く、女子にしては凜り々りしい顔立ちのメッシナは、短たん髪ぱつの上、長なが裳もではなく男物の筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでを着込んでいるため、ぱっと見、男子に見える。
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　しかし、よく見れば、いや、よく見なくても胸むな元もとが大きく盛りあがっているから、男子と間ま違ちがえられることはなかった。というか、男物の服で押さえられていることを考えれば、巨きよ乳にゆうといっていいほどの盛りあがりだ。


　三人は客間の中央に鎮ちん座ざする大きな方ほう卓たくの周りに置かれた椅い子すに、思い思いに腰こしを下ろしていた。


　部屋は南側が全面的に硝子グラウス張りになっていて、透とう明めいな硝子グラウスを通して初夏の眩まばゆい日ひ射ざしが射し込んでいる。


　部屋の至る所に鉢はち植うえの観葉植物や花が置かれ、印象としては、客間というより温室といった趣おもむきである。


　用意されたお茶を一口すすったメッシナは、もうひとりの王女に顔を向ける。


「エリュシアのところに連れん絡らくは来たか？」


「まだ来ていないわね」


　と応こたえたのは、この部屋の主ぬしであるエリュシア・エラン・エランドル。


　エランドル王国の第五王女だ。


　長くて真まっ直すぐな銀ぎん髪ぱつが印象的なエリュシア王女は、メッシナとは対照的に細身な女子──もっとも胸とか腰とかの出るべきところはしっかりと出ている──である。


　彼女はメッシナと違ちがってひらひらとした長裳を着ているが、長裳には前後左右に切れ込みが入っていて、そこから素足が覗のぞいていた。


　椅子に座ったエリュシアは、美しい足をこれ見よがしに組んでいる。


　顔立ちは端たん麗れいだが、どこか覚めた表情で、なんとなく他人を見下しているような印象を見る者に与あたえる。


　そのエリュシアが、三人目の王女に顔を向けた。


「レムルは……まぁ聞くまでもないわね。メッシナやわたしに連絡がないのに、あなたのところにあるはずがないものね？」


　見た目のとおり、彼女の話し方も、どこか人を小こ馬ば鹿かにしたようなものだった。


「レムを舐なめないでもらいたいネ？」


　と応えたのは、レムリエル・レムレル・レースティス。


　レースティス大たい伯はく国こくの第三伯女であるが、便べん宜ぎ的に三人まとめて王女と呼んでおく。


　レムリエルは短い筒袖の上着を着て、膝ひざに届かない短い筒袴を穿はいている。


　髪かみは短く、顔立ちは中性的。その声も女子にしてはやや低く、声変わりする前の少年のようだった。


「おまえたちのところに来なくても、レムのところには来るのヨ」


「なんだと!?」


「本当なの!?」


　メッシナとエリュシアは思わず腰を浮かせていた。


　ふたりの表情を見ると、かなりショックを受けているようだ。


「どうしてわたしのところに来なくて、おまえのところに……」


　メッシナの声も、女子にしてはかなり低い。これで胸が貧しかったら男子と間違えられることは確実と思える。


「それは、レムとあんたたちとじゃ、女子力りよくってヤツが違うからじゃないかネ？」


「おまえに女子力なんてものがあったとは、今の今まで知らなかったな。いったいどこに隠かくしていたんだ？」


　メッシナがそう揶や揄ゆすると、レムリエルはムキになって応えた。


「隠してないヨ！　レムは全身、これ女子力の塊かたまりだヨ？　だからレムのところにだけリカルド王子から文ふみが届いたのヨ？」


　メッシナは無ぶ遠えん慮りよな視線をレムリエルに這はわせていたが、ふっ、と鼻で笑って言った。


「そうだな。おまえ、声が少し変わったな。少し女子の声っぽくなってる」


「おう、わかってくれればいいのヨ？」


「いや、そんなことがわかるのは、わたしくらいだからな。ふつうの奴やつでは、こんなことわからないぞ。おまえは、もう少し他人に判わかり易やすいように外見を磨みがいたほうがいいんじゃないのか？」


「む？　そんな男みたいな恰かつ好こうしてるメッシナに言われる筋合いはないネ」


　レムリエルが不満そうにそう言うと、エリュシアが口を挟はさんできた。


「あら、メッシナは男っぽい服を着ていても、体の特定部位が、それはもうどうしようもなく女っぽいもの。特定部位が貧弱なレムルは、やっぱり女っぽい服を着たほうがいいんじゃないのか？　ってことを、メッシナは気き遣づかってくれているのよ」


「余計なお世話だネっ！」


「そうそう。女は外見じゃない。大事なのは内面だよ。なあ、レムル？」


「おう、さすがメッシナ、いいこと言うネ」


「あなた、さっきと言ってることが変わっていないっ!?」


　眉まゆを吊つりあげて突つっ込こんできたエリュシアを、まぁまぁまぁと抑おさえてから、メッシナは肝かん心じんなことをレムリエルに訊きいた。


「で、リカルド王子はなんて言ってきたんだ、レムル？」


　レムリエルは貧しい胸を思い切り張って、自じ慢まんそうに応えた。


「『お訪たずねするのはだいぶ先になると思いますが、どうかそれまでお待ちください』って書いてあったヨ？」


　メッシナが、なんとも形容し難がたい表情になった。


「おまえ、それを王子からの文と言い張るか……」


　一方のエリュシアは、はぁん、と鼻でせせら笑う。


「馬っ鹿じゃないの。要するに、あなた、訪問がずっと後回しになるってことをはっきり言われただけじゃない」


「言われないエリューよりはいいネ？」


「あらでも、わたしのところにはそんな文が届いてないってことは、わたしのところにはもうじき王子が訪れるかもしれないってことじゃないの」


「違うヨ。エリューは文を届けるほどのこともない婚こん約やく者しやだって思われてるんだヨ。眼中にないってことなんだヨ」


　エリュシアの眉がぴくりと跳はねた。


「何を偉えらそうに。ツルペタのくせに」


「ツルペタ言うな！　ウチはツルでもペタでもないヨ。少しはあるヨ！」


　エリュシアは椅子から立ちあがると、上体を反そらせ、これ見よがしに胸を突きだした。なかなか見事な盛りあがり具合だった。


「あら、そうなの。ふ～～ん」


「何かネ、そのわざとらしくも嫌いやみな態度は？」


「べつに～～」


　にやにやと笑いながら椅子に腰を下ろしたエリュシアは、上体を乗りだして、レムリエルの胸元に視線を据すえる。


「な、何かネ、その嫌らしい目つきは？」


　思わずレムリエルが上体を引くと。


「そうねぇ、よ～～く見れば、少しはあるような気がしないでもないかもねぇ。どう思う、メッシナ？」


「そうだな。服を脱ぬがせてじっくりと観察すれば、少しはあるのが発見されるだろう」


　メッシナは椅子の背もたれに背中を預け、思い切り胸を反らせた。


　その体勢だと、彼女の豊かな胸の盛りあがりが思い切り強調される。


　レムリエルは、うっっ、と頭を引いたが、直ぐに顔を戻もどして言い返す。


「胸なんか、格かく闘とう術には邪じや魔まなだけなのですヨ？　偉い人にはそれがわからんのですヨ」


「おまえが何を言ってるのかがわからないんだが。まぁ、たしかにおまえの格闘術は大したものだ。それは認めよう。だからといって、外見に無む頓とん着ちやくでいいということではないだろう？」


「あれ？　さっきメッシナ、大事なのは内面だって言ったヨ？」


「もちろん、内面は大事だよ。でも、外見も大事なんだよ」


「おまえ、どっちの味方ネ!?」


「わたしは、まずいちばんにわたしの味方だな」


「おまえ最低だネ、メッシナ」


　レムリエルが、げんなりとした顔になる。


「無む駄だよ無駄、レムル。メッシナはこういう奴なんですから」


「おまえも、そうとう『こういう奴』な気がするんだヨ、エリュー？」


「はっはっはっ。わたしたちは三人とも、それぞれ自分の国じゃ、変わり者の王女様扱あつかいだからなぁ」


「笑い事じゃないヨ、メッシナ？」


　レムリエルが突っ込むと、エリュシアが小さなため息を吐ついた。


「そうねぇ。こういう事態になってくると、さすがに笑ってはいられないわね」


「ま、そうだな」


　メッシナは肩かたをすくめてから言葉を継つぐ。


「わたしのところは取るに足らない小国とはいえ、情報収集とか分ぶん析せきにかけては周囲から一いち目もく置かれている。エリューのところはそこそこの国力があって人口も多い。耕土も広いし地味も豊かだ。レムルの国だって、耕土は少ないが銀山があるし、希少金属の白しろ銀がねだって産出してるから国は富んでいるし兵も強兵だ。三国ともリディア王国としては友好関係を深めておきたい国のはずだ。というか、リディア国王、そのつもりで息子むすことの婚約を進めたはずだ。それなのに、まだ誰だれもリカルド王子の訪問を受けていないというのも、どうなんだろうな」


　エリュシアとレムリエルが、うぅ、と頭を引いた。


「わ、わざわざ詳くわしい説明をしないでよ」


「そうだヨ。改めて説明されると哀かなしくなるんだヨ？」


「っていうか、父王から、どうなっているんだってせっつかれてるのよね～～」


　そう言ってエリュシアが眉を顰ひそめると、レムリエルが、そうそう、と追つい随ずいした。


「レムも父上から、イ・ウー・ハンの王女の後こう塵じんを拝するとは何事だって怒おこられたのヨ？　父上、イ・ウー・ハン国のこと、競争相手みたいに思っているからネ」


　すると、メッシナが自じ嘲ちよう気味の笑みを浮うかべた。


「ふっ、それに関しちゃ、わたしも似たり寄ったりだな。だからこそ、こうやって三人で集まったわけだが」


「あんまり集まりたくはなかったけどね」


「だが、このまま放っておいては、父君や母君から、やいのやいのと責められるぞ」


「そう……だわねぇ」


「だから、何か対策を練ねろうということで集まったんじゃないか」


「メッシナには何か考えがあるの？」


「なくもない」


　メッシナは自信がありそうな顔で、口調で、そう返してきた。





　　　　３





「あら、どんな？」


「おう、どうするのかネ？」


　エリュシアとレムリエルがぐっと身を乗りだすと、メッシナは床ゆかに置いてあった革の鞄かばんから一枚の羊よう皮ひ紙しを取りだした。


「正しい対策を立てるためには、正しい現状分析をしなくてはいけないだろ？　二人ともまずはこれを見てくれ」


　メッシナが卓たく上じように広げた羊皮紙をエリュシアとレムリエルが覗のぞき込む。


　羊皮紙には、リディア王国とその周辺の地図が描えがかれていた。


　メッシナが地図上を指さす。


「今までにリカルド王子が訪れた国が、この三カ国。シュールティス、イ・ウー・ハン、そしてロサ・ロゼだ」


　メッシナの指先を、エリュシアとレムリエルが目で追う。


「そして、何な故ぜかロサ・ロゼでは、サンクトファウレのセイラ王女とも顔合わせを済ませたらしい」


「どうしてサンクトファウレのセイラがロサ・ロゼにいたの？」


「リカルド王子に呼ばれて来たのかネ？」


「いや、そういうわけでもないようなんだが、詳しよう細さいはよくわからない。引き続き調査中。だから今は理由をおいておく」


　と断っておいて、メッシナは自分の人差し指を反対側、つまりリディア王国の東側──地図上だと右側になる──に移動させる。


「で、次の訪問国がゼーテルネ大公国だ。これまでは西側の国に行っていたのだが、今回は初めて東側の国に行くことになる。ああ、ここでいう東西は、むろんリディアから見てということだが」


「最初に西側だった理由は？」


　とエリュシアが質問を挟はさむ。


「それもわからない。が、そこに大した意味はないと思う。たんにリカルド王子の城から行き易やすかっただけとか、そんな理由じゃないかな」


　もう一度地図に目を落としたエリュシアだが、直すぐに顔を上げ、メッシナを見た。


「……そうなの？」


「巡めぐる順番がリディアから見たときの優先順位だというなら、シュールティスを最初にはしないだろう？」


「そうねぇ。それに、行った直後に反乱に巻き込まれているわけだものね」


「ああ。だからシュールティスを最初に選んだのは偶ぐう然ぜん。その後、イ・ウー・ハンへ行ったのは、シュールティスを選んだあとの流れ……ということだろう」


「流れって、どういうことかネ？」


　と、今度はレムリエルが訊きいてきた。


　メッシナは腕うで組ぐみして、あぁそれはだな、と応こたえる。


「反乱が起きたあと、リカルド王子はシュールティスを脱だつ出しゆつする際に、何か小細工をしたらしいんだ。どうやらそれがイ・ウー・ハン絡がらみだったみたいでな。だから、イ・ウー・ハンの女王へ挨あい拶さつに行くついでに……ということだったんじゃないかと睨にらんでいる」


「相変わらず、情報収集に抜ぬかりがないわね、メッシナは」


　少し感心したふうにエリュシアがそう言うと。


「まぁな。わたしの国は、そうやって生き延びてきたからな。そういう意味ではリディアと似たり寄ったりだ。リカルド王子には、なんとなく親近感を感じるぞ」


「自分だけが王子と近いみたいな強調をしないでほしいものね」


「ふたりとも似たような国の王子だから、親近感を感じるのヨ、エリュー」


「あらまぁ、レムルもたまには上う手まいこと言うじゃない」


「タマにはじゃないヨ。タマによりもたくさん上手いことを言うヨ。え～と、その場合は……タマタマには？」


　今日も馬ば鹿かだな。


　相変わらず馬鹿ね。


「レムルにつき合っていると、話が道に迷いそうだ。先に行こう」


「どういう意味だヨ、メッシナ!?」


　不満そうに頰ほおを膨ふくらませるレムリエルを横目に、エリュシアが話を本筋に戻もどそうとする。


「で。リカルド王子が今度は東のゼーテルネ大公国に向かった理由は？」


「それもたぶん、周辺諸国との釣つり合いを取っただけではないかな。というか、リディアの王おう太たい子しなら、まずそう考えるだろ？」


「いえ、わたしはリディアの王族ではないから、よくわからないわ」


「いや、相手の立場に立って考えると、そうなんだよ」


「……そうかもしれないわね。でも、リディアの立場になんか立ちたくはないわ」


「だから。仮想の話だよ。本気で立てとは誰も言ってないだろ」


「はいはい、そうね」


　と投げやりに肯こう定ていしておいてから、エリュシアは再び本題に戻る。


「西と東はわかったけれど、東の国の中でいちばん最初にゼーテルネを選んだ理由は？」


　メッシナは、腕組みして低く唸うなった。


「そこが難むずかしいところなんだよな。たしかにゼーテルネは国力の高い国だから、真っ先に挨拶しておきたいと思ったのかもしれないし、単に行き易かっただけなのかもしれない。問題はだ、我々のところに、未いまだに訪問の予定を報しらせる遣つかいが来ていないということだ。つまり、リカルド王子が東側の国を回り始めたにも拘かかわらず、我々三人は後回しにされている」


「メッシナに冷静に解説されると、何か腹が立ってくるわね」


「いや、事実だから。事実は事実として認めないとな」


「それってつまり、レムたち三人、リカルド王子から軽かろんじられてるってことかネ？」


「そこまでは言わないが、いま直ぐ会いに行きたいと思われているわけでもなさそうだ。もっとも順番に関しては、あとで揉もめないよう、文句を言われないよう、籤くじ引びきか何かで決めている可能性もある」


「そうだわね。そういう外交的な言い訳、あるいは屁へ理り屈くつ、いっそ言い逃のがれが得意な国ですものね、あそこは」


「まぁ、それに関しちゃ人のことは言えないけどな、わたしは。ただな」


　ふぅ、とメッシナはため息を吐ついた。


「リカルド王子の思おも惑わくがどうあれ、理由がどうあれ、このまま訪問の順番が最後になったなんてことになると、父王にとっては面おも白しろくない事態だし、我が国にとってもあまり歓かん迎げいできない事態ではあるんだ。わたし自身もあまり愉ゆ快かいではないしな」


「そうねぇ。そうだわねぇ」


　エリュシアが顔に憂ゆう色しよくを浮かべた。


「認めたくはないけれど、どうやら認めないわけにはいかないわね。若さ故ゆえの過あやまちというものを」


「おまえも何を言ってるのかわからないがな！」


「まぁ、ともかく、アレよ。ひとりだけならまだしも、この三人が揃そろって最後に回されたなんてことになれば、周りの国からどんな目で見られることか。自国の民たみからなんて言われることか。それを考えると、少し頭が痛いのよね」


「それはレムも同じだヨ。じゃあ、どうするかネ？　早くこっちに来てくれという催さい促そくの使者でも出すかネ？」


「それじゃ何も解決しないぞ、レムル。というか、逆に『先方が来てくれないものだから使者まで立ててお強ね請だりした』なんて言われかねない。そうなれば、さらに評判が落ちるだけだ」


「む～～、そうかネ。そうだネ。レムは考えるのはちょっと苦手だヨ。対策はメッシナに任まかせるネ」


　レムリエルが降参とばかりに手を挙げると、エリュシアも、


「わたくしも考えるのは面めん倒どうくさいわ」


　と言ってメッシナの顔に視線を据すえた。


「あなた、何か考えがあるようなことを言っていたわね。さっさとそれを聞かせて」


「なに、簡単な話さ。向こうが会いに来てくれないなら、こちらから出向けばいいんじゃないか？　ということだよ」


「わざわざリディア王国まで行くの？　それでは、完全にこちらが膝ひざを屈くつした形になってしまうではないの。使者を立てて催促するより不ま味ずくない？」


　メッシナは、にやりと笑った。


「わざわざ王子に会いに行ったとなればな」


　エリュシアとレムリエルが首を傾かしげた。


「どういうことかしら？」





　　　　４





　メッシナはエリュシアとレムリエルを焦じらすようにお茶を一口すすってから、茶器を受け皿に戻した。


「わたしが言いたいのは、どこかで偶然に会ったことにすればいい……ってことだよ」


「あ……ああ！」


　とエリュシアが思わず膝を打つ。


「リディア王子は、婚こん約やく者しやを巡ってあちこち旅をしているんだ。たまたま旅の途と中ちゆうで我々に出会ってしまうなんていう可能性も皆かい無むじゃないだろ？」


「タマタマに出会うって、そんなに上手くいくものかネ？　そもそも、レムたちと王子はどこで出会うのかネ？」


「タマタマに出会うんじゃなくて、たまたま出会うんだ」


「おお、そうか……ネ？」


「そんなモノには出会いたくはないわね」


「けど、王子のタマタ……」


　メッシナが慌あわててレムリエルを制した。


「いや待て、レムル、それ以上は言うな。話が危ない方向に流れてしまう」


「まったく、この娘こは下品なんだから」


「メッシナもエリューも、レムとそう変わらないと思うんだけどネ」


　不服そうなレムリエルを放置して、メッシナは話を続ける。


「もちろん、たま……偶然なんか期待しない。偶然を装よそおうってだけだ」


「そんなことが実行可能なの？」


　エリュシアは疑わしそうな顔だ。


　だが、メッシナは平然と言う。


「調べるのさ」


「え？　調べるって何を？」


「リカルド王子が次にどこへ向かうのか、どの王女に会いに行くのかを予あらかじめ調べておいて、先回りして待ち構える。というか、もう調べてあるんだ。さっき言ったろ。リカルド王子、次はゼーテルネに行くことにしたらしい」


「手て際ぎわがいいのね」


　とエリュシアが感心した顔になる。


「父君からも圧力をかけられていたしな。わたしもなんとかしないといけないとは思っていたんだ。だから手を打っておいた」


「ゼーテルネといえば、たしか三つ子王女の真ん中の娘こがリカルド王子の婚約者になっていたわね」


「ナゥラ、ネゥラ、ノゥラの三姉妹だな」


「その三姉妹って、顔だけでなく、背せ丈たけも体格も体重も喋しやべり方もそっくりな三つ子だったわよね？」


「実の親である国王や妃きさきでもほとんど見分けがつかないほど、だそうだ。わたしも小さい頃ころに一度見かけたことがあるけど、たしかにそっくりだったな」


「では、ゼーテルネの手前でリカルド王子を待ち伏ぶせしようというわけ？」


　とエリュシアが確認すると、メッシナは首を横に振ふった。


「いや、さすがに今からでは、ゼーテルネに入る前に捉つかまえるのは無理だろうな。我々はその次を狙ねらおう」


　エリュシアとレムリエルが同時に首を捻ひねる。


「その次って、どこなの？」


「どうやらゼーテルネ大公国の次に、アレフネー郷きよう国こくへ向かうらしいことを突つき止めた。なので、ゼーテルネとアレフネーの途中で、いかにも偶然を装って出会うことにしよう。出会って、互たがいの名乗りをかわしてしまえば、理由はどうあれ、会ったことになる。どこかで会食でもすれば、婚約者同士、正式な顔合わせを済ませたことにできる。そうなればあと回しにされたと言われなくて済むだろう？　もちろん、偶然会ったことも待ち構えていたことも世間には黙だまっておく。そうすれば、他国の民も自国の民も、最初からそういう予定になっていたと勘かん違ちがいしてくれるだろうしな」


「あなた……」


「なんだ？　何か言いたいことがあるのか、エリュー？」


「いいえ、特に言いたいことなど、これっぽっちもないけれど」


　エリュシアは、やれやれというふうに小さく首を振った。


「見かけは豪ごう快かいそうに見えて、その実、意外と腹黒いのよね、メッシナは」


「思い切り言ってるよ！　っていうか、腹黒い言うな！　せめて繊せん細さいだとか用心深いとか言ってくれ」


　ふたりのやり取りを聞いていたレムリエルが唐とう突とつに笑いだした。


「腹黒腹黒～～、メッシナ腹黒～～」


「笑うな！」


　メッシナがレムリエルの頭を拳げん骨こつで叩たたいた。


「痛いヨ～～」


　レムリエルが泣きそうな顔になる。


「可哀かわい想そうに。レムルを虐いじめるのはお止やめなさいよ、メッシナ」


「おまえが言うか、おまえが！」


「でも、この娘こ、強すぎると言ってもいいほど強いのに、泣き虫なのよねぇ」


「強いか弱いかと泣くか泣かないかは、あまり関係はないのでは？　というか、強すぎるからこそ、他人から打ぶたれたことなんかないんだろ。だから打うたれ弱いんだよ」


「そうかもしれないけれど。でも、あなたに打ぶたれても反はん撃げきしないのね。何な故ぜかしらね」


「ああ、何故だろうな」


　レムリエルに向き直ったメッシナが疑問を質ただした。


「おまえ、どうしてわたしに反撃しないんだ？　いくらわたしでも、おまえに反撃されたら敵かなわないぞ？」


「ん～～？」


　少し考える素そ振ぶりを見せたレムリエルだが。


「メッシナ、なんとなく父上みたいだからネ？」


　堪たまらずエリュシアが、ぷっっと噴ふきだした。


「あ～～っはっはっはっはっ、お父様、お父様、お父様～～っ！」


「人を指さしながら笑うなっ！」


　とエリュシアに突っ込んだメッシナだが、しかし、直すぐにがっくりと肩かたを落とした。


「男らしいならまだしも、『父上』はないだろう、『父上』は」





　　　　５





　しばらく爆ばく笑しようしていたエリュシアだが、やがて苦しそうな表情で顔を上げ、目に浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐいながら言った。


「これからわたしも、メッシナのことを『お父様』って呼んでいいかしら」


「いいわけないだろっ。そんな呼び方したら殴なぐる！」


「か弱い女子に対して酷ひどいわねぇ」


「酷いのはおまえだ！」


「ええ、ええ、そうね。わたくしは酷い女なのよ。どう、これでいい？」


「おまえが自分の性格の悪さを認めたからといって、わたしのことを父様と呼ぶことなど認めないがな！」


「あら、残念」


「レムなら、いいかネ？」


「いいわけあるかっ！　そんなふうに呼んだら、おまえとは絶交だからな、レムル」


「メッシナに絶交されては困るヨ。わかった、絶対に呼ばないネ」


「おまえもな」


　とメッシナがエリュシアを睨にらむと、彼女は、


「はいはい、わかっているわよ」


　と手を振った。


「それよりも。あなたの考えでは、どこでリカルド王子を待ち伏せるのがいいと思うのかしら？」


「待ち伏せるなんて言葉を使うと、なんだか我々が卑ひ怯きようなことをしているような気になるんだが」


「どう取り繕つくろおうと、結局はそういうことでしょう？」


「ま、そういうことだな」


　と肩をすくめたメッシナは、


「もう一度、これを見てくれ」


　と言って、地図を指さした。


「リディア王国からゼーテルネに出ようとすると、この街道かこの街道を通ることになる。どちらを使うかまでは読めないから、その意味でもゼーテルネの前に遭そう遇ぐうするのは無理だ。ただし。ゼーテルネからアレフネー郷国へ向かおうとすると、どうしたってこの街道を通ることになる」


　メッシナは、地図上の一点を人差し指の先でとんとんと叩いた。


「この街道の途中にジョーザン渓けい温泉郷がある。緑豊かな渓けい谷こくに沿って七つの源泉が点在している湯の郷さとで、行き交かう旅人は必ずここに泊とまり、温泉を堪たん能のうしていくという場所だ。そんないいところをリカルド王子一行が素通りできるだろうか。否いな、できはしない」


　なるほどね、とエリュシアが頷うなずいた。


「たしかにそこでなら、かなりの高確率でリカルド王子一行を捉つかまえることができそうだわね」


「それにだ。ここなら女子力に乏とぼしい我々であっても、その欠点を補おぎなって余りある展開が期待できると思うんだ」


　エリュシアがジト目になった。


「女子力が乏しいのはメッシナとレムルだけだと思うのだけれど。わたしをあなたたちと一いつ緒しよにしないでもらえるかしら？」


「類は友を呼ぶって言葉を知ってるか、エリュー？」


「わたしを、あなたの類や友にしないでもらいたいわね」


「じゃあ、狢むじなか」


「同じ穴あなの狢……って、もっと悪いわよ、それ！　よくもわたしのことを性格が悪いだなんて言えたものね」


　ふたりが睨み合っていると。


「ふたりとも大人げないことはもう止やめるネ」


「うわ、レムルにしたり顔で偉えらそうなこと言われたぞ」


　とメッシナが仰のけ反ぞった。


「そうだわよ、レムル。あなたの体こそがいちばん大人げないくせに」


「エリューに酷いこと言われたヨ～～」


「やっぱり我々三人の中ではエリューがいちばん酷いな」


「放っておいて。それよりも」


　エリュシアが睨ねめつけるような視線をメッシナに向ける。


「どういうことなの、補って余りある展開って？」


「だからさ。温泉でどっきり、裸はだかで鉢はち合あわせ！　とかだよ」


　エリュシアが、きょとんとした顔になる。


「あ……あ～～」


「わたしもエリューも、たとえ女子力が低くても、身体的には充じゆう分ぶんに女子だろう？」


「わたしの女子力が低いという主張には素直に賛同できかねるけれど……身体的な点には頷けるわね。でも」


　エリュシアが幾いく分ぶんか哀あわれみの籠こもった視線をレムリエルに向けた。


「ツルリンでペッタンなあの娘こは、いったいどうしたらいいの？」


「ツルリンとか言うなヨ～～」


「いや、そこはほら、もしかしたらリカルド王子、成熟した女性よりも未成熟な女の子を好む男子かもしれないじゃないか。レムルには、その可能性に賭かけてもらおう」


「その場合は、わたしとあなたはあまり愉ゆ快かいではない目に遭あいそうですけれど」


「どのみち婚こん約やく者しやとの相あい性しようなんて、出たとこ勝負。一種の賭かけみたいなものだろ」


　エリュシアが、はぁ、とため息を吐ついた。


「ええ、そうね。そのとおりだわ」


「もしもリカルド王子が幼女を好む男子だったら、そしてそれが我が慢まんできないのだったら、潔いさぎよく婚約を解消すればいい」


「幼女とか言うなヨ～～！」


「それをこちらから持ちだすのは気が進みませんけどね。違い約やく金きんを請せい求きゆうされかねないし、そうなれば両国の外交問題に発展してしまいますもの」


「レムも話に混ぜるネ～～」


「それが嫌いやなら、婚約関係を続ければいいだけさ」


「メッシナ、あなた、レムルの後こう塵じんを拝したとしても、リカルド王子との婚約を続けるつもりなのかしら？」


「後塵って、凄すごく失礼なこと言われてる気がするヨ～～？」


　レムリエルが盛大に文句を垂れ流しているが、それを無視してふたりは話を続ける。


「我が国は貧びん乏ぼうなのでね。わたしの個人的な思おも惑わくなど二の次なんだ」


「リディアだって貧乏国ではないの」


「たしかに、基本、我が国とどっこいだが、最近、あそこでは新たに銀山が開発されてるらしいからな。そう馬ば鹿かにしたものでもないのさ」


「よく調べているのね。男おとこ女おんなのくせに」


「男か女かは関係ないだろ！」


「あはは、メッシナ、男女～～」


「おまえも黙ってろ！」


　メッシナがまたも拳げん骨こつを振ふりおろす。


「うわ～～ん、男女に殴られたヨ～～」


「死なすぞ！」


「はいはい、もうそれくらいで。あなたも、子供を虐いじめては駄だ目めよ、メッシナ」


「いや、わたしとレムルは二、三歳しか違ちがわなかったはずだけど？」


「肉体的には十歳くらい違うのでは？」


「おまえのその言い方こそが虐めだろ！」


　とエリュシアに突つっ込んでおいて、メッシナは、えほん、とひとつ空から咳せきをくれた。


「だいいち、こいつのほうが強いんだから、虐めにはならないはずだ」


「言い訳は見苦しいわね」


「……悪かったよ」


　すまん、とレムリエルの頭を撫なでてやったメッシナは、ともかく！　と言って、憤ふん然ぜんとした顔をエリュシアに向けた。


「我が国のような貧乏国にとって、情報というのはそれだけで価値があるものなんだよ。貴重な情報は、銀にも金にも匹ひつ敵てきする価値を持つんだ」


　というメッシナの考え方は、リディアの王族の価値観と合がつ致ちする。つまり彼女は、リカルド王子の考え方や価値観に近いものを持っているということだ。やはり小国、貧乏国は、周囲の国々の動向に敏びん感かんでないと生き残れないということなのだろう。


「まぁ、いいですけどね」


　エリュシアは、ふふん、と鼻を鳴らした。


「あなたやあなたの国の事情はともかく、わたしにだってエランドルの王女としての自負がありますからね。十六人の婚約者の中で十番目以降になるなど、とてもではないけれど許せないわ。わたしを蔑ないがしろにするような王子は、婚約者同士の痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれた挙げ句、全身を滅めつ多た刺ざしにされて死んでしまえばいいのよ」


「おまえ、ときどき最後の最後で本ほん音ねを吐はいて、いろいろ台無しにするよな」


「いちいち小さいことに目くじら立てないの」


　小さいことか、それ。


「いいでしょう。あなたのどす黒い策さく謀ぼうに乗ろうではないの、メッシナ。上う手まく遭遇して会談なり会食に持ち込めば、順番としては四番目か五番目くらいよね？　まぁ、それなら許せる範はん囲いでしょう」


「これまでの情報だと、シュールティス、イ・ウー・ハン、ロサ・ロゼと回って、今回がゼーテルネ。そのあとだと五番目になるな。ただし。これもさっき言ったけど、リカルド王子がロサ・ロゼでエルメンネッラに会ったとき、何故かサンクトファウレのセイラ王女がいたそうだから、そうなると六番目だ」


　エリュシアが不思議そうな顔で首を傾かしげた。


「あなた、いったいどこからそういう情報を得ているの？」


「いやまぁ、ロサ・ロゼの王おう宮きゆうの人間とかだけどね」


　エリュシア、今度は少し呆あきれ気味の表情になってメッシナを見つめる。


「あなたの手の者、ロサ・ロゼの王宮にまで潜もぐり込んでいるのね」


「いやまぁなんというか、たいていの国の王宮にはそれなりの伝つ手てがある」


　エリュシアの目が、す～～っと細められた。


「エランドルにもいるのかしら」


「いないと言い切ることはできないかもしれないな」


　否定に否定を重ねた曖あい昧まいな物言いだったが、しかしそれは「いる」と肯こう定ていしているのも同然だ。


「あ、そうなの。ま、いいですけどね」


　エリュシアは小さく肩かたをすくめた。


「どうせあなたの息のかかった者以外にも、他国の間かん者じややら諜ちよう報ほう者やら密みつ偵ていやらが大勢いるのですものね」


　口を挟はさむ機会を窺うかがっていたらしいレムリエルが、ようやくその機会を得たとばかりに割り込んできた。


「おぉう？　だったら、ウチの王宮にも、メッシナの伝手とやらがいるのかネ？」


「もちろんレースティスにもいるぞ」


「って、白状してるではないの」


　とエリュシアは突っ込むが。


「メッシナの伝手がいるってことは、メッシナにとって、ウチの国も大事なお得意様ってことだネ？」


「そうだな。レムルはそう思っていてくれればいいぞ」


　エリュシアが、はぁ、とため息を吐つく。


　レムルと類友だなんて思われたら、なんだか哀かなしくなってきますけど……まぁ、いいでしょう。わたしにはわたしの矜きよう恃じがありますからね。リカルド王子がどういう人物なのかなど二の次、三の次のお話。まずはわたしが王子と顔合わせをしたという事実こそが大事なのですもの。ここはメッシナの策に乗ってみましょうか。ですけど……。


　エリュシアは、ちらっとメッシナに視線を走らせる。


　小こ柄がらなレムリエルの相手をしている大柄なメッシナは、まるで妹をあやしている優しい兄のように見えた。


　メッシナ、意外と面めん倒どう見みがいいのよねぇ。今回だって、自分のところで入手した貴重な情報ですもの、自分の役に立てればいいだけなのに、それをわざわざ、わたしとレムルに報しらせて一いつ緒しよに行動しようと誘さそうだなんて。たしかにわたしたち、昔からの友人ではありますけど、自分自身や国の将来を懸かけて一緒に行動するほどの仲だとも思えないのだけど。まったくメッシナったら、お人好よしすぎて泣けてくるわね。


　そんなメッシナだからこそ、独善的で攻こう撃げき的で性格もひねくれている──本人は決して認めないだろうが──エリュシアとも友人でいられるのかもしれない。


　わたしは顔と体と魔ま術じゆつには少しばかり自信がありますけど、頭の働きに関してはあまり自信がないし。レムルに至っては、基本、お馬鹿さんですし。不本意ですけど、頭の働きに関してはメッシナを頼たよるしかないものね。





　　　　６





「ところで、メッシナ」


「なんだい、エリュー？」


「偶ぐう然ぜんを装よそおってリカルド王子に接近遭そう遇ぐうするという考えはいいとして、あなた、リカルド王子の人相風ふう体ていを知っているの？」


「顔は……よく覚えていないな」


「え？」


　エリュシアが目をぱちくりさせる。


「それではジョーザン渓まで出向いても、誰だれが王子かわからないではないの。有名な温泉郷なのですから、いつも湯とう治じ客きやくで混み合っているのでしょう？　顔もわからないままで、どうやって王子一行を捜さがすというの？」


「いや、昔、一度、彼が話してるのを聞いたことがあるんだ」


　エリュシアが、あぁなるほどね、と大きく頷うなずいた。


「あなたお得意の『耳』を使うわけね。つまり、声を聞けばリカルド王子のことがわかるわけね？」


「とまでは言い切れないな。何しろかなり幼い頃ころの記き憶おくだから。もう一度聞けばわかるだろうという希望的観測でものを言っている」


　エリュシアがジト目になった。


「ずいぶんと根こん拠きよ薄はく弱じやくな策なのね」


「だから補強材料を用意してある。はい、レムル、ちょっとごめん」


　じゃれついていたレムリエルを離はなしたメッシナは、今度は鞄かばんの中から一枚の画布を取りだした。


「これを見てくれ」


　メッシナが画布を卓たく上じように置くと、エリュシアとレムリエルが覗のぞき込む。


「こっ、これはっ!?」


「すっ、凄いヨ？」


　ふたりは大きく仰のけ反ぞって驚おどろいた。


「ふっふふ、リカルド王子の似顔絵だよ。こんなこともあろうかと裏から手を回して用意させておいたんだ」


　もう一度、エリュシアとレムリエルが画布を覗き込む。


「よく……できているわね」


「出で来き映ばえについては問題ないはずだ。実際に王子を間近で見た者に描えがいてもらったんだからな。そいつは『自信作だ』と言って胸を張っていた」


「それはいいのだけど……どうして全身が描かれているの？」


「え？　いや、顔だけより全身が描かれていたほうが間ま違ちがいが少ないだろう？　身長とか体格とかがこれでわかるじゃないか」


　エリュシアは画布に目を落としたまま、ぼそりと呟つぶやいた。


「そういうことではなくて」


「じゃあ、どういうことだ？」


　顔を上げたエリュシアが不ふ審しんそうな目をメッシナに向ける。


「わたしが訊ききたいのは、どうして全身が描かれているリカルド王子は全ぜん裸らなのかしら？　ってことなのだけど」


「いやほら、そいつが裸はだかの絵も描けるって言うからさ。だったら、服を着ている絵より、こっちのほうが見ていて楽しいじゃないか」


「あなたの趣しゆ味みだったの。このすけべ男おとこ女おんな！」


　む？　とメッシナが眉まゆを寄せる。


「そんなこと言うなら、もうエリューには見せてやらない」


　手を伸のばしたメッシナは、卓の上から紙を毟むしり取る。


「あ～～、いえいえいえ、誰も見たくないなどとは言っていませんけど」


「レムは見たいね。メッシナ、見せてよ」


「いいとも。お出いで、レムル」


　立ちあがったレムリエルは、自分の座っていた椅い子すを運んできて、メッシナの隣となりに腰こしを下ろした。
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　メッシナは彼女の眼前に画布を掲かかげてやる。


「これは……なかなか凄すごいね、メッシナ」


「ああ、なかなか凄いな、レムル」


「これ、どこまで再現されてるのかネ？　この辺とか、想像図？」


　レムリエルが画布に描かれたリカルドの全身像のとある一点を指で指さし示す。


「描いた者に言わせれば『実際に裸を見た人物からの証言を元に作成した』ということだから、かなり本物に近いんじゃないか？」


「そうなのか。大したものだネ？」


「ああ、大したモノだな」


「ちょ……ふたりだけで楽しんでないで、わたしにも見せなさいよ」


　エリュシアは堪たまらず立ちあがり、メッシナとレムリエルの背はい後ごに回り込んで上体を折り曲げ、メッシナが手にしている画布を覗く。


　首を背後に倒たおしたメッシナがからかうように言った。


「おや？　わたしのことをすけべぇだとか罵ののしっていなかったかい？」


「い、いえ、だから、相手のことを事前によく見知っておくというのも、婚こん約やく者しやたる者としての務つとめではないかと」


「見たいのなら見たいと素直に言えばいいのに。今さらわたしやレムルの前で気取っても取り繕つくろっても仕方がないだろ。お互たがい、美点も欠点もよく知った仲だ」


　ふふん、と鼻を鳴らしたエリュシアは、そうね、と上体を起こして胸を張る。


「わたくし、婚約者の裸には興きよう味み津しん々しんですわよ」


「ぶっちゃけたな」


「可能でしたら、絵なんかではなく、実物をこの目で確かめたいと思っていますわよ」


「思い切りぶっちゃけたな」


「リカルド王子がわたくしの眼鏡めがねに適かなうようないい男子であれば、わたくしの裸を確かめさせてあげてもいいとさえ思ってますわ」


「そう、それ。それを狙ねらっての温泉郷なんだよ」


「え？　どういうこと？」


　メッシナは、だからさ、と言って不敵に笑った。


「むこうは『リカルド王子』ではなくて『リカルド王子からの使者』を名乗ってるんだ。となると王族が泊とまるような高級宿には泊まらないはずだから、我々が同じ宿に泊まって露ろ天てん風ぶ呂ろでばったり遭遇、もちろん裸でね[image: ]、なんてこともあり得るだろ？　というか、そっち方面へ持ち込めば、六番手どころか、一番手に躍おどりでることも不可能じゃない」


「そう……ね、いいかもしれないわね」


「おう？　メッシナとエリューは王子と裸を見せっこするかネ？　じゃあレムも脱ぬぐヨ？　脱いで王子と見せっこするヨ？」


「いやいや、脱いで見せっこしちゃ駄だ目めだ。あくまで自然で、どこまでも偶然を装わなくちゃいけないんだ」


「うん、そうなのか？　その辺、ウチにはよくわからないので、メッシナに任まかせるネ」


「ああ、そうしてくれ」


　とレムリエルに向かって頷くと、メッシナはエリュシアに向き直る。


「ってことで、この似顔絵があれば、王子を見落とす虞おそれはないだろう？　でもって、わたしの記憶にある王子の声で確かめれば、相手が身分を隠かくしていても見分けることができるはずだ」


「それ……似顔絵って言うの？　どちらかといえば、似に体からだ絵じゃないの？」


「どっちだっていいじゃないか。顔だろうと体だろうと、似ていれば本人を特定できるんだから。っていうか、体は似ていてほしいだろ？　ほら、特にこの辺とか」


「そんなところを指ささないで～～」


　顔を赤くしたエリュシアが、画布から顔を背そむけ視線を外す。


「と言いながら、嬉うれしそうだな」


「そうではなくて。少しは恥はじらいってものを持ちなさいよって話よ！　そんなところをあからさまに指さすなんてことを平気でしているから、あなたは女子力が低いままなのではないの？」


　そっぽを向いたまま、エリュシアはそんなことを言う。


「さっき、リカルド王子の全裸を実際に間近で見てみたい、見るだけでなく触さわってみたいと言ったのはエリューだったと思うんだが」


「さささ、触ってみたいとは言ってないでしょう？」


「そうだな。それはあとでのお楽しみに取っておきたいものな？」


「ななな、なになになんなの、あとのお楽しみって!?　何をどうお楽しむの!?」


　目をグルグル回しながら、エリュシアがメッシナの顔を見たり画布を見たり、またメッシナの顔を見たり画布を見たり。


　かなりテンパっていた。


　そんなエリュシアを見ながら、メッシナはにやにやと笑っている。


「あとのお楽しみがなんなのかを知るのも、あとのお楽しみだな」


「意味がわからない～～」


　すると。


　レムリエルがあっけらかんと言った。


「あ、レムは知ってるヨ」


「な……なんですってぇ!?」


「父上の絵本に載のっていたもの。男子の○△×を女子が□◇★したり▼◎∞したりするんだヨ？」


「きゃ～～っ」


　悲鳴なのか歓かん喜きの声なのか、エリュシアは赤く染まった自分の頰ほおを両手で挟はさんで叫さけんだ。


「それ、明らかに絵本じゃないぞ、レムル！　どう考えても艶えん本ぽんだろ！」


　とメッシナが突つっ込こんだ。


「でも、父上は『これは大人の絵本だ』って言ってたネ？」


「レースティス大たい伯はく、もう少し娘むすめの教育に気を遣つかうべきだな」


　と呟つぶやいたメッシナは、それはともかく、とエリュシアに視線を向けた。


「そういうわけだから、リカルド王子を見み逃のがすことはないと思うよ」


「まぁ……あなたがそう言うのなら、そうかもね」


「で、どうするんだ？　行くかい？」


　メッシナがエリュシアとレムリエルの顔を交こう互ごに見やると、レムリエルは即そく座ざに右手を挙げた。


「レムは行くよ。行って、リカルド王子と見せっこ……」


「はい、そこまでそこまで」


　メッシナは、女子にしては大きな掌てのひらでレムリエルの口くち許もとを覆おおった。


「エリューは、どうするんだ？」


「もちろん、行くわよ。あなたたちだけ行かせるわけにはいかないじゃない」


「そしてリカルド王子の裸を拝おがむと？」


「まぁ、たまたま偶ぐう然ぜん露天風呂で鉢はち合あわせしてしまったら、拝むも何も、自然と目に入ってしまうのは仕方がないことでしょう？」


「そうだな。そういう展開に持ち込みたいものだな？」


「いえ、わたしはべつに、ことさら敢あえて無理やり持ち込むとか、そんなつもりでは全然ないけれど」


「ああ、わかったよ。そういうことにしておこう」


「しておくって何!?　何を言いたいの、メッシナは!?」


「いやいや、べつに言いたいことがあるわけじゃない。見たいモノはあるけどな。な？」


「な？　とか言ってわたくしに同意を求めないでほしいわね！」


「見たくないのか？」


「だだだ、だから、見たくないとは言っていないったら」


「じゃあ、見たいんだな？」


「べべべ、べつに見たいと言ってるわけでもないったら。でも、そうね、先方が腰こしを低くして、どうしても見てくださいと頼たのんでくれば見てやらないこともないですけれど」


　メッシナは愉ゆ快かいそうに笑いだす。


「腰を低くして『自分の裸はだかを見てください』って、どんな変態だよ、リカルド王子は」


　エリュシアは顔を赤くしてそっぽを向いた。


「わたしは知らないわよ」


「おぉう？　じゃあ、レムもリカルド王子に『レムの裸を見てください』って頼むネ？　それなら、おあいこだネ？」


「無む邪じや気きな顔で危ない発言を連発するのは止やめてくれ、レムル」


「ぶ～～」


「さて、あまりのんびりもしてられないぞ。わたしの得た情報によると、リカルド王子、そろそろゼーテルネへ向けて出発する頃ころだからな。わたしとレムルは急いで自分の城に戻もどって旅の支し度たくをしてこないとな」


「そうね。わたしも旅の準備を調ととのえておくわ」


「レムも了りよう解かい～～」


「わたしたちの身分は秘しておくから、あまり豪ごう華かな衣装は避さけてくれよ。設定としては、そうだな、エリューが大商人の娘で、わたしとレムルが用心棒とか、そんな感じだな」


「自分のことがよくわかっているのね、メッシナは。さすがだわ」


「不本意ながら、わたしやレムルでは大商人の娘役を演じきれないからな」


「任せていいわよ。立派に演じてあげる」


「ああ、頼んだぞ。何しろおまえの性格の悪いところが大商人の娘という設定にぴったりだからな」


「なんですってぇ!?」


「だから。その目つきの悪さがエリューの女子力を引き下げているんだって」


「くっ。そこを衝つかれると反論できないわね」


　自覚はしてるんだな、こいつ。


「まぁ、その辺はお互たがい様さまだから、深くは触ふれない方向で行こう。ともかく、急いで旅の支度をして戻ってくるから。レムルも急いでくれよ。でもって、またここに集合だ」


「ええ、わかったわ」


「それも了解だネ」
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　こうしてオレンダム王国の第四王女、メッシナ・メッセ・オレンダム、エランドル王国の第五王女、エリュシア・エラン・エランドル、レースティス大伯国の第三伯女、レムリエル・レムレル・レースティスの三人は、リカルド王子との接近遭そう遇ぐうを求めてジョーザン渓温泉郷までの旅に出ることになったのだった。


　意外なところから意外な王女たちが参戦してくることになったわけだが、さて、このことがリカルド王子にとって吉きちと出るのだろうか、それとも凶きようと出るのだろうか……。
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　リカルド王子の一行は、ゼーテルネ大たい公こう国こくのゼントール城を訪れていた。


　リカルド王子の婚こん約やく者しやである、ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネは、ここに在城しているのである。


　もっとも、この城にいる王族──国主は「大公」を名乗っているが、便べん宜ぎ上じようこう呼んでおく──はネゥラひとりではなかった。


　三姉妹、つまりは三つ子王おう女じよ──正式な呼こ称しようは「公こう女じよ」になるのだが、これも便宜的に「王女」と呼んでおく──が揃そろってこの城で暮らしているのである。


　姉がナゥラ・アンテルノ・ゼーテルネ。


　妹がノゥラ・サンテルノ・ゼーテルネ。


　ネゥラは、このふたりと一いつ緒しよにこの城にいるわけで、王子や王女が一つの城を与あたえられ、その街を統治するというこの世界の慣例に照らせば、やや異例なことではあった。


　まったく同じ日に生まれ、一緒に育ち、顔立ちも体型も同じという三人を離はなればなれにするのは忍しのびないという親心が働いた結果……ともいえよう。


　それとは別に、生まれた日時が同じ三人をばらばらにしてしまえは、誰だれをどの城に配しても不公平感が出かねない。


　本人たちが気にしなくても、周囲の人間があれこれと詮せん索さくするかもしれない。であれば、大きくなるまでは三人を同じ場所で育てたほうがいい、どのみち三人は、成長すれば婚こん姻いんして国を出ていくのだから。


　そんな打算も両親にはあっただろう。


　国主とその妃きさきという立場から、両親が家臣の思おも惑わくや動向に気を遣つかうのは当然である。


　というゼーテルネ大公と妃の養育方針はともかく。


　三つ子王女が三人揃ってこの城で育てられている以上、リカルドは自分の婚約者であるネゥラに会うと同時に、その姉と妹、ナゥラとノゥラにも会うことになるわけで、さすがに少し緊きん張ちようしていた。


　話に聞く限り三つ子は本当にそっくりで、初めて会った人間が見分けることなど不可能という噂うわさだったからだ。


　対面したときに婚約者をその姉や妹と間ま違ちがえたりすれば、最悪、外交問題にまで発展しかねない。


　だからリカルドは、最初の顔合わせのとき、ネゥラがひとりで出てきてくれるといいな、などと思っていた。


　それが甘い期待だったことを、彼はこのあと直すぐに思い知らされることになった。
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　今回の訪問に関しては、道中、なんのトラブルも起きなかった。


　すんなりとリディーアウゲン城を出て、翌日の午後にあっさりゼントール城に着いた。


　今までは隣りん国ごくに行くだけで何かしらの問題が起きていたから、あまりに順調な経過に、リカルドも拍ひよう子し抜ぬけする思いだった。


　もっとも、リカルドは、である。


　休きゆう憩けいする度たびにセイラ王女から剣けんの稽けい古こをせがまれていたアイオリッタにとって、少しも順調な旅ではなかっただろうことは想像に難かたくない。


　ゼントール城に着いたとき、アイオリッタは青あお息いき吐と息いきの体ていだったが、リカルドは敢あえて見て見ぬふりをした。


　というか、アイオリッタの奴やつを助けてやろうとすると、確実にセイラに剣の仕し合あいを挑いどまれる。そんな事態だけは避けたいからな。


　というリカルドの思いは、マリウスもリィシャもギ・アナもカオルゥもネゥネゥも──セフィアとユーリは剣の腕うではさっぱりなので、最初からセイラの剣の仕合の相手候補には入っていない──同じだ。


　アイオリッタが逃にげてしまうと、欲よつ求きゆう不ふ満まんに陥おちいったセイラは、誰だれ彼かれかまわず剣の稽古をしようと迫せまってくる。他の面子メンツからすれば、まさに君くん子し危あやうきに近寄らず、である。


　さて、ゼントール城を訪れたリカルド一行の構成員は以下のとおりだった。


　リカルド本人。


　セフィアとユーリ（例によって侍じ女じよ扱あつかいだ）。


　リィシャとギ・アナ（当然、侍女扱いだ）。


　姫き士しアイオリッタ。


　姫士見習い（という設定）のセイラ。


　副代表（という設定）のマリウス。


　ニンジャのカオルゥ。


　料理人のネゥネゥ。


　総勢十人の大所帯になっている。


　しかも、そのうちの八人が女子だ。


　例によって「リカルド王子からの使節団」を名乗っているものの、どんな使節団だよ!?　と自分突つっ込こみをしたくなるリカルドだった。
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　ゼントール城に着くと、「リカルド王子からの使節団」一行は、王おう宮きゆうに幾いくつかある客間のうちのひとつに通された。


　本来、警護役のカオルゥや料理人のネゥネゥを始め、侍女扱いのセフィア、ユーリ、リィシャ、ギ・アナなどは客間に招き入れられるような立場ではない。


　しかし、使節団の代表者＝リカルドが強く頼たのみ込んだので、一行は揃って客間を使えることになった。


　リカルドたちは案内された客間で用意されたお茶を飲み、茶ちや菓が子しを食べている。


　いちおう侍女ということになっているので、セフィアやユーリもリカルドの世話をしている……というか、している真ま似ねをしていた。


　そうして待たされること四し半はん刻ときほどで、遣いの者が代表者を呼びに来た。


　鎧よろい姿ではなく、武器も持っていないので、単なる文官だろう。


「城じよう代だい家が老ろう様がお会いになるそうです。代表者の方のみ、お出いでください」


「そうか。じゃあ、挨あい拶さつに行ってくる」


　と言ってリカルドが立ちあがった。


　カオルゥがもの問いたげな視線をアイオリッタに向けると、彼女は即そく座ざに動いた。


　立ちあがったアイオリッタが遣いの者に呼びかける。


　軽装鎧は着用したままだが、他国の城の王宮に入るということで、槍やりは持っていない。腰こしに短たん剣けんを差しているだけだ。


「遣い殿どの」


「なんでございましょう？」


「代表者の警護の者はついていってはいけないのだろうか」


　遣いの者は少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが。


「そうですね、おひとりだけでしたら同行されてもかまわないでしょう」


　またもやカオルゥがアイオリッタを見た。


　アイオリッタは小さく頷うなずき、一歩、前に進みでる。


「では、わたしが共に参りましょう」


「ならばボクも」


　立ちあがったセイラを、アイオリッタが押さえ込む。


「こらこら、セイレーン、警護役はひとりだけだと遣い殿が仰おつしやっただろう。おまえはここでおとなしく待っていてくれ」


　セイラは、使節団では「姫士見習いのセイレーン」ということになっている。


「しかし、ボクは一生をアイオリッタ殿に捧ささげると誓ちかったのだ。アイオリッタ殿が危地に身を投じるならば、ボクも共に……」


　わけの判らないことを言いだしたセイラの口を、アイオリッタは慌あわてて塞ふさぐ。


〈失礼なことを言わないように。べつにわたしは危地に身を投じるわけではありません。ただ城代家老様に挨拶に出向く代表についていくだけですよ〉


　アイオリッタがセイラの口を塞いだまま彼女の耳みみ許もとでそう囁ささやくと、セイラが潤うるんだ目で見上げてきた。


〈では、直ぐにボクのところへ戻もどってきてくれますね？〉


〈え？　あ～～、そうですね、直ぐに戻ってきますよ〉


　そして、内心でこうつけ加える。


　この部屋に。


　セイラは安心したように身を離し、おとなしく下がっていった。


　はらはらしながらふたりのやり取りを見守っていたリカルドが安あん堵どの息を吐はく。


　いつ炸さく裂れつするかわからない埋まい伏ぶく魔ま術じゆつみたいな奴だからな、セイラは。心臓に悪いわ。


「では、参りましょうか、リカゥディノス様」


　とアイオリッタが呼んだ。


　リカゥディノスというのは、今回の旅でリカルドが使っている偽ぎ名めいだ。他国への使節団の長がいつも同じ人物（名前）というのも怪あやしい話なので、こうして名を変えている。


「ああ、行こうか。マリウス、あとはよろしく」


「お任せください、代表殿」


　リカルドはマリウスに向かって、頼んだぞ、と手を挙げ、部屋から出ていった。


　その後にアイオリッタが続き、部屋の扉とびらを静かに閉める。


　ふたりは遣いの者に先導されて、城代家老の部屋に向かった。
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　客間に残った者は、王子が戻ってくるまではとくにすることもない。


　城代家老の遣いがリカルドを連れていったから、もう侍女の真似をしなくてもいいだろうということで、セフィアやユーリも寛くつろいだ姿勢で長なが椅い子すに座ってお茶を飲んでいる。


　茶菓子を抓つまんで口に放り込んだマリウスが、


「いいなぁ」


　と呟つぶやいたので、皆みんなが彼のほうを見た。


「何が『いい』のじゃ、マリウス殿？」


　とセフィアが訊きく。


「え？　いえ、ここの城代家老って妙みよう齢れいの美女みたいですよ？　出発前に調べたら、誰かがそんなことを言ってました」


「なんじゃと？　妙齢の美女!?」


　セフィアだけでなく、ユーリまでもが眉まゆを跳はねあげているが、マリウスはそんなふたりの様子に気づきもせず、いかにも羨うらやましそうな顔で言葉を継つぐのだった。


「アイオリッタじゃなく、僕がついていきたかったんですよねぇ。でも、さすがに僕では警護役にはならないので諦あきらめましたけど」


「「マリウス殿」」


　セフィアとユーリが、ずずずいっとマリウスに迫った。


「え？　あ、は、はい、なんでしょう？」


「城代家老、どのくらいの美女なのじゃ？」


「どのくらいの年齢なのですか？」


「胸はどのくらい大きいのじゃ？」


「婚こん姻いんはされているのですか？」


「いえ……さすがに僕もそこまでは知りませんけど」


　ちっ、使えん男じゃな。


　セフィアは内心で舌打ちする。


「じゃが、もしも万一ここの城代家老が、年の頃ころは二十代後半の絶世の美女で胸が特大で夫がおらず若い男子が大好きな露ろ出しゆつ狂きよう気ぎ味みの女だとしたら……」


　セフィアが、きっと天てん井じようを睨にらみつける。


「いかん！　リカルド殿の危地じゃ。というより、吾われの危地じゃ！」


「で、ですね。二十代後半の絶世の美女で胸が特大で夫がおらず若い男子が大好きな露出狂気味の城代家老殿に無理難題を突きつけられたリカルド様は、僕たちを守ろうとして、嫌いや々いやながらも城代家老殿の寝しん所じよに」


　考えすぎです、考えすぎ！


　カオルゥとネゥネゥは内心で思いっ切り突っ込むが。


「違ちがう！　違うぞ、ユーリ殿！」


「え？　違いますか、セフィア様!?」


「リカルド殿の場合、『嫌々』ではなく『嬉き々きとして』城代家老の寝所へ行ってしまうかもしれんのが恐こわいところじゃ」


　血走った目でセフィアがそう言うと、ユーリは小さな悲鳴を上げた。


「ああっ、それはたしかにっ」


　堪たまらずリィシャが口を挟はさんできた。


「いえいえ、王ひ女め様、マリウス様ではないのですから」


「リィシャさんこそ、酷ひどっ！」


　マリウスは顔を歪ゆがめて仰のけ反ぞった。


「心配なさらずとも、ユーリ様。だいいち、アイオリッタ様がご一いつ緒しよされてるじゃありませんか。あの潔けつ癖ぺきな方がいる限り、リカルド様がそんな間ま違ちがいを犯す心配はありませんよ。そんな事態になりそうだったら、アイオリッタ様が命を懸かけても阻そ止ししますって」


　とギ・アナが宥なだめると。


「お、そ、そうじゃな」


「あ、そ、そうですね」


　セフィアとユーリが安あん堵どの息を吐はいた。


　しかし。


「なんだって!?」


　今度はセイラが顔色を変えて立ちあがった。


「ボクの伴はん侶りよであるアイオリッタ殿が命を懸ける場にボクがいないなんて、そんなことがあっていいだろうか？　いや、よくはない。待っていろ、アイオリッタ殿、このセイラ・セリーン・サンクトファウレ、あなたの下もとへ即そく参上……」


　駆かけだそうとするセイラを、カオルゥとネゥネゥがふたりがかりで押さえ込む。


「落ち着いてください、セイラ様」


「セイラ様が会見の場に乱入すれば、すべて大だい梨なしになってしまい鱒ますよ!?」


「台な……え？　大梨？」


「はい、大だい梨なしです！」


　ネゥネゥの料理駄だ洒じや落れに慣れていないセイラは、今ひとつ、ネゥネゥの言わんとするところがわからなかったようで、しきりに首を捻ひねっている。


　セイラの顔を正面から見み据すえたネゥネゥは、


「大だい梨なしなのです、セイラ様」


　と繰くり返かえす。


　その真しん剣けんな眼まな差ざしに圧おされたのか、セイラは思わず頷うなずいてしまう。


「そ、そうか。大梨なのか。それは大変だね」


「はい、大変な事じ鯛たいになるところでした」


「事態……事鯛!?」


「ええ、大変な事鯛です」


「そうか。ボクはすべてを大梨にした上、大変な事鯛を引き起こしてしまうところだったのか。いけない、いけない、気をつけなければ」


　ネゥネゥの料理駄洒落に煙けむに巻かれた形のセイラは、完全に勢いを削そがれ、部屋を飛びだしてアイオリッタの下へ駆けつけるという愚ぐ行こうを思い留とどまってくれたらしい。


　彼女は全身の力を抜ぬいて、


「いや、すまなかったね」


　と、自分に取りすがっているカオルゥとネゥネゥに謝ってきた。


「ボクともあろう者が焦あせって取り乱してしまったようだ」


「わかっていただけましたか」


　カオルゥとネゥネゥが安堵の息を吐いて、セイラを手放す。


　ふむぅ。まさかネゥネゥの料理駄洒落が事態の沈ちん静せい化に役立つとは。侮あなどれん女じゃの、ネゥネゥは。


　感心しきりのセフィアだった。


　一方、カオルゥとネゥネゥは。


　この任務がますますややこしくて複ふく雑ざつ怪かい奇きで面めん倒どうくさいものになってきました。この先が思いやられます。


　使節団の人数が増えるのは、その分、わたしが料理の腕うでを振ふるえるので大だい歓かん迎げいですが、増えた方たちが、誰だれも彼も一ひと筋すじ縄なわではいかない方ばかりというのは、どうなんでしょう。リカルド様の心労ばかりが増えていく気がして、この先が思いやられ鱒ますけれど。


　などと、暗あん澹たんたる気持ちに囚とらわれていた。


　さて、当のリカルドはその頃。
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「あなたがリディア王国の王おう太たい子し、リカルド・ライアス・リディア様でありますか。ゼントール城へようこそお出でくださいました」


　ゼーテルネ大公国のゼントール城を実質的に預かっている城代家老が、自室の入り口に立ち、恭うやうやしい態度でリカルド王子に挨あい拶さつを寄よ越こした。


　セフィアが恐おそれたほど妖よう艶えんでもなく胸が特大でもなく露出狂気味でもなかったが、美人とは言える女性だ。


　ただし、暗色の質素な長なが裳もに、これまた暗色の素そっ気けない筒つつ袖そでの上着を羽織っているだけで、なんの飾かざり気けもないのが彼女の印象を地味にしていた。


　眼鏡めがねをかけているが、おそらくあれは魔ま具ぐだろうとリカルドは見当をつける。


　彼の考えが当たっていれば、この城代家老は魔ま術じゆつ士しということになる。


　まだ年の若い三つ子王女の代わりに政務を取り仕切っていることと合わせて考えれば、かなり有能な人物だと想像される。


　相手を見た瞬しゆん間かんにそれだけのことを推察したリカルドは、まずは丁てい寧ねいに頭を下げる。


「お邪じや魔まします、城代殿どの」


「人ひと払ばらいしてありますので、話の内容が漏もれる心配は無用です、ご安心ください。ささ、中へどうぞ」


　この城代家老には出しゆつ立たつ前にマリウスが連れん絡らくを入れ、リカルド一行の内情も報しらせてあった。おかげで、彼女のほうでも抜かりなく手配をしてくれていた。


「一応、警護役として、我が国の姫き士し、アイオリッタ・アイギス・アイビゥスを連れてきたのですが、入れてもいいでしょうか？」


　城代は、リカルドの背後に控ひかえているアイオリッタにちらっと視線を向けると、


「どうぞどうぞ、ご遠えん慮りよなさらずに」


　と招き入れてくれた。


「では、失礼いたします」


　リカルドに続いてアイオリッタが室内に足を踏ふみ入れた。


　城代家老の執しつ務む室はそこそこの広さがあったが、作りは簡素で、装そう飾しよくもほとんどなく、部屋の主ぬし同様、かなり地味な印象だ。


　大きな執務机と壁かべ際ぎわに並んだ書しよ棚だなは当然としても、机の上や棚に堆うずたかく積まれた大量の書類がリカルドの目を引いた。


　やはりこの城では、決済の書類はすべてこの城代家老に集中しているんだな。ご苦労なことだ。


「謁えつ見けんの間までは部下に話を聞かれかねませんので、このようなむさ苦しいところへお通しすることになりました。ご容よう赦しやください」


「ああ、お気になさらないでください。わたしも気にしませんので」


「いえ、それだけではございませんで、ここはわたくしの仕事部屋でございますもので、お客様にお座りいただくような立派な椅い子すもございません。平ひらにご容赦くださいませ」


　随ずい分ぶんと腰こしの低い城代だな。


　へこへこと頭を下げる城代家老に内心で苦笑しながら、リカルドはもう一度、


「いえいえ、こちらも内密の訪問ですから、どうかお気になさらずに」


　と応こたえた。


「では、どうぞ、こちらへ」


　言われるままにリカルドが部屋の片かた隅すみに歩を進めた。


　そこには木製の椅子がふたつと小さな方ほう卓たくがひとつ置かれてあった。


　それを挟はさんでリカルドと城代家老が立ったまま相あい対する。


「わたくし、ゼントール城の城代家老を務めさせていただいているネクシール・ネクサス・ネモネドと申す者でございます」


　城代家老が丁寧に頭を下げると、リカルドも負けずに深々と低頭した。


「リディア王国の王太子、リカルド・ライアス・リディアです。以後、よろしくお見知りおきください」


　ネクシールと名乗った城代家老は、年の頃ころは三十前後といったところだろうか。


　背はあまり高くないが、着ている服装も相まって全体としては地味な印象なのは、こうして間近で見ても、第一印象と変わりがない。


　ただし、間近で見ると、胸の盛りあがりはなかなか立派なものだった。


　肩かたまでの長さで切きり揃そろえた赤毛の髪かみと広い額ひたいが相まって、その表情は理知的に見える。いかにも有能な官かん吏りといった印象だが、彼女の瞳ひとみだけは覗のぞけなかった。


　彼女がかけている眼鏡は色つきだったが、それほど濃こい色ではない。それなのに光線を微び妙みように乱反射させているせいか、瞳が見えないのだ。


　やっぱり、あれって遠とお眼鏡めがねとか呼ばれる魔具の類たぐいだよな。ってことは、この城代家老、間ま違ちがいなく魔術士だ。


　リカルドはそのことを確信する。


「どうぞ、お座りくださいませ」


　と促うながされ、リカルドが用意された椅子に腰を下ろすと、アイオリッタが彼の背後で仁に王おう立だちになった。


　方卓を挟んだ向かい側の椅子に城代家老ネクシールが腰を下ろす。


　方卓の上には硝子グラウス製の水差しが三つと、やはり硝子製の酒しゆ杯はいがふたつ置かれていた。


「侍じ女じよが出入りしますと、話を聞かれてしまうかもしれません。ですから、お茶を持ってこさせることができません。このように予あらかじめ飲み物を用意させました。搾しぼりたての果か汁じゆう、麦ばく酒しゆ、冷えたお水、お好きな物をお飲みくださいませ」


「では、果汁をいただきます」


　リカルドが水差しに手を伸のばそうとするより早く、ネクシールが水差しを摑つかんだ。


「ささ、どうぞ」


「あ、申し訳ない」


　リカルドは、ネクシールが酒杯に注いでくれた果汁を一口、含ふくむ。


「如何いかがでしょう、リカルド様のお口に合えばよろしいのでありますが」


「いえ、美お味いしいですよ。これは橙だいだい……ですか？」


「さようでございます。この城の近きん郊こうには果樹園がございまして、そこで採とれた果くだ物ものを、このように搾しぼっているわけでございます。いろいろな果物は当地の特産品でありまして、もしご興味があれば、お土産みやげとしてお持ちいただくこともできるのですが」


「あ、それは嬉うれしいな」


「その上でお気に召めしていただけましたら、リカルド様のお城でもお買い付けいただけると嬉しく存じます」


　なるほど、そう来たか。なかなか商売上じよう手ずな人じゃないか。官かん吏りとして有能なだけじゃないんだな、この人。ってことは……これだけ有能な人物を国くに境ざかいに近いこの城に派は遣けんしてるってことは、要するに、ここの城主である三姉妹を政務に与あずからせることはできないってことの裏返しだよな。


　事前に調べておいた三姉妹に関する情報を、リカルドはもう一度、頭の中で整理する。


　三つ子で、生まれた日時は同じ。今年で十四歳になる。俺の婚こん約やく者しやは、三人姉妹の真ん中のネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ。三人は他人には見分けがつかないほど、顔も体型もそっくり。かなりやんちゃな王女……というか、遊び好きで悪戯いたずら好き……だったな。


　ちなみに、この世界では年ねん齢れいは数え年だから、我々の感覚でいえば、まだ十三歳程度である。その若さなら、たしかに自みずから政務を執とるのは無理な話だった。


　リカルドは顔は卓たく上じようの酒杯に向けたまま、そっと視線だけを目の前の城代家老に向け、直ぐに逸そらせた。


　街を治めながら、その上さらに遊びたい盛りの年とし頃ごろの女子三人の手た綱づなを取らなきゃならないんだな、この人は。少し同情してしまうな。


　毎日毎晩、やんちゃな王女三人に振り回されているであろうネクシールを想像すると、なんとなく親近感が湧わいてくるリカルドだった。


「ところで、ネクシール殿どの」


「あぁ、はい、なんでございましょう、リカルド様？」


「わたしは、いつネゥラ王女を紹しよう介かいしていただけますか？」


「あ、ああ……そうでございますね。ええ、それはその……」


　ネクシールの額に冷ひや汗あせが浮うかんでいる。受け応えも何やらしどろもどろだし、これは何かあるな、とリカルドはピンと来た。


　そこで、


「何かありましたか？」


　と探りを入れてみる。


「申し訳ございません」


　いきなり謝られた。


「え？　何がどうしたんです？」


「じつはネゥラ様に逃にげられました」


「は……はぁ？」


「いえ、ネゥラ様だけでなく、ノゥラ様、ナゥラ様も揃って……でございますが」


　さすがのリカルドも、事態が飲み込めずに目を白黒させる。


　っていうか、逃げだしたって穏おだやかじゃないな。もしかして、俺に会いたくないとか、そういう話じゃないだろうな、おい。


　婚約者がリカルドに会いたくなくて逃げだしたなどということになれば、かなり微妙な事態である。


　国王おやじの奴やつなら「相手が逃げたんならちょうどいいじゃない、そのまま婚約解消に持っていって、違い約やく金きんをがっぽり」とか言いだすんだろうけどなぁ。


　しかし、当事者であるリカルドは、そんなふうには割り切れない。


　会う前から嫌きらわれて逃げられたと言われて、はいそうですか、では婚約は解消の方向で、などと応えたくはない。


　いくら交こう渉しよう事ごとが得意だとはいえ、まだ若いリカルドには、そこまで冷静で計算高い対応はできなかった。


「あの……ネゥラ王女が逃げだしたというのは、どういうことなのでしょう。詳くわしく説明していただけますか」


「ええ、はい、その、じつは、逃げたという表現は少し大げさというか、正確ではないのですが、城から出ていかれたのは事実でございまして、その……」


「まさか、わたしの顔を見たくないから城を出ていったとか」


「いえいえ、リカルド様のことが嫌いで顔も見たくないとか、そんなことでは全然ございません」


　取りだした小さな布切れで額の冷や汗を拭ぬぐいながら、ネクシールは必死の形ぎよう相そうで説明を始めた。


「むしろネゥラ様、リカルド様にお会いするのを楽しみにしておられまして。ネゥラ様だけではございません。姉のナゥラ様も妹のノゥラ様も同様でございます」


　というネクシールの言葉を聞いて、リカルドは、ふぅ、と安あん堵どの息を吐はく。


　自分を嫌って逃げだしたのではないことがわかって、彼としては一安心だ。


　しかし、そうなると、城を出ていった理由が気になって仕方がない。


「では、どうして？」


　と重ねて訊きいてみる。


「それなのですが……」


　諦あきらめたように一、二度、首を振ふると、ネクシールは小さな文ふ箱ばこを持ちだしてきた。


　蓋ふたを開け、中から一通の文ふみを取りだしたネクシールは、それを卓上に広げた。


「このような書き置きが残されてございまして」


　リカルドが文面を読めるようにと、彼女は文を卓上に広げたまま一回転させた。


　リカルドは上体を折って文面を覗き込む。


　リカルドの背後で彫ちよう像ぞうのように立っていたアイオリッタも興味を抑おさえきれないようで、僅わずかに上体を動かしてリカルドの肩かた越ごしに文に視線を向けた。


　それを感じ取ったリカルドは、声に出して文面を読むことにする。


「えぇと、『リカルド王子様、初めまして。ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネです。リカルド王子様にお会いできる日を一いち日じつ千せん秋しゆうの思いでお待ちしておりました。でも、わたしとリカルド様が初めて会うには、この城は少しばかり無ぶ粋すいにすぎるように思います。もっと素す敵てきな場所でお互たがいの初めてを演出したいと思いませんか。つきましては、我がゼーテルネ大公家の別べつ邸ていまでお出でいただけないでしょうか。緑豊かな自然の中にある別邸でなら、きっと素敵な出会いが体験できると思います』」


　一枚目の文の文章はそこで終わっていた。


　なんだ、べつにどうってことない話じゃないか。というか、俺との初顔合わせを城じゃなくて別邸でしたいだなんて、なかなか叙じよ情じよう的なことを考える王女だな。


　文に落としていた目をリカルドが上げると、ネクシールはさっと顔を背そむけた。


　え？　なんだその態度!?　まさか……。


　疑念の思いに囚とらわれたリカルドは再び上体を前に倒たおし、恐おそる恐る一枚目の文を捲めくった。


「なになに……」


　リカルドは二枚目の文に書かれている文面を、今一度、声に出して読む。


「『わたし、ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネは、ジョーザン渓けい温泉郷きようにある別邸で、姉のナゥラ、妹のノゥラと一いつ緒しよにリカルド様をお待ち申しあげます。リカルド様は、どうかいちばん先に、わたし、ネゥラに声をかけてくださいましね。いくら姉や妹とわたしの顔がよく似ているからといって、婚約者であるリカルド様がお間違えになるはずがないと、わたし、ネゥラは信じています。聡そう明めいで知ち恵え者しやであるリカルド様が婚約者を間違えるなどという不実をなさるはずがないと信じています。もしも仮に万が一、リカルド様が婚約者を間違えるなどという不誠実な対応をなされば、婚約を破は棄きしなくてはならないほどの大問題になりますもの。繰くり返しますけれど、わたし、ネゥラに、いちばん先に声をかけてください。くれぐれもお間違いなきように。あらあらかしこ。ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ』」


　リカルドは静かに上体を戻もどすと、ふ～～っ、と長いため息を吐ついた。


　それに、ネクシールの、は～～っ、というため息が重なった。


　リカルドの背後で、アイオリッタも微び妙みような顔つきになっている。


「わたしを試そうっていうことなんですね」


「もっ、申し訳ございません」


　卓たくに額をぶつけそうな勢いでネクシールが頭を下げた。


　アイオリッタが同情を禁じ得ないといった視線をネクシールの後頭部に注そそいだ。


「いえ、城代殿が謝られることではないでしょう。どうかお顔を上げてください」


「三みつ王ひ女め様たちの教育官としての力不足を恥はじ入いるばかりでございます」


　そうか。城代家老というだけでなく、三姉妹の教育係も兼かねているのか。大変そうだな、この人も。


　リカルドは、もはや怒おこる気も失うせている。


　それより。これは厄やつ介かいな事態になったぞ。


　と眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んだ。


　たとえ初めて会う相手だとしても、婚約者を間ま違ちがえるのが不誠実だと言われれば、それはそのとおりだ。リカルドとしては返す言葉もない。


　だが、それはあくまでふつうの場合。


　リカルドは、大量の冷や汗を滝たきのように流しながら自分のことを窺うかがっているネクシールを見やった。


「城代殿」


「あぁぁ、はい、なんでございましょう、リカルド様？」


「こちらの三人の王おう女じよ様、顔がとてもよく似ている……のでしたね？」


「似ているというより、そっくりと申しあげたほうがいいかと」


「そっくりなんですか？」


「それはもう。瓜うりふたつ……ではなく、瓜三つというほど」


「だとすると、初対面のわたしには見分けがつかないと思うべきですね？」


「それはもう無理でございます。何しろ、毎日顔を合わせているわたくしでさえ、三みつ王ひ女め様に並ばれてしまうと、とてもではありませんが見分けがつかないのでございます。顔つきだけではなく体格もそっくりなのでございますから」


　……そんなことを自じ慢まんされてもな。


「ネクシール殿は、いつもどうやって見分けているのです？」


　とリカルドが訊くと、ネクシールはきっぱりと言い切った。


「見分けることなど、できません」


　……そんなふうに胸を張られてもな。


「ですから、お名前を呼んで返事をされた方が当人であると判断するだけでして」


　……適当だな。いいのか、それで。っていうか。


「この場合、わたしが名前を呼んでも、当人は返事をしませんね？」


　ネクシールが流す冷や汗の量がさらに増えたように見えた。


「それは……ええ、しないと思います。といいますか、たまたま相手がネゥラ様であればよいのですが、そうでない場合、呼びかけた時点で人ひと違ちがいをなされたことになってしまうのではないかと……」


　腕うで組ぐみをしたリカルドは、むぅぅぅ、と低く唸うなった。


　相手は三つ子で、しかも初対面の人間には見分けがつかないほどそっくり。それでは、いくら婚こん約やく者しやといっても、会ったばかりのリカルドには当人を特定するのは無理な話に思える。


　けれど、そんな正論を振りかざしても世間は納得しないだろうなぁ。「自分の婚約者すら見分けられなかった不実な男」なんて評判が立ちかねないわ。かといって、そんな言いがかりみたいな話に応じられるか！　って拒きよ絶ぜつしても、やっぱり「婚約者を見分ける自信がないから相手の呼びかけを拒絶した」と言われるかもしれないしな。ネゥラ王女本人がこれを考えたのだとしたら、なかなか侮あなどれない相手だぞ。


　世間の評判を大事にし、かつ味方にしてきた外交立国リディアの王太子としては、この申し出は断りたくない。断れば、それだけでリカルドの評判が落ちるだろう。


　かといって、受けた挙げ句に婚約者を見誤りましたでは、評判も評価もがた落ちだ。


　相手の申し出が、婚約者である自分の立場を精確に分ぶん析せきし、弱点を正確に衝ついてきているのにリカルドは舌を巻く。


　たかだか十四歳の王女様とも思えない小こ賢ざかしさだぞ。けど、こんな挑ちよう発はつをされて黙だまっているのも癪しやくだしな。


　そう、これは挑発だ。リカルドに対する三姉妹からの挑発、あるいは挑ちよう戦せんなのだ。


　将棋スカツシエが得意なリカルドとしては、相手に一手指さされただけで「負けました」とは言えないではないか。


　という彼の反発まで考こう慮りよしていたのだとすると、三姉妹は小賢しいというより恐るべき知ち謀ぼうの持ち主だということになるが、果たしてどうだろう。


　いずれにせよ、リカルドは降参するわけにはいかない。三姉妹の挑戦に応じてやろうと思った。


　顔を上げたリカルドは、ネクシールに訊いてみる。


「三つ子の王おう女じよ様を見分ける方法はあるのですか？」


　ネクシールは、相変わらず視線を逸そらせ気味にしたまま応えた。


「ええまぁ、ないこともないのでありますが……なかなか他人には難むずかしいことでして……いえ、ですが、婚約者であるリカルド様であれば……」


　どうも煮にえ切らない態度と物言いだ。


　が、彼女の挙動不ふ審しんは別にして、見分ける方法があるのならリカルドにも希望はある。


「どんな方法なのです？」


　と、なおも迫せまった。


「あの……いちばん上のナゥラ様ですと、右胸の、その、乳首のやや右上に小さな黒子ほくろがございます。下のノゥラ様ですと、左胸の、ええ、やはり乳首のやや左下に小さな黒子がございます。で、真ん中の、リカルド様の婚約者であるネゥラ様に黒子はございません。ですから、三みつ王ひ女め様の胸を見ていただければ見分けがつくと、まぁ、そんな具合でありまして。もちろん臣下であるわたくしでは、三みつ王ひ女め様の服を脱ぬがせて確かめることなど恐れ多くてできません。ですが、婚約者であるリカルド様であれば、ネゥラ様の服を脱がせて裸はだかにしてお胸を確認されたとしても問題はないかと……」


「問題、大ありだろ！」


　リカルドは思わず素すに戻って思い切り突つっ込こんでしまった。


「あぁぁ、いやいや、これは大変失礼いたしました」


　リカルドはリディア王国王太子の仮面を被かぶり直して自分の失態を取り繕つくろう。


「見分け方が予想外の方法でしたので、少し取り乱してしまいました。ご容よう赦しやください」


　このとき背後に立っているアイオリッタの目が妖あやしく輝かがやいたのだが、もちろんリカルドが気づくことはなかった。


「いえいえ、それも当然かと」


　額ひたいの汗あせを拭ふき拭き、ネクシールが同情に満ちた目を向けてきた。


「あの……他に方法はないのですか？」


「ございません」


　そんなきっぱりと！


「三みつ王ひ女め様が王おう宮きゆうに行かれたときなど、わざわざ王おう妃ひ様が三みつ王ひ女め様の服を脱がしてご自分の目で確認しているくらいでありますので」


「そ、そうなのですか」


「ええ、そうなのです」


「それは困りました」


「まったくです」


「…………」


「…………」


　リカルドとネクシールは、互たがいの顔を見やったまま、大きなため息を吐ついた。
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「三つ子の王おう女じよ様たち、いつもこんなことをしているのですか？」


　とリカルドが訊きくと、ネクシールはまたもため息を吐いた。


「なんといいますか、教育官としてはいつも手を焼かされているといいますか……いえ、申し訳ございません。他国の、しかもネゥラ様の婚約者様にこのような愚ぐ痴ちをお聞かせしてしまって。どうかお忘れください」


「いやいや、わたしとネクシール殿どのは、どうやら同じような立場になってしまったようですから、相あい身み互たがいということで、どうかお気になさらずに……ははは」


「……うふふ」


　ふたりは力のない笑いをこぼすと、がっくりと肩かたを落とした。


　しばらく重苦しい沈ちん黙もくが部屋を支配したが、受けて立つと決めた以上、リカルドとしてはいつまでも嘆なげいてはいられない。


　どうにかして見分ける方法、手段を見つけないとな。


「もう一度お尋たずねしますが、三つ子の王女を見分ける方法は、他にはないのでしょうか。外見でなくても、本人は気がつかないような癖くせとか話し方とか、そういうものは」


　ネクシールは力なく首を左右に振ふった。


「残念ですが。わたくし、三みつ王ひ女め様の教育官になって五年、共にこのお城に配属になって三年が経たちますが、未いまだに三みつ王ひ女め様を見分ける方法を見つけられておりません」


「そう……ですか」


　毎日のように顔を合わせているネクシールでも無理となると、初めて会ったリカルドが一日、二日で見分けることなど、逆さか立だちしても不可能だろう。


「リカルド様にご覧いただきたい物がございます」


　と言って立ちあがったネクシールは、書類入れの引き出しから三枚の画布を取りだして戻ってきた。


「ナゥラ様、ネゥラ様、ノゥラ様を描えがいた似顔絵でございます」


「こ……これは！」


　卓たく上じように並べられた画布を覗のぞき込んだリカルドは思わず目を瞠みはる。


　筆ひつ致ちが違ちがうので、三枚は別々の画家が描いたものと思われる。それなのに、三人の顔は寸分違たがわぬというほど似ていた。というか、同じだった。


「これ……それぞれ違う画家が描いているんですよね？」


「さすがにお目が確かですね。ええ、これは腕うで自じ慢まんの画家三人を招いて、同じ日に別々の部屋で同時に描いてもらったものです。三人の画家は自分が描く対象者の王ひ女め様しか見ておりませんから、他のご姉妹に影えい響きようされているはずがないのですが、結果、完成した似顔絵はかくの如ごとくでありまして」


「……参ったな」


　リカルドは思い切り口をへの字にして頭を搔かいた。


　どうも三つ子のことを少し甘く見ていたのかもしれないな。


　いくら三つ子といっても、どこかに差異はあるはずだとリカルドは考えていた。ネクシールは毎日顔を合わせているからこそ、逆に成長することによって出てくる三人の些さ細さいな差異に気づけなかったのではないかと、そこに希望を見みい出だそうとしていた。


　しかし、目の前の画布に描かれた三人の王女は、どう見ても同じ顔をしている。三人の画家が同一人物を描びよう写しやしたとしか思えない出で来き映ばえだった。


「画家という人種は、対象物の特とく徴ちようを見み逃のがさない独特の目を持っているはず。そんな画家三人が描いて、ここまで同じになるとは……」


　リカルドは希望という名の微かすかな明かりがかき消され、目の前が絶望という名の暗くら闇やみに閉ざされたような気がした。


「で、リカルド様、如何いかがなされますか？」


「いえ、どうもこうも、こう言われてしまったら、婚約者としては受けないわけにもいきませんし」


「さようでございますか。ですが」


　ネクシールが、上うわ目め遣づかいにちらっとリカルドを見て、直すぐさま目を逸らせた。


「何か解決策に当てがございますか？」


「いえ、今のところ、さっぱり……」


　と応えたリカルドは、不意に文面の一節を思いだした。


　いや待て。あの挑戦状にはたしか……。


　婚約者ネゥラからの文が、リカルドの中ではいつの間にか「挑戦状」という扱あつかいになっていた。


　ジョーザン渓けいの別べつ邸ていで待っていると書かれていたな。ジョーザン渓といえば名高い温泉郷きようだろ。もしかすると……。


　顔を上げたリカルドは上体を乗りだすようにしてネクシールに迫った。


「三姉妹が向かったというジョーザン渓の別邸について詳くわしく教えていただけますか？」


「あ、はい、それはおやすいご用でありますが」


　またも立ちあがったネクシールが、今度は大きめの羊よう皮ひ紙しを持ちだしてきた。


　彼女は丸めてあったそれを広げ、卓上に載のせた。


「これが別邸の図面でございます」
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　リカルドは上体を折って広げられた図面を覗き込む。


「なるほど。建物は二棟むねあると。そして庭が広いですね」


　図面の中に求めていたらしき物を見つけたリカルドは、右手を伸のばしてその場所を指さし示した。


「これはなんでしょう？」


「あ、それは露ろ天てん風ぶ呂ろでございますね。別邸の裏山に源泉が湧わいておりまして……」


　と応こたえてから、ネクシールは、はっとした顔をリカルドに向けてきた。


「まさか、リカルド様、三みつ王ひ女め様のご入浴を覗き見されようと？」


　リカルドは、真ま面じ目めな表情を崩くずさないままで応えた。


「今のところ、それしか方法が思いつかないんですけれど」


「さ、さようでございますか。ま、まぁご婚こん約やく者しやであることですし、リカルド様がネゥラ様のご入浴を覗かれたとしても、当方がそれを問題にする必要もございませんでしょう。三みつ王ひ女め様はいつも一いつ緒しよに行動されていますから、たまたまリカルド様がネゥラ様のご入浴を覗かれたときに、たまたま他のおふたりも一緒にご入浴されているやもしれませんが、それもたまたまにして偶ぐう然ぜんの産物でありますから、やはり当方としては目くじらを立てるものではないかと思われます」


　リカルドとしては苦し紛まぎれで捻ひねりだした、窮きゆう余よの一策ともいえる「覗き見」だったが、意外なことにネクシールは文句を言うこともなく認めてきた。


　しかし。


　背後に立つアイオリッタが目を吊つりあげ、それはもう恐おそろしい形相になっているのに、リカルドはまだ気がついていない。


「もしかすると、ネゥラ様もそれを望んでいらっしゃるのかもしれません。でなければ、このように手の込んだ悪戯いたずら……いえいえ、申し出をなされることもないのではないかと。ですから、少しくらい強ごう引いんに覗いてしまってもよいかと思います。それこそ舐なめるように見てくださってもかまわないのではないかと。いっそ、実際に舐めてしまってもいいのではないかと。そんな勢いで」


　いやいや、何を言ってんだ、この女ひとは。


「舐めませんよ！　っていうか、それ以前に。俺が……じゃなくて、わたしが覗くのではありませんからね？」


「え？　違うのでございますか？」


「いくら婚約者でも、そこまで不ぶ躾しつけな真ま似ねはできませんし」


「さようで……ございますか？　わたくし的には、ネゥラ様はそれを待っていらっしゃるのではないかと思うのでございますが」


「もし待たれていなかったら、とんでもない事態になってしまいそうなんですが」


「さようで……ございますか？　では、どうなさるおつもりですか？」


「わたしの従者の中に東方出身のニンジャがおりまして、そいつにこっそり確認してもらおうと思います。あ、そいつは女子ですので、万一、相手にバレても大きな問題は起きないかと」


　アイオリッタの形相が少しだけ和やわらいだ。


「あ、さようでございましたか」


　と頷うなずいてから、あれ？　とネクシールは首を捻った。


「あの……リカルド様」


　と呼びかけるネクシールの顔がかなり真しん剣けんなものだったので、リカルドも思わず居住まいを正す。


「はい、なんでしょうか、ネクシール殿？」


「ニンジャの方が三みつ王ひ女め様のご入浴を覗いて、ネゥラ様を特定したといたします」


「はい」


「ですが……お風ふ呂ろから出て服を着てしまえば、ニンジャの方も、三みつ王ひ女め様のうちの誰だれがネゥラ様か、わからなくなってしまうのではありませんか？」


「そうだったぁぁぁ！」


　リカルドは頭を抱かかえ上体を折った。


「ニンジャの方が、ネゥラ様の手足、あるいはお顔にでも何か目印を付けない限り、服を着てしまった三みつ王ひ女め様を区別することができないことに変わりはありません。それとも、ネゥラ様に気づかれないように、目印を？」


「いえ……さすがにそれは……」


　カオルゥなら、相手に気づかれずに入浴を覗き見することは可能だろう。


　だが、相手に気づかれずに目印を付けることはかなり難しそうに思われる。


　というより、カオルゥがそんな真似をしてもし相手にバレたら、ゼーテルネ王族に対する不敬を働いたことになる。いくらリカルドでも命じ難にくい。


「あとは……そうですね、ネゥラ様を特定できましたなら、こっそりと更こう衣い室までついていって、お召めし物ものに印を付けるくらいしか方法はないように思われますが」


　それはネゥラ本人に目印を付けるのと同じくらい困難な方法に思える。


　カオルゥなら、やってやれないことはなさそうだけど、万が一、ことが露ろ呈ていしたときの危険度を考えると、あまりやりたくはないなぁ。だいいち、次に会うとき、その服を着ているとは限らないんだし。


　リカルドが頭を抱えて考え込んでいると、不意にネクシールが叫さけんだ。


「あ、そうでした！」


　びくっと、リカルドが顔を上げる。


「ど、どうしました!?」


「いえ、三みつ王ひ女め様を特定する方法が、あと一つ、ございました」


「なんですって!?」


　リカルドは思わず身を乗りだしていた。


「それは、どのような方法なのですか？」


「呼び方……でございます。ですので、見分けるという言い方は正しくないかもしれないのですが」


「呼び方？　誰が誰を呼ぶのです？」


「三みつ王ひ女め様方が、互たがいを呼ぶときの呼び方が違ちがうのです」


　今ひとつ話の中身が見えなくて、リカルドは首を捻る。


「つまり、こういうことでございます。お三方のいちばん上のナゥラ様は下の妹君、ネゥラ様のことを『二の妹いも』と呼び、いちばん下の妹君のことは『三の妹いも』と呼びます」


　なるほど、そうか、わかってきたぞ。


　大きく頷いたリカルドが、ネクシールに先を促うながした。


「一方、ネゥラ様は、上の姉君を『一の姉ねえ』と呼び、下の妹君を『三の妹いも』と呼びます。そしていちばん下のノゥラ様は……」


　説明を遮さえぎるように、リカルドが鋭するどく叫んだ。


「『一の姉ねえ』『二の姉ねえ』と呼ぶのですね!?」


「さようでごさいます。この呼び方を確認できれば、三みつ王ひ女め様を特定できます。そうして特定したところで、ネゥラ様に対してその名をお呼びすれば、リカルド様は婚約の相手を過あやまたずに見み極きわめられたと、そういうことになります」


「たしかに！　その方法なら目印を付ける必要もない。三人はいつも一緒に行動しているのでしたよね!?」


「はい。朝起きてから夜寝ねるまで、ほとんどの時間を三人揃そろって遊んだり勉強したりしております」


「だったら、わたしが出向いたときでも三人揃って出てくる可能性が高い。三人同時に話し相手になってもらって、上う手まいこと話を誘ゆう導どうしてやれば、互いのことを呼び合う場面も出てくるんじゃないかな」


　一筋の光こう明みようが見えた気がして、リカルドは些いささか興奮気味だ。


　しかし、ネクシールは。


「とは申しましても、リカルド様に対して、このような難題を押しつけてきた三みつ王ひ女め様が、リカルド様の前で、そう簡単に互いを呼び合ったりするものでしょうか」


「……ですね」


　たちまち、リカルドの興奮が収まっていく。


「ただ、先ほども言いましたが、こちらで上手いこと誘導してやれば、いつもの呼び方をぽろっと口に出すこともあるのではないかと。いつもその呼び方で互いを呼び合っているのでしたら、もう頭に染みついているわけですから」


　リカルドは自分を力づけるように、言葉に力を込める。


「会話を誘導するとか、わりと得意なのですよ。たぶん、なんとかなります。というか、なんとかしないといけませんから」


「さようで……ございますね」


　ネクシールは、まだ不安そうで心配そうだったが。


「で、そのジョーザン渓温泉郷とやらは、ここからですと、どのくらいの道みち程のりになるのでしょうか？」


「ここからですと馬車で半日と少しといった道程ですから、朝早く出発すれば、ゆっくり移動しても、夕刻には辿たどり着つけると思います」


「そうですか。では、明日あしたの朝一番に出発したいと思います。えっと……今晩、こちらにお泊とめいただくことは可能でしょうか？」


「もちろんでございます。リディア王国のリカルド王太子様からの使節団でありますから、ネゥラ様がお留守であっても、なんの問題もございません。ですが、表向きには使節団としての応接しかできません。そこはご了りよう解かいいただきたいのですが」


「それでまったく問題ありません」


　と頷いてから、リカルドは改めて頭を下げる。


「ありがとうございます。助かります」


「いえいえ、リカルド様はネゥラ様のご婚約者でありますから、この程度のことは当然であります」


「恩にきます。ところで」


　リカルドは顔を上げると、卓たく上じようの片かた隅すみに押しやられた三枚の画布に目をやった。


「その似顔絵をお借りすることは可能でしょうか？」


「もちろん、かまいません。というより、今晩一晩じっくりと眺ながめて、三みつ王ひ女め様のお顔を目に焼き付けていただくのがよいかと思います」


「ご高配、感謝いたします」


「では、皆みな様さま方のご寝しん所じよを用意するよう命じておきますので、リカルド様とアイオリッタ殿どのは、いったん客間のほうへ戻もどって、準備が調ととのうのをお待ちくださいますか」


「お手数をおかけいたします。よろしくお願いします」
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　ネクシール付きの侍じ女じよふたりと護衛兵ふたりに挟はさまれる形で、皆みんなが待っている客間へと到いたる廊ろう下かを、リカルドとアイオリッタが押おし黙だまったまま歩いている。


　他人の目や耳があるところでは、王子と護衛の姫き士しという立場での話はできないから、ふたりは無言なのだ。


　客間に辿り着いて、ようやくリカルドが口を開いた。


「ご案内、ありがとうございました」


「皆様方のご寝所は、夕食後にご案内いたします。それまでは、この客間でお寛くつろぎくださいませ」


「何かご用がありましたら、室内にある呼よび鈴りんを鳴らしていただければ、わたくし共がご用を伺うかがいに参ります。それでは失礼いたします」


　ふたりの侍女は、にこやかな笑みを浮うかべながらそう説明すると、兵士を連れて引き返していった。


　廊下に人の姿が見えなくなると、やれやれとリカルドが伸のびをした。


「おい、王子」


　低く抑おさえた声でアイオリッタが呼んだ。


「なんだ？」


「貴様、どうするつもりだ？」


「どうするって？」


「だから。三つ子の王おう女じよ様からの申し出だよ。申し出というか、出題というべきか」


「いや、ネクシール殿にも言ったけど、向こうは挑ちよう戦せんのつもりじゃないのかな」


「まぁ、出題でも挑戦でもいいのだが。本当に応じるつもりなのか？」


「応じるつもりだけど……廊下で立ち話は不ま味ずい。その話はあとにしよう」


「む、そうだな」


　不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていで、アイオリッタが扉とびらの向こうへ大きな声で呼びかけた。


「ご使者殿がお戻りです」


　それから扉を開けてリカルドを部屋に通し、素早く廊下の左右に目を配ってから、滑すべるように自分の体を室内に入れ、静かに扉を閉めた。
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「おお、リカルド殿、随ずい分ぶんと時間がかかったのじゃな」


「何か問題でもありましたか？」


　部屋に足を踏ふみ入れると、さっそくセフィアとユーリから声がかかった。


　一方、アイオリッタにもセイラがまとわりついてくる。


「待ちかねたよ、アイオリッタ殿。さぁ、本日の剣けんの稽けい古こをしようではないか」


「いえいえ、無理ですよセイラ様。ここは他人のお城ですからね。勝手にその辺で稽古を始めるわけにはいきませんよ？」


　やんわりとアイオリッタに断られ、セイラはしんなりと肩かたを落とした。


　それを横目にセフィアやユーリが腰こしを下ろしている長なが椅い子すまで寄っていったリカルドは、ふたりに向かって小さく頷うなずいた。


「ちょっとした難題が持ちあがってさ」


　もう使者の真ま似ねをしなくてもいいから、リカルドはいつもの言こと葉ば遣づかいに戻っている。


「む？　難題じゃと？」


「いったいどうしたのですか？」


「まさか、王子の正体が城の者にバレたのではないでしょうね」


　とマリウスも心配そうな顔だ。


「そうじゃないけど、みんなにちょっと相談がある。集まってくれないか」


　長椅子に腰を下ろしたリカルドが周りを見み渡わたして残りの者を手招くと、部屋の隅すみに控ひかえていたリィシャやギ・アナ、カオルゥ、ネゥネゥたちも寄ってきた。


　リカルドは、アイオリッタを隣となりの長椅子に座らせる。


　彼女を立たせておくと、セイラも座ろうとしないのだ。


　いくら姫士見習いを装よそおっていてもセイラはセイラ。サンクトファウレ王国の王女なのだから、立たせたままというわけにもいかない。二つある長椅子の片方にアイオリッタとセイラ、マリウスを座らせ、もう一つに、自分とセフィア、ユーリが座る。


　リィシャ、ギ・アナ、カオルゥ、ネゥネゥは、部屋に置いてあった木製の椅子を持ってきて長椅子の周囲に陣じん取どった。


　リカルドは、三姉妹から出された挑戦の内容を簡潔に説明した。


「顔も体格もそっくりな三つ子の王女の中から婚こん約やく者しやを特定するじゃと!?」


「ここの城代さんでも見分けがつかないんですか!?　では、どうやって？」


　セフィアとユーリは随分と驚おどろいているが、マリウスはそれほどでもない。


「それはまた、ずいぶんと難なん儀ぎな問題を出されたものですね」


　相変わらず他ひ人と事ごとのような態度だ。


　実際、マリウスにしてみれば他人事なのだろう。


　彼にとって重要なのは、いかに自分が女の子と仲良くなれるかというその一点のみだ。リカルドが苦労しようが苦く闘とうしようが、そんなことはどうでもいい……とは言わなくても、適当に上手いことやってください、というのが本ほん音ねだろう。


「まさか、受けたのか、リカルド殿？」


　とセフィアに訊きかれ、リカルドは苦にがい顔で頷いた。


「ああまで言われたら受けないわけにはいかないからな。婚約者を特定する自信がないから逃にげた……なんて噂うわさが立ったら、俺としては困るんだよ」


「ふむ、そうか。そうだの。じゃが……」


　少し考える素そ振ぶりを見せたセフィアだが、直すぐにリカルドの顔を正面から見つめた。


「リカルド殿、三姉妹を見分ける方法に当てはあるのか？」


「そうだな、ないこともない、といったところか」


「煮にえ切らんな」


　とセフィアが言うと、意外なところから反応が返ってきた。


「あ、すみません、固かったですか？　もう少し煮ますので……あれ？」


　椅子から腰を浮かせたネゥネゥは、どうしてリカルドとセフィアの話に口を挟んでいるのか自分でもわからないらしく、きょとんとした顔をしている。


「ははぁ」


　リカルドはピンと来た。


「ネゥネゥは、セフィアが言った『煮え切らない』って言葉に、無意識のうちに反応したんだな」


「……あっぱれな料理人魂だましいじゃな」


　とセフィアが些いささか呆あきれ気味に言った。


「ももも、もうしわけありませんでしたっ」


　低頭した体勢のまま、ネゥネゥは恐おそろしい勢いで客間の隅まで後退していった。


「いや、べつに恐れ入るようなことじゃないから、気にしなくていいよ、ネゥネゥ」


「うむ。むしろネゥネゥの仕事熱心さには、吾われも感服するばかりだ」


「もうしわけありません」


　重ねて謝るネゥネゥを呼び戻すと、リカルドは話を本題に戻すべく、セフィアに向かって言った。


「俺だって、はっきりとした見分け方があってほしいものだと思うけど」


　それからリカルドは全員に対して、ネクシールに教わった三姉妹同士の呼び方についての講こう釈しやくを垂れた。


「なるほど。三人が話をすれば、流れの中で互たがいを呼び合うこともあるじゃろう。だが、逆に言えば……互いに呼び方を違たがえてリカルド殿を錯さつ覚かくさせる、誤らせるという手段に出る虞おそれはないのか？」


「そこまではしないと思うんだけど。ただ、その可能性はゼロではないと思う」


「じゃよな。このような難題を自分の婚約者に押しつける性しよう悪わる女おんな、そのくらいのことはするやもしれんぞ？」


「評価が辛からいな、セフィア」


　リカルドの「辛い」という単語にネゥネゥがぴくりと反応しかけたが、必死に自分を律して思い留とどまった……ようだ。


「当たり前じゃろう。吾なら決してそのようなことはせん。リカルド殿が頼たよりがいがあって頼たのもしい婚約者だということはよ～く知っておるからの」


　などとセフィアが衒てらいもなく言い切ると、慌あわててユーリも手を挙げた。


「あ、僕だって知ってますよ」


「いや、ふたりの評価は嬉うれしいんだけど。でも、それはふたりがすでに俺と会って、いろんなことを経験してきたから言えることであって、まだ俺と会っていないネゥラには、俺がどういう奴やつかだなんてわからないからな」


「かといって、まだ会おうたこともない相手にこのような巫ふ山ざ戯けた問題を出してくるのは、やはり根性がひねくれておるのではないのか？　もしかすると、根性だけではなく、顔の造作までひねくれているやもしれんぞ。いっそこれを機会に、婚約など破は棄きしてしまうという手もあるのではないかな？　なぁに、相手が無理難題を吹ふっかけてきたのじゃから、責任の過半は向こうにあるというものじゃろ？」


「いやいや、そういうわけにも。というか、どうしてセフィアはそうまで婚約破棄に熱心なんだよ!?」


「い……いや、べつに熱心というわけではないが。まぁ、リカルド殿どのの婚約者がひとりやふたりや三人や、いっそ七人や八人くらいごっそりと消しよう滅めつしてくれればいいのにな、とは思わないでもないが」


「無茶言うなよ」


「あ、僕もセフィア様の意見に賛成です」


「ユーリまで」


　リカルドとしては、ふたりの気持ちがわからないでもないので、苦笑するしかない。


「けど、王子」


「なんだ、マリウス」


「三つ子王おう女じよ様の性格とか何もわかりませんから、王子の前で噓うその名前を呼び合うかどうかはさておき、正直に正しい名前で呼び合うことなんかないんじゃないですか？　こんな問題を出してきてる以上」


　リカルドはがしがしと髪かみの毛を搔かきむしった。


「そうなんだよな。そこが問題なんだよな。だから」


　リカルドは、ちらっとカオルゥに視線を走らせる。


「もしかすると、俺たちの前では呼び合ってくれないから、三人だけになって話をするところに忍しのび込んで、相手に気づかれないように情報を収集する必要があるかもしれない」


「気づかれないように情報収集……って、それ、盗ぬすみ聞きしようって意味ですか？」


　とマリウスが言うと。


「いやまぁ、言い方を変えれば、そういう見方ができなくもないんだけど」


「どう考えたって、どう言い繕つくろったって、盗み聞きですよね、それ」


「ああ、そうだよ。それしか手がないからな」


「うわぁ、王子が開き直った！」


　マリウスだけでなく、セフィアやユーリも仰のけ反ぞっているが。


　アイオリッタが冷ややかな声をかけてきた。


「そんな迂う遠えんな方法など使わずとも、王子、あの方法を使えば一いち目もく瞭りよう然ぜんではないか」


「え？」


　全員の視線が一いつ斉せいにアイオリッタに集中した。


　あ、こら、てめえ、なんてことを！


　リカルドは殺人光線を発射しそうなほど鋭するどい視線をアイオリッタに向け、恐ろしい形ぎよう相そうで睨ねめつけたが、彼女はどこ吹く風だ。


「言葉どおり、一目瞭然だからな。もっとも、盗み聞きではなく盗み見になるわけだが」


　リカルドはアイオリッタから視線を外すと、誰だれとも目を合わせないようにそっぽを向いたまま、だらだらと冷ひや汗あせを流す。


「どういう……ことじゃ、リカルド殿？」


「他にも何か見分ける方法があるのですか、リカルド様？」


　セフィアとユーリが、疑念に満ちた目でリカルドとアイオリッタを見比べるように交こう互ごに目をやっている。


「というか、盗み見じゃと？　それはつまり、リカルド殿、三つ子王女を盗み見るという意味じゃな？」


「ま、まぁ、そう言えないこともないというか」


「盗み見て、どうして三つ子が見分けられるのじゃ？」


「い、いや、それにはちょっとした秘密というか秘ひ訣けつがあって、だな」


「盗み見て見分ける方法……まさかとは思うがリカルド殿、それは三つ子王女の裸はだかを盗み見るとか、そういう方法ではあるまいな？」


　相変わらず鋭い奴だな、セフィアは。


　と感心するリカルドだが、感心している場合ではなかった。


　もはや言い逃のがれができないところまで追い込まれたも同然だ。誤ご魔ま化かしが利きかない場所まで追い詰つめられたも同然だ。


　セフィアの言葉に、ユーリも色めき立った。


「そんな方法、駄だ目めですリカルド様！　盗み見るなら、僕の裸をどうぞ」


「あ、こら、どさくさに紛まぎれてなんてことを言っておるのじゃ、ユーリ殿は。だいいち、今のユーリ殿は女子ではないのじゃから、リカルド殿が覗のぞいても大して面おも白しろくはないであろうが。覗いたところで、自分の股こ間かんにぶら下がっている物を見るだけであろう？」


「う……それを言われると……」


　ユーリが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむと、勝ち誇ほこった顔で胸を張ったセフィアが追い打ちをかけてきた。


「やはり覗くのであれば、上から下まで完全女子装備である吾を覗いたほうがいいのではないかな？　ん？」


「セフィア様の場合、完全女子装備なのに、胸には何も装備されていないようですけど」


「んなぁぁ？　そ、そんなことはないぞ。今でも充じゆう分ぶんに女子装備されておるし、あと三年経たてば、それはもう溢あふれんばかりの女子装備仕様になるのじゃ。揺ゆれるぞ？　前後左右に激しく揺れるぞ？」


「ぼ、僕だって揺れますよ？」


「揺れる場所が違ちがうじゃろうが！　というか、揺れるモノが！」


「上手いこと言って突つっ込こまないでください！」


「突っ込まれたくなかったら、おとなしくしておることじゃ」


　セフィアとユーリの意味のない言い合いが止まらなくなってきた。仕方なくリィシャとギ・アナが出てきて、ふたりを抑おさえる。


「はいはい、王ひ女め様、落ち着いてくださいまし。今はそういうことを言っている場合ではないのではありませんか？」


「そうですよ、ユーリ様。リカルド様が覗くのは三つ子王女様の裸なんですから、そこを問題にしなくちゃ、です」


「いやいや、べつに覗かないからな。俺が覗くことを既き定てい路線のように言わないでくれ」


　というリカルドの突っ込みは、随ずい分ぶんと弱々しいものだった。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、皆みなさん、どうかご安心ください」


　いきなりマリウスが立ちあがった。


「王子に覗き見なんて真ま似ねをさせるわけにはいきませんからね。ここはひとつ、歯を食いしばって肝きもを舐なめ薪まきの上に座り、耐たえ難がたきを耐え忍び難きを忍び、我が慢まんに我慢を重ねて僕が覗きに行きましょう」


「おまえ、自分の趣しゆ味みと嗜し好こうが全開だな」


「いえいえ、僕は覗きたくて覗くんじゃありませんから。王子に、覗き魔のような卑いやしい真似をさせるわけにはいかないので、代わりに僕が耐え難きを耐え、忍び難きを……」


「もういいってぇの。っていうか、俺のことを思って泥どろを被かぶるみたいな言い方は止やめろ。おまえはただ自分が覗きたいだけだろうが」


「ですから。そんなことはありませんってば」


「だいたい、カオルゥじゃあるまいし、おまえ、気づかれずに女子の入浴現場に忍び込めるのか？」


「え？　拙せつ者しや？」


　いきなり名前が出てきてカオルゥが面食らった顔になっているが、それにはおかまいなしでマリウスとリカルドの言い合いは続く。


「大丈夫です。僕も魔ま術じゆつ士しの端はしくれですし、気づかれないように忍び込むくらいのことはなんとか。それに、もしも気づかれたとしても、王子に命じられて嫌いや々いや来たってことにすれば、僕の罪は軽くなりますしね？」


「ね？　じゃねえよ！　俺に責任押しつけて逃にげようとしてんじゃねえ！」


「やっぱりご自分の目で確かめるのがいちばんだと？　その役目だけは他人に譲ゆずれないと主張されます？」


「いや、主張しないよ、そんなことは」


「まぁ、たしかにご自分の目で婚こん約やく者しやの裸を確認するのがいちばんかもしれませんけど、やっぱりお手伝いする者が必要だと思うんですよ。ほら、難むずかしい任務だから、ひとりでは作戦の成功はおぼつかないでしょう？　ここはひとつ、ふたりで協力して任務遂すい行こうに当たろうじゃありませんか」


「ほほう、ふたりで協力してな」


　いつの間にか、アイオリッタが立ちあがっていた。


　彼女は両手の指をぱきり、ぽきりと威い勢せいよく鳴らしながら、冷たい目でリカルドとマリウスを見下ろしている。


　それは主人と同どう僚りようを見る目ではなく、道ばたに落ちている塵ごみでも見るかのような蔑さげすんだ目だった。


　慌ててリカルドが言い訳をする。


「ちょっと待て。俺がそんなことをしようとしてないことは、あの場にいたおまえがよく知っているだろう!?」


「わたしが居合わせたから、あの場ではとりあえず断った振ふりをしただけかもしれんな？　そうして、あとからマリウスとこっそり相談して、三つ子王おう女じよ様の入浴を覗いて、右胸にある黒子ほくろとか左胸にある黒子とかどちらの胸にも黒子がないとかを、己おのれのその卑しい目で見て確かめようとしていたのかもしれんな？」


　アイオリッタの言葉が終わるやいなや、すかさずセフィアが口を挟はさみ、何か言おうとするリカルドの機先を制した。


「まさかとは思うがリカルド殿、そんな美お味いしい手段が用意されているのを知っていたからこそ、敢あえて三つ子王女からの挑ちよう戦せんに乗ったのではなかろうな？」


　そう言うセフィアの目には、疑念と疑ぎ惑わくが渦うず巻まいている。


「いや、だから、まず俺の話を聞け。落ち着いて聞け」


　リカルドは必死になってセフィアを宥なだめようとするのだが、今度はその横からユーリの黄色い叫さけび声が上がった。


「見み損そこないました、リカルド様！」


　ユーリは何な故ぜか、自分の胸部を両手で押さえて身み悶もだえしている。


「たしかに僕とセフィア様では、少しばかり胸部の女子装備が足りないかもしれません」


「うぉい、ちょっと待たんか、ユーリ殿どの」


「だからといって、十四歳の王女の胸に手を出そうだなんて」


「胸部の女子装備が足らんのは、ユーリ殿だけではないのか!?」


「セフィア様、女子なのに、女子でない今の僕と同じくらい足りてないのでは？」


「なんじゃとぉぉ!?」


「ちょっと待てぇ。俺は手なんか出さないぞ。全然出さないぞ」


　なんだかもう収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。


　マリウスは、とばっちりを食うのはご免めんだとばかりに部屋の隅すみに避ひ難なんしてしまい。


　カオルゥはカオルゥで、やはりとばっちりを食っては堪たまらないとばかりに、部屋の片隅で隠おん形ぎようの術を使い、その姿を隠かくす始末。


　ネゥネゥは、どうしたらみなを落ち着かせることができるのかわからず、そもそも自分のような料理人がこの場に口出ししてもいいのかどうかと、両手に包丁を持ったまま──どうやら、これも無意識のうちに握にぎってしまったらしい。危ないったらない──右往左往しているだけだし。


　リィシャやギ・アナは、止めるどころか主人である王女に肩かた入いれする態勢だし。


　そして、騒そう動どうの原因を作ったアイオリッタは、険けわしい顔でリカルドを睨んだままだし。


　そんなふうに収拾がつかなくなってきたところに、顔を真っ赤にしたユーリが駄だ目め押おしの一言を放はなった。


「リ、リカルド様。リカルド様がそれほど女子の胸に手を出したいのでしたら、あの……僕の胸をどうぞ！」


「なんじゃとぉぉ!?」


　セフィアの目が吊つりあがった。


「ユ、ユーリ殿の胸など、今や男子並みの標準非装備なのではないか？　そんな胸に手を出してもリカルド殿は楽しくはないはずじゃ」


　そ、それに、むしろここは吾われの胸に手を出しに来るところではないのか……って、吾は何を言うておるのじゃ！


　ユーリに負けず顔を赤くしたセフィアが自分突っ込みをしていると、ユーリが爆ばく弾だん発言をした。


「女子ではなくなったとはいえ、僕、ぺったんこではありませんから。まだ少しは膨ふくらんでいます」


「むき～～、駄目じゃ駄目じゃ駄目じゃ。リカルド殿が最初に手を出すのは吾の胸と決まっておるのじゃからな！」


「え～～？　そんなこと、いつ誰だれが決めたんですか、セフィア様？」


「だだだ誰って、それはその……リ、リカルド殿に決まっておろうが。リカルド殿は吾を謀む反ほん人にんの手から救いだしてくれたときに、吾に約束したのじゃ。いちばん最初に吾の胸に手を出すと。手を伸のばすと。むしろ揉もみしだくと」


「ひ、王ひ女め様……いくらなんでもそれはちょっと……」


　セフィアにはどこまでも忠実なリィシャだが、さすがにこれ以上ついていけなくなった。ジト目になって一歩身を引く。


「うえ？」


　我われに返ったセフィアは、自分が自じ爆ばくしたことを悟さとった。


「あややや、違う。違うのじゃ。つまりこれは……」


「つまりこれは？」


　ユーリがセフィアの顔を正面から覗き込む。


　そんな約束はしていないなどと言ったら、鳶とんびに油あぶら揚げを攫さらわれそうな気配だった。


　いや、この世界に油揚があるかどうかは知らないが。


「どうしても三つ子王女の胸を触さわりに行くのなら、その前に吾の胸を触らんとならんぞという……あやや？」


　自爆の二段重ねだった。


　しかし、切せつ羽ぱ詰つまったユーリは、どうにもこうにも心に余よ裕ゆうがなく、セフィアの言葉が苦し紛まぎれのでっち上げだなどということに思い至らない。


　彼女は思い詰めたような表情でリカルドの顔を正面から見つめた。


「本当なのですか!?　セフィア様の胸を最初に揉みしだくという約束を、本当にされたのですか、リカルド様!?」


　もしそうだと言ったら、リカルドを殺して自分も死ぬ。そんなことを言いだしかねない勢いだった。


　ぶつり。


　何かが切れた音がした。


　はっきり聞こえた。


　それはリカルドの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた音だったに違いない。


　その証しよう拠こに、彼の形相が変わっている。


　彼の侍じ従じゆうを務つとめているマリウスでさえ見たことのない、恐おそろしげな顔だった。


「だぁぁぁぁ。いい加減にしろぉぉぉ。なに言ってるんだおまえらはぁぁぁ！　いいから俺の話を聞けぇぇぇ。黙だまって俺の話を聞けぇぇぇ。俺を責めようってんなら！　俺を断罪しようってんなら！　まずは俺の話を聞いてからにしろぉぉぉ！」


　さすがに全員が固まった。


　カオルゥの隠形の術が破れている。


　傲ごう岸がん不ふ遜そんの代表者のようなアイオリッタでさえ、驚おどろきに目を見開いて思わず上体を引いていた。


「だいたいアイオリッタが適当なことを言いやがるからこんなことになるんだぞ。おまえ、俺のことが嫌きらいだからって、ことさら俺とセフィアやユーリのあいだに波風立てて何が楽しいんだ!?　それとも、そういうのがおまえの趣味なのか!?」


「い、いや、そういうことでは……」


「セフィアも！」


　びくぅっと、セフィアが首をすくめる。


「俺はセフィアのことを大事な婚約者だと思っているし、大切な約束もした。それを実現させたいと本気で思っている。だから」


　そこで一転、リカルドの表情が苦しげなものに変わる。


「頼たのむから俺の邪じや魔まをしないでくれないか」


「あぁぁ、その……すまん」


　セフィアの肩かたががっくりと落ちた。
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「ユーリも」


「あのっ、そのっ」


「女子に戻もどりたいというユーリの願いは、まぁ、その、なんだ、俺も叶かなえてやりたい……とは思うよ」


　ぱぁぁっ、とユーリの顔が輝かがやいた。


「けど、俺の邪魔をするようなら、帰ってもらうしかないぞ」


　しょぼ～～ん。


　見る影かげもなくユーリが萎しおれてしまった。


　ふたりの婚約者がうなだれ気落ちしてしまったので、リカルドは急いでつけ足した。


「いや、べつに怒おこっているわけじゃない。セフィアもユーリも、そこまで気にしなくてもいいんだ」


　もうひとりの婚約者セイラは、ずっと難しい顔で腕うで組ぐみをしたまま、しきりに首を捻ひねっている。


「何か言いたいことがあるのか、セイラ？」


「言いたいことというか、ボクの立場が微び妙みようだなと思ったのだ、リカルド王子」


「立場が微妙？」


　また何か変なことを言いだしたぞ、こいつ。


「いやほら、ボクはリカルド王子の婚約者ではあるのだが、アイオリッタ殿への愛の奴ど隷れいでもある。さて、婚約者の肩を持つべきか、ご主人様の肩を持つべきか」


　いきなり立ちあがると、セイラは右手で自分の髪かみをわざとらしく梳すいて、その場でくるっと一回転した。


「それが問題だ」


「あ～～、セイラは黙っていてくれれば、それでいい」


「そうか。よし、わかった。ではこの場は黙って話の流れを見守ろう」


　剣けん術じゆつのことしか頭にないセイラは、リカルドが他の婚約者と出会おうが何をしようが、あまり興味がないようだ。


　こういうときは、こいつが剣術馬ば鹿かで助かるわ。


　密ひそかに胸を撫なでおろしながら、リカルドは一同を見み渡わたした。


　セフィアとユーリは萎れたままで、リィシャとギ・アナは、そんな主人を元気づけようとして、優しく肩を抱だき、言葉をかけている。


　アイオリッタはまだ不満そうな顔だが、リカルドにはリディア王国王おう太たい子しとしての立場があるということもわかっているので、どうしたものかと葛かつ藤とうしているようだった。


　マリウスはまだ部屋の隅すみで様子を窺うかがっている。


　ネゥネゥは何故か両手に包丁を握にぎりしめたまま固まっている。


　カオルゥは隠形の術がリカルドの怒ど声せいで破れてしまったことに衝しよう撃げきを受け、壁かべに向かって正座をし、ぶつぶつと何か呟つぶやいている。


　という感じで収しゆう拾しゆうはついていないのだが、とりあえず騒そう動どうは鎮しずまったので、リカルドは改めて宣言する。


「とにかく！　俺はゼーテルネの王女、ネゥラに会わなくちゃならない。そのためには、相手が出してきた課題……というか、挑ちよう戦せんに応じて、正答しなきゃならない」


　ようやく全員がリカルドに視線を集中させ、彼の言葉に聞き入った。


　その反応を確かめ、リカルドは言葉を継ついでいく。


「ここからはそのために行動するつもりだ。だから、まずは俺の考えを聞いてくれ。聞いた上で、俺の考え、行動に賛同できないというなら、仕方がない、帰ってもらってもいい。どうだ、アイオリッタ？」


　強い意志の籠こもったリカルドの視線に圧おされ、アイオリッタは思わず頭を引いた。


「わ……わたしは国王様から貴様の護衛を命じられたのだからな。たとえ貴様がどれほど卑いやしい行動を取ろうと、唾だ棄きすべき行動を取ろうと、恥はじ知しらずな行動を取ろうと、貴様の護衛の任務だけ！は最後までやり通すつもりだ」


「ああ、そうかよ！」


　アイオリッタを睨にらみつけていたリカルドだが、直すぐに表情を和やわらげ、今度はセフィアとユーリに顔を向ける。


「セフィアとユーリはどうだ？」


「わ、吾われは、ほれ、リカルド殿どのと共に手を取り合って艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえると、そう誓ちかった仲じゃからな。というか、そもそも吾の命はリカルド殿に救ってもらったも同然じゃからな。たとえ火の中、水の中、リカルド殿が行くところに吾もついていくとも。もっとも、リカルド殿の行く先が火の中や水の中ではなく、三つ子王おう女じよの湯ゆ殿どのの中じゃというのが、少しばかり心安まらんのじゃが」


「だから。今その話を蒸むし返すなよ。まずは俺の話を聞けよ」


「あぁ、いや、すまん。おとなしく聞くから、話を続けてくれ」


「ユーリは？」


「僕もリカルド様にどこまでもついていくと決めたのですから、それが他の王女の湯殿の中であろうと廁かわやの中であろうと寝しん所じよの中であろうと、とことんついていくつもりです」


「そんなところにはこれっぽっちも行かないからな！　俺を変態扱あつかいするなよ」


「あ、すみません」


「マリウスは？」


「僕は王子の侍じ従じゆうですからね。王子の向かう先に可愛い女の子がいる限り、火の中だろうと水の中だろうと地じ獄ごくだろうと、お供しますよ」


「おまえ、完っ全に本ほん音ねが漏もれてるぞ」


「え？　そうでした？」


　まぁ、いい。こいつはそういう奴やつだ。


「カオルゥとネゥネゥはどうだ？」


「拙せつ者しやも国王様から王子様の護衛を命じられている以上、たとえ火の中水の中湯殿の中廁の中寝所の中であろうとついていく覚かく悟ごでありますから、どうぞご心配なく」


「……ああ、そうかよ」


「しかしながら、王子様が湯殿や寝所でことに及およばれるときには、拙者、隠おん形ぎようの術で身を隠かくすくらいの気配りはできます。どうかご心配なく」


「心配だわ！　っていうか、そんなことには及ばないから！　要いらん気配りをしてんじゃねえ！　そもそも、そんなところには行かないと言ってるだろうが！」


「も、もうしわけありません」


　カオルゥを一睨みしてから、王子はネゥネゥに視線を移す。


「もちろん、わたしは王子様についていき鱒ますよ。行く先に食材と調理台さえあれば、湯殿だろうと廁だろうと寝所だろうとお釜かまい梨なしです」


「俺がかまうわ！　いい加減、そこから離はなれろと！　っていうか、釜？　梨？……ああ、おかまいなしか」


「正解です」


「真ま面じ目めな話の最中には料理駄だ洒じや落れを控ひかえようとか、そういう気配りはないのか、おまえには!?」


「あぅぅ、申し訳ないです……」


　ふぅ、とため息を吐ついたリカルドは、改めて全員を見渡した。


「じゃあ、作戦会議。みんな座ってくれ」
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　一同を前に、リカルドは自分の考えを披ひ露ろうした。


　それは要約すると、こういうことだった。




・三つ子王おう女じよの課題（挑戦）は受ける。


・婚約者であるネゥラ王女を特定するために、三人と同席して話し合う場を作る。


・互たがいを呼び合うように、上う手まく話を誘ゆう導どうする。


・互いに噓うその名を呼び合う可能性もあるが、普ふ段だん呼び慣なれていない名を呼ぶときは、なんらかの兆候が出るはずで、それを見み極きわめる。


・名前を呼び合わないときは最後の手段として入浴を覗のぞく。


・ただし、覗くのはカオルゥ。


・胸に黒子ほくろのないネゥラ王女を特定したら、隠形の術で密かに更こう衣い室に忍しのび込み、三人が着き替がえを済ませるのを待つ。


・ネゥラ王女が服を着た直後に、彼女の衣服に目印を付ける。


・カオルゥは手しゆ裏り剣けん投げが得意なのだから、たとえば針を投げつけるとか、染料の小さな塊かたまりを投げつけるとかも可能なはず。


・その方法は、向こうに着いてから決めておく。


・カオルゥが目印を付けることに成功したら、湯殿から出てきた三姉妹をその場で捉つかまえ、目印を確認の後、ネゥラに呼びかける。
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「カオルゥが更衣室に忍び込むところとか、ちょっと危険度は高いんだけど、ある程度の危険は覚悟してやるしかない」


　説明を終えたリカルドがそう言って締しめくくると、即そく座ざにセフィアが反応した。


「むぅぅ。三つ子の入浴を覗くというのが気に入らんが、まぁ、実行者がカオルゥなら、我が慢まんするしかあるまいな」


「そう……ですね。その方法がいちばん確実かもしれません……いえ、もしかしたら」


「何かあるのか、ユーリ？」


「あの……カオルゥ殿が忍び込むより、僕やセフィア様が三つ子王女と入浴すればどうでしょう？　そのほうが手っ取り早いのではありませんか？」


　ああ！　と全員が目を見開いた。


「いや、それは無理だな。だってユーリもセフィアも今は俺の侍じ女じよという設定だから」


「あ……そうでした」


「イ・ウー・ハン国の王女と名乗って登場すれば、三つ子王女と一いつ緒しよに入浴できる場面も出てくるかもしれないけど、俺が別の婚こん約やく者しやを伴ともなってネゥラ王女を訪たずねるというのが誉ほめられたことじゃないだろ」


「……ですね」


「それだけで相手の機き嫌げんを損そこねる虞おそれが高い。それに、ユーリの正体を明かしたくはない。どうして俺と一緒に旅しているのかを説明するのが難しいしな。もし相手が機嫌を損ねるようなことになれば、新たな対たい抗こう策を取られてしまう可能性もある。最悪、門もん前ぜん払ばらいの虞さえある。セフィアに到いたっては、シュールティスの新国王から追われている身だ。軽けい々けいに正体を明かすわけにはいかない」


「そうでした。ごめんなさい、出しゃばったことを言ってしまって」


「そんなことはない。俺のために何かを考えてくれるのは歓かん迎げいだ」


　と言って、リカルドはアイオリッタに顔を向けた。


「アイオリッタは、何かあるか？」


「いや、とくにはない。貴様がやりたいようにやればいい。ただし、リディア王国の名に泥どろを塗ぬらない範はん囲いでな」


「塗るか！」


　アイオリッタを睨んでから、リカルドは顔を転じた。


「マリウスは？」


「僕もべつにありませんけど。ただ」


「ただ？　なんだ？」


　マリウスが思案気げな顔で応こたえてきた。


「いえ、こんな課題……というか、挑戦を突つきつけてきたってことは、ネゥラ王女様は、王子本人に覗いてもらいたいのではありませんかね？」


「なんじゃとぉ？」


「なんですって!?」


　セフィアとユーリがいきり立つ。


　がるるるる。


　ふたりは今にも嚙かみつきそうな形相で唸うなりつつマリウスを睨みつける。


　びくぅっ、とマリウスが上体を引いた。


「え、いえ、ちょっとそんな気がしないでもないなぁという気がしただけな気がするので、どうかお気になさらずに」


　セフィアとユーリの迫はく力りよくに、さすがのマリウスもびびり気味だ。言うことが支し離り滅めつ裂れつになっている。


　リカルドは苦笑しつつ、内心ではこう思っていた。


　マリウスの指し摘てきした可能性、たしかにあるんだよな。あの城じよう代だい家が老ろうもそんなこと言っていたし。ただ、そうは言っても、さすがにセフィアやユーリがいるのに、俺自みずからなんて、そんな真ま似ねはできないからなぁ。


　では、ふたりがいなければそんな真似をするのか？　と問われたら……。


　少し心が動くよなぁ。


　もちろん、そんな本音はこれっぽっちも漏らせないから素知らぬ顔のまま残りのひとり、セイラに顔を向ける。


「セイラは、どうだ？」


「ボクかい？　そうだね、ボクが三つ子王おう女じよの館やかたの湯殿に乗り込んで、三人の胸を詳しよう細さいに点検し、黒子ほくろのあるなしを確認することもできるとは思うのだけど、そうしては不ま味ずいのだね？」


「やっぱり、サンクトファウレの王女がどうして一緒に行動しているのかを説明するのが難むずかしい。というか、セイラの場合は、かなりややこしい話になるので、正直、あまり前に出てきてほしくはないな」


「それに関してだけは、わたしも激しく同意するぞ」


　と珍めずらしくアイオリッタがリカルドに賛同してきた。


「了りよう解かいだ。では、ボクはおとなしく後ろに控えていることにしよう。後ろというか、アイオリッタ殿どのの隣となりに」


　アイオリッタが微かすかに身じろぎをしたが、それは無視して、リカルドは視線をネゥネゥとカオルゥに向ける。


　ふたりはリカルドの行動に何かを言える立場ではない。ついていきますという意思表示の代わりに、無言で大きく頷うなずいた。


「じゃあ、意見も出尽つくしたようなので、ここらで結論といこう」


　リカルドはもう一度、その場の全員を見み渡わたした。


「俺はネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ王女が出してきた課題を受けて立つ。そのためにジョーザン渓けい温泉郷きようの別べつ邸ていで待っている三つ子王女の下もとを訪れ、なんとしてもネゥラ王女を見極め、彼女の課題に正答を出す。みんなは俺と一緒に来てくれるんだな？」


「おお！」


　全員から肯こう定ていの声が上がった。


「よし。じゃあ、明朝、ジョーザン渓に向かって出発するからな」


「おお～～！」
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　翌早朝──。


　リカルド一行はネクシールに見送られてゼントール城をあとにした。


　出発前にもう一度ネクシールとふたりだけで会ったとき、リカルドは彼女から、


「くれぐれも三みつ王ひ女め様たちのことをよろしくお願いいたします。三みつ王ひ女め様は悪気があってこのようなことを言いだしたのではなく、なんといいますか、行き過ぎた悪戯いたずら心ごころの結果、リカルド様を困らせるようなことを思いついてしまったのでしょう。教育官であるわたくしの力が及およばないばかりに、リカルド様にご迷めい惑わくをおかけすることになってしまいました。お詫わびの言葉もございません」


　と頭を下げられた。


　リカルドにはネクシールを恨うらむ気持ちなどない。むしろ同情すら湧わいてくる。


　だから彼女を慰なぐさめておく。


「いえ、あまり気にしないでください。ネクシール殿に責任はありません。行けばきっとなんとかなると思いますし」


「あの……湯ゆ殿どのを覗くのであれば、リカルド様ご本人が……たぶん、ネゥラ様も、それを待ち望んでいると思うのです」


　またその話か……。


　ネクシールやマリウスの言うことが女心を代弁していると思うべきなのか、ふたりとも先走りの上に邪じや推すいしすぎていると考えるべきなのか。


　いや、そんな判断はさておき。


「俺は覗きませんから。そんなことしたら、あとで両国の関係にひびが入りかねないではないですか」


「さようで……ございますか」


　ネクシールは最後まで不安そうだったが、「リカルド王太子からの使節団」を王おう宮きゆうの門まで見送りに出てきてくれた。


　使節団は表向きには「リカルド王太子からの親書をネゥラ王女に届けるために、王女が滞たい在ざいしているジョーザン渓温泉郷の別邸へ向かう」ということになったので、ネクシールが案内役の兵をつけてくれた。


　馬車に乗り込んだリカルドは、窓から身を乗りだして御ぎよ者しや役のマリウスに声をかける。


「よし、出発しよう」


「了解です、代表」


　マリウスが軽く手た綱づなを振ふり、馬はゆっくりと歩みだした。


　さて、こんなとんでもないことを言いだした三つ子王おう女じよは、どんな奴やつらかな。そして俺の婚約者、ネゥラ・センテルノ・ゼーテルネはどんな女の子かな。


　リカルドは大きな不安を感じるものの、同時に小さな期待も覚えるのだった。
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　ジョーザン渓けい温泉郷きようは三つの国の国くに境ざかいに位置していて、温泉郷の宿場街もヨーヒラ川に沿って三箇か所しよに分かれている。


　ゼントール城から進んでいくと、左さ岸がんにあるのがゼーテルネ大たい公こう国に属する宿場街。


　対岸、橋を渡わたった右う岸がんの手前にあるのがピレニゥス国に所属する宿場街、さらに下流に進んだところにあるのがゼロス王国に属する宿場街である。


　明確な国こつ境きよう線せんが引かれているわけではないから、互たがいの街を行き来するのは自由。


　街に出入りするときの人ひと検あらためも、さほど厳きびしくはない。


　三国の協定により通行税も課していないから、人々の往来は盛んで、どの街も賑にぎわっている。


　もっとも、旅人や商人には自国に属する宿場街に泊とまってほしいと思うのは、どの国の支配層も同じだ。


　通行税という形で直接吸すいあげなくても、彼らが宿屋や食しよく事じ処どころにたくさんのお金を落としていってくれれば、そういう店から上がってくる税収が増え、結果、国が富むことに繫つながるのだから。


　ということで、各宿場街は、お互い、客に対する奉ほう仕しの度合いを競きそっている。


　ところで、この時代のこの世界では、風ふ呂ろといえば蒸むし風呂が一いつ般ぱん的だった。


　お湯を張った湯船にいつでも浸つかることができるのは限られた人種のみ──王族や貴族、高級官かん僚りようや大商人──だったが、ジョーザン渓温泉郷では、一定以上の規模、水準を誇ほこる宿屋は、湯船にお湯を張り、湯ゆ女なを揃そろえ、旅人に汗あせを流してもらおうと待ち構えていた。


　宿しゆく泊はく客が女性の場合は、希望によっては湯女でなく湯ゆ男なが相手をすることもあった。


　どの宿が用意するのも、女性客が喜びそうな見み目めう麗るわしい湯男である。


　そんな湯男を目当てに貴族や大商人の奥方がお忍しのびで街を訪れる……なんてこともあるそうだ。


　道中、することもないので、リカルドはネクシールから教えてもらったそんな情報を、馬車の中でセフィアやユーリ相手に披ひ露ろうしていたのだが。


「むむ。見目麗しい湯男か。少し興味があるところじゃの」


「おいおい、湯男に洗ってもらうってことは、湯殿で裸はだかになるってことだろ。平気なのか、セフィアは」


　セフィアが、にんまりと笑った。


「んんん？　リカルドとしては吾われが他の男に肌はだを見せるのが嫌いやか？　気に入らんか？」


「いやまぁ、セフィアがどうしてもって言うなら、好きにすればいいんじゃないか。その代わり、俺も湯女を雇やとって全身を揉もんでもらったりするわ」


「なんじゃと!?　むき～～」


　セフィアが眉まゆを吊つりあげる。


　しまった。つい調子に乗って寝ねた子を起こしてしまったか。


　後こう悔かいするリカルドだが。


「許さん。そんなことは許さんぞ、リカルド殿！」


　といきり立つセフィアを、隣となりに座ったユーリが宥なだめる。


「まぁまぁ、セフィア様、落ち着いて」


「な!?　ユーリ殿は平気なのか？」


「いえほら、僕とセフィア様はリカルド様の侍じ女じよじゃありませんか。侍女なのですから、ご主人様にご奉仕するのが当然。そして、行き先は温泉郷。ですから、僕とセフィア様が湯女の代わりに働けばいいのではないでしょうか？」


「おお！　その手があったか！」


「ふたりで湯女としてリカルド様の全身を優しく洗って差しあげたり、リカルド様の全身を優しく揉みほぐして差しあげたりすればいいと思うんです」


「名案じゃな」


　セフィアが、うむうむと頷うなずいている。


「もちろん、全身を洗うだけじゃありません。特定の部位を念入りに優しく洗って差しあげることも必要かと」


「と、特定の部位を……か？」


「はい、それはもう特定の部位を」


「さようじゃな。じゃがユーリ殿どの、そこはもしかして、洗うだけでなく、優しく念入りに懇こん切せつ丁てい寧ねいに揉みほぐして差しあげる必要もあるのではないか？」


「あるかもしれませんね。肩かたの凝こりで固くなった筋肉を揉みほぐして差しあげるように、硬かたくなったリカルド様の特定の部位を……」


「揉みほぐしてやるのじゃな」


「セフィア様」


「な、なんじゃ、リィシャ？」


「涎よだれをお拭ふきください」


「はっっ!?」


　セフィアが顔を背そむけ、手で口くち許もとを覆おおった。


「ユーリ様」


「な、なんですか、ギ・アナ？」


「ユーリ様の特定部位が、何やらおかしな反応をされているようですけど」


「はうっっ!?」


　ユーリが上半身を捻ねじり、腰こしを折り曲げた。


　こいつらは本当にもう。


　呆あきれつつも、リカルドは微び苦く笑しようしてしまう。


　この先、いつかこいつらと婚こん姻いんすることになって、硬くなった特定部位を洗ったり揉んだりしてもらう日が来るのかなと、そんなけしからん（素す晴ばらしい？）ことを思いながら。


「む？　リカルド殿、何がおかしいのじゃ？」


　リカルドの微苦笑を目め敏ざとく見つけたセフィアが迫せまってきたが。


「いや、なんでもない」


「さようか？　まさか、三つ子王おう女じよの胸の黒子ほくろを確認するところを想像して、にやついていたのではあるまいな？」


「だから。覗のぞくのは最後の手段だし、覗きに行くのはカオルゥだ！」
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「さようか。なら、いいのじゃがな」


　とそのとき。


　馬車が急停止して、リカルドたちは椅い子すからずり落ちそうになった。


「な、なんじゃ？」


「まさか、野や盗とうか何かが？」


　セフィアとユーリは心配そうな顔になる。


　直すぐにリィシャとギ・アナが、ふたりを庇かばうような位置に動いた。


「案内の兵が騒さわいでいないし、そんな物ぶつ騒そうな事態じゃないだろ」


　と四人を安心させておいてから、リカルドは馬車の扉とびらを開け、上体を外に出した。


「おい、マリウス、どうしたんだ？」


　ゼーテルネの兵が先導してくれているので、リカルドのことを大っぴらに「王子」とは呼べないマリウスは、御ぎよ者しや台だいで振ふり返ると、


「あ、代表」


　と返事を返してきた。


「たった今、先行している案内の部隊から伝令兵が送られてきまして。どうやらこの先で落石があったために道が塞ふさがれているらしいんですよ」


「なんだってぇ!?」


「それでカオルゥに様子を見に行ってもらいました。ほどなく状じよう況きようは把は握あくできると思いますけど」


　川沿いの山の斜しや面めんを切り開いて造られたこの街道は、かろうじて馬車がすれ違ちがえるだけの幅ふく員いんしかないから、たしかに少し大きめの岩が落ちてきただけで道は塞がってしまう。


「参ったな。こんな場所で落石か」


「どうかされましたか、代表様」


　自分の馬車を操あやつって後方からついてきていたネゥネゥも、リカルドの乗った馬車が立ち往おう生じようして進めなくなったため、馬車を降りてここまで歩いてきたようだ。


「いや、この先で落石があったらしくてな。どうも馬車の通行ができなくなってるみたいなんだよ」


「落石で西瓜すいか。困りまし種たね」


「……すいか……種？　上う手まいな、おい！」


　ネゥネゥは、やった！　といわんばかりのドヤ顔で胸を張った。


「代表様に誉ほめられました！」


　しまった。ネゥネゥを調子づかせたら不ま味ずい。


　リカルドは、慌あわてて本題に戻もどそうとする。


「いや、それはおいといて。カオルゥが様子を探りに行ったって話だから、直すぐに状況は把握できると思うけどな」


「落ちた石を退どけるにししゃも、大きさが問題になり鱒ますね」


「ししゃも……しても、か？」


「正解です」


「ちょっと遠いな。っていうか、だから料理駄だ洒じや落れは一いつ旦たんおけよ」


　とか言っているうちに、カオルゥが駆かけ戻ってきた。


「てやっ！」


　リカルドが乗る馬車の直ぐ前で前方宙返りを決めたニンジャ装しよう束ぞくのカオルゥが、上半身を乗りだしているリカルドに向かって片かた膝ひざついた。


「代表様」


　相変わらず派手なことが好きな奴やつだな。ニンジャのくせに。


「どうだった？」


「はい。たしかに大きな岩が完全に道を塞いでおりました。あれでは馬車は通れません。退どかすのも大変そうであります」


「人なら通れるのか？」


「人ひとりであれば、なんとかすり抜ぬけられるかと思いますが」


「じゃあ、最悪、馬車を降りて歩くしかないか……」


　と思ったリカルドだが、直ぐに思い直す。


　いや、セフィアやユーリには、こんな山道はきついよな。ジョーザン渓の温泉郷までは、まだかなり距きよ離りがあるし。う～～ん、どうするかな。
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　馬車の中でリカルドが考え込んでいると、アイオリッタが前方から歩いてやって来た。もちろん、セイラも一いつ緒しよだ。


　セイラはリカルドの馬車に乗ろうとはせず、アイオリッタと共に馬で進んでいたのだ。


　セイラは剣けんの腕うでが立つだけでなく、乗馬の腕もなかなかのものだった。少なくとも姫き士し見習いというに相応ふさわしい腕前だった。


　まぁ、俺のことなんか眼中にないという態度は少し寂さびしいけどな。


　リカルドがそんなことを思ったのは、セフィアやユーリにはもちろん秘密だ。


「いまカオルゥから説明を受けてたところだけど、岩が道を塞いでるんだって？　アイオリッタも現場を見てきたのか？」


「うむ。見てきた」


「馬車は無理でも、人なら通れるんだな？」


「無理をすれば通れないことはないが」


　アイオリッタがセフィアとユーリにちらっと視線を走らせ、思い切り声を潜ひそめた。


「そちらの王女様方に歩いていただくのはキツいだろう」


「ああ、俺もそう思っていたんだ。何か考えはないか？」


「あるとも。それを言いに来たのだ」


「あ、そうか。で？」


「わたしとマリウスとで、あの岩を砕くだいてしまおうと思う」


　とアイオリッタが言うと、その一言で彼女の真意を悟さとったのか、


「ああ、なるほど」


　とマリウスが手を打った。


「たしかに僕とアイオリッタのふたりがかりなら、岩を砕けるかもしれませんね」


「いやいや、ちょっと待て。マリウスが大きな魔ま術じゆつを使えば岩は砕けるかもしれないけど、そこまで大きな魔術だと、道まで壊こわしてしまうんじゃないか？」


「早とちりするな、王子。わたしは、わたしとマリウスとで、と言ったぞ」


「ん？……あぁそうか、そういうことか。盗とう賊ぞく相手に使った、アイオリッタのあの剣けん技ぎとマリウスの魔術の組み合わせだな？」


「ふん、脳のう味み噌そは桃もも色いろをしているくせに、相変わらず回転だけは速いな」


「俺の脳味噌は、そんな色をしちゃいないよ！」


　と小声で突つっ込こんでおいてから、リカルドはマリウスを見た。


「問題はないのか？　やり過ぎて道まで壊す危険は？」


「僕の魔術とアイオリッタの剣技の組み合わせなら、道を壊すような大きな魔術を使わなくても大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ。ここで待っていれば、温泉郷から道路工事のための工こう人じんが派は遣けんされてくるかもしれませんけど、いつ来るかわかりませんしね。王子は先を急いだほうがいいんでしょう？」


「そうだな。じゃ、やってもらおうか」


「おお！」


　セイラの目が輝かがやいた。


「アイオリッタ殿どのの秘ひ奥おう義ぎを我が目で見られるのか！　愛剣を一いつ閃せん、巨きよ岩がんをも一刀両断？　これは眼がん福ぷくだな」


「いえいえ、それほど大したものではありません」


　と断っておいてから、アイオリッタはマリウスに向き直った。


「では行くぞ、下半身腐ふ敗はい男」


　マリウスが思い切り情けない顔になる。


「ちょっとアイオリッタ、その呼びかけはないでしょう？　僕にはちゃんと、マリウスという名があるんですからね」


「そうか。たしかに名を呼ばないのは礼を失した行こう為いだな。すまなかった」


「……え？　どうしちゃったんですか、アイオリッタ。素直すぎて気持ちが悪いですよ。何か悪い物でも食べたんじゃ？」


　おいマリウス、そういうよけいなことを言うから、おまえはアイオリッタに殴なぐられるんだぞ。


　とリカルドは、声に出さずに忠告した。


　声に出してしまうと、アイオリッタの矛ほこ先さきが自分に向くかもしれないから。


　ところが、案に相そう違いしてアイオリッタは怒おこる様子も見せなかった。


「では、改めて名を呼ばせてもらおう」


　まだどこか不ふ審しんそうな顔でマリウスが頷うなずいた。


「……ええ、お願いしますよ」


「下半身が腐敗している全女性の敵マリウス、岩を片付けに行こうか」


「却かえって酷ひどくなっているっ!?」


　マリウスは目を剝むいて仰のけ反ぞり。


　やっぱ、アイオリッタはそういう奴なんだよな。


　とリカルドは呆あきれるのだが、そんなアイオリッタを憧あこがれと尊敬の眼まな差ざしで見つめている者がひとりいる。


　そう、セイラだ。


「さすがにアイオリッタ殿、男の心を的確に抉えぐり大きな打だ撃げきを与あたえる台詞せりふは素晴らしい。ボクも見習いたいところだな」


　いや、見習わんでいいからな。


　いくらセイラがアイオリッタに夢中だといっても、公式にはリカルドの婚こん約やく者しやなのだ。この先もセイラとつき合っていかなくてはならないし、こうして一緒に旅をする状況も続いていくだろう。


　そんなとき、男の心を的確に抉り、大きな打撃を与える台詞を連発されては敵かなわない。


　まったく、俺の周りには頭が痛くなるような女子ばっかりだな。


　もっとも、十六人も婚約者がいるとわかった時点で、そして十六人の婚約者の下もとを巡めぐって歩かなくてはならなくなった時点で、その困難さはある程度まで予想がついていたが、それにしても婚約者の王女たちの個性の豊かさはリカルドの想像を超こえていた。


　それでも、セフィアやユーリのように自分のことを慕したってくれる王女が相手なら、リカルドも悪い気はしない。


　しかしセイラのように、自分にはほとんど関心がありませんという態度を取られると、さすがに少し面おも白しろくない。


　それなら、俺のことを嫌きらって婚約解消だと言ってくれたほうが、まだわかり易やすくていいよなぁ。


　と思ってしまう。


　ま、仕方がない。そういう女子がいるってことがわかっただけでもひとつ勉強になったと開き直るしかないな。もしかすると、このあとには、もっととんでもない婚約者が控ひかえているかもしれないんだし、これは予習だと思えば。


　などとリカルドがあれこれ考えていると。


「代表様はここでお待ちになりますか？」


　とカオルゥが訊きいていた。


「あ？　えぇと？」


　リカルドの前に跪ひざまずいたカオルゥは、小声で訊いてきた。


「アイオリッタ様とマリウス様は、岩を退かしに行かれました。セイラ様もアイオリッタ様についていかれました。代表様はどうされますか？」


　リカルドは慌あわてて周りを見み渡わたした。


　すでに三人は、街道がやや左に曲がっているその先まで歩いていったらしく、姿が見えなくなっている。


　馬車の近くには、案内役のゼーテルネの兵が数人立っていた。


　残りは落石現場へ向かったらしい。


「えっと、そうだな、どうせだから俺たちも見学に行くか」


　と言って、傍かたわらに控えている侍じ女じよ服姿のセフィアとユーリを見やった。


「おお、そうじゃな。ふたりの腕前を拝見するのも悪くないな」


「ええ、見てみたいです」


　セフィアとユーリが行くとなれば、当然、リィシャとギ・アナもついてくる。もちろん、リカルドの護衛であるカオルゥも。


　ということで、留守番としてその場にネゥネゥを残し──ゼーテルネの兵も何人かは残っている──リカルドたちはゼーテルネ兵に挨あい拶さつをして、ぞろぞろと落石現場まで歩いていった。
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「うん？　先客がいるじゃないか」


　現場の手前まで歩いていくと、一台の馬車が立ち往おう生じようしているのが目に入ってきた。


　街道の進行方向左手が山側の急きゆう斜しや面めん、右手は下を流れているヨーヒラ川の川原に続く急斜面……というより、ほとんど崖がけだった。


「あの馬車、どうやら吾われらの先を進んでいたようじゃな。ちょうどあそこを通りかかったときに岩が落ちてきたようじゃ」


「馬車の傍そばに立っているあの三人が、馬車に乗っていた人なのでしょうね」


「女子ばかりだ。しかも、三人とも若いな」


　セフィアが目を細めた。


「ほほぅなるほど、三人とも若い女子となれば、リカルド殿が気にするのも無理はない」


「いや、俺が気にしてるのはそこじゃねえよ」


「では、どこじゃと？　まさかリカルド殿、すでに胸の大小から腰こしの張りだし具合までを確認済みなのか？」


　セフィアが嫌いやみたっぷり、皮肉いっぱいの口調でそう言うと、ユーリは感心した顔で続いた。


「リカルド様、いつも仕事が早いですね。とくに女子絡がらみですと」


「そんなんじゃねえったら！」


「ならば、何が気になると言うのじゃ？」


「だからさ、他に護衛もいないようだし、女子ばかり三人で馬車旅っていうのは、不用心じゃないかなと思ってな」


「ふむ、そうじゃな。だが、三人の衣装を見る限り、どこかの貴族か、あるいは大おお店だなのお嬢じようさんとその護衛がふたり……のように思えるが？」


　セフィアが指し摘てきしたとおり、三人のうちのひとりは派手で豪ごう華かな長なが裳もを身に纏まとっている。それに比して、他のふたりは質素というか質しつ実じつ剛ごう健けんというか、筒つつ袴ばかまに動き易やすそうな丸首の下着──上着の下に着る服という意味──に筒つつ袖そでの上着という出いで立ちだった。


　ふたりのうちのひとりは筒袴が腿ももまでしかなく、今ならさしずめ、ショートパンツとかスパッツとか言えそうな代しろ物ものだった。


「のようだな。にしても、護衛が女子ふたりっていうのも、随ずい分ぶんと大だい胆たんじゃないか？」


「ほうほう、大胆とな。たしかに、片方は足が剝きだしで、なかなか大胆な恰かつ好こうじゃな」


「だから。俺が言ってるのはそこじゃないとあれほど！」


「お嬢様だけでなく、護衛のおふたりも、なかなかの美人ですね」


　目ま庇びさしを作って前方を見やったユーリが、呟つぶやくようにそう言った。


　美女揃ぞろいとなればマリウスが放っておくはずがない。ちょうど彼が三人に対してしきりと話しかけているところだった。


　しかし。


「あ、アイオリッタ殿どのが怒ったみたいです」


　いつまでも仕事に取りかかろうとしないマリウスにアイオリッタが業ごうを煮にやしたのも、これまた当然だった。


　アイオリッタはマリウスの耳を抓つまんで強ごう引いんに彼を巨きよ岩がんの前まで引きずっていく。


「痛い痛い痛い」


　マリウスの悲鳴が山道に響ひびき渡わたるが、アイオリッタはおかまいなしだ。


　彼女は停めてある馬車の横を擦すり抜ぬけ、馬車の先まで進んでいった。


　馬車越ごしに、リカルドのところからも大きな岩が道を塞ふさいでいるのが確認できた。


　長径が一ヤルド（約二・七メートル）弱、短径が半ヤルドほどもある楕だ円えん形の大岩だ。それがちょうど街道の真ん中に鎮ちん座ざしている。


　道の端はしには少しだけ空くう隙げきがあるから、かろうじて人は通れそうだが、なるほどあれでは馬車は通れない。


　セフィアやユーリを歩かせるという選せん択たく肢しが選べない以上、マリウスとアイオリッタに任まかせるしかない。


　岩の手前に立ったアイオリッタとマリウスの後ろ姿をリカルドが見守っていると、ふと視線を感じたので顔を動かした。


　すると、こちらを見ていた女子と目が合った。


　三人組のうちのひとり、大おお柄がらな女子だった。


　相手は直すぐに目を逸そらせてしまったので、たまたま目が合ったのか、それともこちらを窺うかがっていたのかはわからないのだが。


　なんだろう。ちょっと気になるな。な～んてことを口にすると、またセフィアがなんか言いだしそうだしな。ま、いいか。もしかするとゼーテルネの兵から、「リディア王国の王おう太たい子しの使者」だという説明を受け、物もの珍めずらしさでこちらを見ていたのかもしれないしな。それよりも、いま大事なのは。


　リカルドはもう一度アイオリッタとマリウスのほうに視線を向け、意識を集中させる。


　マリウスも、ようやく岩を砕くだくという本来の任務に集中したようで、岩に向かって魔ま力りよくを練ねりあげている。


　アイオリッタも難敵に挑いどむときのように剣けんを構え、闘とう氣きを練りあげていた。


　そんなアイオリッタを頼たのもしそうな目で見ているセイラの姿を認めたリカルドは、やはりちょっと面白くないな、と感じてしまう。


　やがて。


「疾しつ風ぷう斬ざん牙が！」


　アイオリッタの凜りんとした声が轟とどろき。


　どん、という衝しよう撃げき音が辺りに響いた。


　続いてマリウスの、


「炎えん帝ていの激げつ昂こう！」


　という術名が聞こえ。


　赤い炎ほのおが、肉の塊かたまりを炙あぶるが如ごとくに大岩の表面を舐なめ始めた。


「リカルド殿」


「なんだ、セフィア」


「あれは何を狙ねらっておるのじゃ？」


「あれか。あれは、まずアイオリッタが秘技で岩に傷をつけ、その箇か所しよをマリウスが炎の魔ま術じゆつで焼くという連れん係けいだな。傷ついた場所を集中的に狙えば、大きな魔術でなくても、岩を脆もろくできるだろ。今度は、その脆くなった箇所に、さらにアイオリッタが剣を叩たたき込むんだ。それを繰くり返せば、さしもの大岩も削けずられ抉えぐられ崩くずれるってことだ」


「なるほど。しかし、大したものじゃな、あのふたり」


「まぁな」


　アイオリッタとマリウスを誉ほめられるのは、ふたりが所属しているリディア王国を誉められるのと同じだから、リカルドも少し鼻が高い。たとえふたりが性格的に問題を抱かかえる人物だとしても。


　リカルドたちが見守る中、ふたりが大岩に対する攻こう撃げきを繰り返していると、ついに大岩はふたつに割れた。


「おぉい、すまないが手伝ってもらえないだろうか」


　とアイオリッタが近くに控えていたゼーテルネの兵を呼んだ。


　集まってきたゼーテルネ兵の助けを借り、アイオリッタとマリウスは、川に近いほうの岩の片割れを崖がけ下したの川原へと転がり落とした。


　山側に残っているもう半分を、そのまま川原へ落とすのは難しそうなので、アイオリッタは、それをさらに小さく砕くことにする。


　アイオリッタとマリウスが残り半分に攻撃をかけ、今度は三つに割った。


　ふたりは兵士と共に三つに割れた岩を押して道から崖下へ転がり落とす。それでようやく街道が通行可能になった。


　まだ小さな石が幾いくつも転がっているが、あの程度なら、ゆっくり進めば馬車でも通れるだろう。


　一仕事を終えて引き返してきたふたりに、リカルドは労ねぎらいの言葉をかける。


「ご苦労さん」


　マリウスは、


「いや～～、疲つかれました」


　と額ひたいに浮ういた汗あせを拭ぬぐっているが、アイオリッタのほうは、


「なに、それほどでも」


　と平然としている。


　そんなアイオリッタにセイラがまとわりつき、しきりに賛辞を贈っていた。


「さすがにアイオリッタ殿だ。素晴らしい。惚ほれ直したぞ。いま直ぐ服を脱ぬいで、ボクのすべてをアイオリッタ殿に捧ささげたいくらいだ」


　おい、こいつをなんとかしてくれ。


　アイオリッタの目がそう懇こん願がんしているのがリカルドにはわかった。


　わかったが、しかし、彼にはいかんともし難がたいので、残念そうな表情を作って首を左右に振ふってやるに留とどめる。


　アイオリッタの肩かたが、がっくりと落ちた。


　そのとき。


「失礼ですが」


　という声が三人の背はい後ごから聞こえてきた。
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　リカルドが振り返ると、立ち往生していた馬車の三人の中でいちばん大柄な女子がそこに立っていた。


「リディア王国のご使者殿……だそうですね」


　戻もどってきたアイオリッタ、マリウスと入いれ替かわるように、リカルドが前に進みでる。


「ええ、そうですが」


「先ほど、ゼーテルネ王国の兵隊さんからお聞きしました」


　背の高い女子は、そう言って腰こしを折った。


　リカルドの推察が当たっていたわけだ。


「街道が塞がれて困っていたところでした。ありがとうございます、助かりました」


　いえいえ、お気になさらずに、とリカルドは手を振った。


「我々もここを通れないと困りますからね。いわばこれは自分たちのためにしたことです。あなた方が気になさることはありません」


「ご使者殿の目的がどうであれ、わたしどもが助かったのは事実ですから、ぜひともお礼がしたいと存じます。ご使者殿もジョーザン渓けいの温泉郷まで行かれるのですか？」


「ええ、仰おつしやるとおりです」


「わたしどももジョーザン渓の温泉郷を目め指ざしています。よろしかったら、ご一いつ緒しよさせていただけませんか」


「それはかまいませんが」


　とリカルドが応こたえると、その直後、何やらビスビスと視線が背中に突つき刺ささるのが感じられた。


　セフィアか……。


　いつものことなので無視するしかない。


　というより、いまセフィアは侍じ女じよ扱あつかいなので、彼女のほうから文句や皮肉を言ってくることはできない。


　じっさい、視線は送ってくるが、口を開きそうな気配はなかった。


　まぁ、それだけの分別が残っているなら大だい丈じよう夫ぶだろ。


　素そ知しらぬ顔でそう思いつつ、リカルドは、


「ところで、あなた方は？」


　と訊きいてみる。


「これは自己紹しよう介かいが遅おくれました」


　大柄な女子は、またもや丁てい寧ねいに腰を折った。


「あちらにおわすのは、エランドル王国にお店たなを構えているエーデル商会会頭のお嬢じよう様さまで、エリオ・エーデル様であります。わたくしはお嬢様の護衛のメッシス・メッスゥム。もうひとりが護衛兼けん御ぎよ者しやのレムシス・レムリアであります。どうかお見知りおきを」


「そうでしたか。わたし、リディア王国のリカルド王太子様の使節団の代表を務つとめているリカゥディノスという者です。こちらこそ、よろしくお見知りおきください」


「お嬢様、お嬢様」


　メッシスが大きな声で主人の名を呼んだ。


　裳も裾すそを翻ひるがえし、尊大そうな足取りでエリオ・エーデルが歩いてくる。


　その背後には小こ柄がらな女子、護衛兼御者のレムシスが付き従っていた。


　三人とも、かなり若い。エリオやメッシスはともかく、レムシスという護衛兼御者など、まだ十代半ばに思える。


　とはいえ、メッシスもレムシスも護衛に相応ふさわしいだけの腕うでは持っているように見えた。そういう意味では、メッシスの話も強あながち出で鱈たら目めということでもなさそうだった。


　エリオがやって来るのを待って、メッシスがリカルドを紹介した。


「こちらが、リディア王国のリカルド王太子様のご使者、リカゥディノス様であります、お嬢様」


「そう。わたくし、エーデル商会を経営しているエイマール・エーデルの娘むすめで、エリオ・エーデルといいますわ。よろしくね」


「光栄であります、エリオ殿どの」


　リカルドが恭うやうやしく頭を下げる。


　とはいっても、エーデル商会がどのくらいの規模の商会なのかは知らない。エランドル王国でどの程度の発言力や影えい響きよう力を持っているのかも知らない。


　それでもリカルドは、リディアの王太子としては、大商人やそれに連なる一族の知ち己きを得ておくのは無む駄だにはならないと考えた。


「わたくし、これからジョーザン渓の別宅に参るところです。大岩を退どけてくれたお礼に、ぜひ、ご使者殿をご招待したいわ」


「いえ、ですが、我々も先を急いでおりますので」


「ゼーテルネ大公家の別べつ邸ていへ向かう途と中ちゆうとか？」


「はい、さようです。リカルド王太子様からの文ふみをお届けするところでして」


「そうでしたか。それでは寄り道をしているわけにはいきませんね。ですが、あちらまでご一緒させていただくくらいは、よろしいのではなくて？」


「ええまぁ、それでしたら」


「では、ご使者殿は、ぜひ、わたくしの馬車でジョーザン渓までお送りいたしますわ」


「……ですか」


　どうしようかと迷うリカルドである。


　エリオの提案に乗ると、セフィアやユーリが臍へそを曲げそうで、そこが不安だ。


　しかし、リディア王国の王族としての損得勘かん定じようが個人的な不安に勝った。


「では、お世話になります」


　その瞬しゆん間かん、背中に刺さる針のような視線が一気に槍やりにまでランクアップした気がする。


　たしかにひとりで他人の馬車に乗るというのも不用心な話だし、誰だれかが一緒なら、セフィアやユーリもよけいな心配をすることもないだろうと思い、リカルドはひとつ提案をしてみる。


「ですが、わたしひとりだけで……というわけにもいきません。警護役をひとり、連れていってもよいでしょうか？　御ぎよ者しや台だいにでも乗せてくだされば、それでけっこうですので」


　一瞬、メッシスにもの問いたげな視線を向けたエリオは、メッシスが軽く頷うなずくのを素早く確認して応えた。


「ええ、よいですわ」


「ありがとうございます」


「では、参りましょうか」


「あ、いま警護役を連れてきますので」


「あの方ではないの？」


　とエリオがアイオリッタに目をやった。


「いえ、このような場合に、もっと適任の者がおりますので、そちらの者を」


「そう。では、馬車でお待ちしていますわ」


　エリオ、メッシス、レムシスが自分たちの馬車まで戻っていくのをリカルドが見送っていると、控ひかえていたセフィアたちがすかさずリカルドを取り囲んだ。


「リカルド殿はまっこと手が早いのぉ。マリウス殿よりも手が早いのではないか」


　早さつ速そく、セフィアが嫌いやみを言ってくるし。


「リカルド様、意外に見境がないんですね。いえ、節せつ操そうがないといったほうが？」


　ユーリは半なかば感心し、半ば呆あきれた顔でリカルドを見るし。


「っていうか、王子、どうして僕を指名してくれないんですか!?」


　マリウスは恨うらめしそうな顔を向けてくるし。


「はっ。相変わらず桃もも色いろの脳のう味み噌そは全開のようだな。貴様が下半身まで全開にしないことを祈いのるがな」


　アイオリッタは、きっつい皮肉を炸さく裂れつさせるし。


「ここはボクもアイオリッタ殿に加勢して、リカルド殿を悪あし様ざまに言うべきだろうか」


　セイラは思い切りボケをかますし。


　が、とりあえずセイラは無視して、まずリカルドはアイオリッタに言い返す。


「違ちがうよ。大商人一族の知己を得たらリディア王国のためになるだろうから、俺は申し出を受けたんだよ。文句があるのか、アイオリッタ!?」


「あ……いや……」


　さすがのアイオリッタも、「リディア王国のため」と言われてしまえば、それ以上何も言えなくなってしまう。


「セフィアもユーリも、ここは黙だまってついてきてもらうぞ。それが嫌なら、帰ってもらうからな？」


　むぅぅぅ、と腕うで組ぐみして唸うなっていたセフィアだが、やがて諦あきらめたといった顔で頷いた。


「吾われとしては些いささか不本意じゃが、リディアの王太子としてそれが必要じゃとリカルド殿が判断したのなら致いたし方かたもない。不本意じゃが黙ってついていこう。あくまで不本意じゃが。のう、ユーリ殿？」


「ええ、僕も不本意ですけど、リカルド様がお決めになったことですから、黙ってついていきます」


「じゃがな」


　セフィアが上うわ目め遣づかいにリカルドを睨ねめつけた。


「リカルド殿が大商人の娘と個人的に懇ねんごろになろうとするのなら、吾としても黙っているつもりはないぞ？」


「ぼ、僕も黙ってはいませんよ」


「わかってるって。そんなことにはならないよ」


「なら、いいのじゃがな」


　とりあえずセフィアとユーリも納得してくれたようなので、リカルドは内心で胸を撫なでおろしつつカオルゥを呼んだ。


「はい、王子様」


「話は聞いてたな？」


「はい、聞かせていただきました。拙せつ者しや、王子様の警護役として、あちらの馬車に乗ればよいのでありますね？」


「まぁ、中には乗せてやれないけど、御者台でも屋根の上でも、カオルゥが適当だと思う場所に乗ってくれ。馬でついてきてくれてもいいぞ」


「屋根の上に乗っているのがいちばん警護をし易やすいのですが、すれ違う旅人に見られたら、奇き異いに思われるかもしれません。噂うわさになっても不ま味ずいでありましょうから、御者台に乗せていただくことにします」


「そうか。それで頼たのんでみるわ」


「もちろん、馬車の中で王子様が、あちらのお嬢様と何をなされようが、ナニをなされようが、拙者、見て見ぬふり、聞いて聞こえぬふりをするくらいの気配りはできますので、どうかご安心ください」


「なに言ってんの、おまえは!?　そんな気配りはこれっぽっちも要いらねえよ！」


「リカルド殿」


「リカルド様」


　セフィアとユーリが、ずずずいっと迫せまってきた。


「まさか、そういう気配りを期待してカオルゥを指名したのではあるまいな？」


「んなわけ、あるかっ！」


「……さようか？」


　セフィアもユーリも、もの凄すごく疑わしそうな顔だった。


「さようだよっ！　カオルゥ、おまえも適当なこと言ってるんじゃねえよっ！」


「も、もうしわけございません。かくなる上は、拙者、腹を切ってお詫わびを！」


「それも要らねえよ！　いいからおとなしくついて来い」


「ははっ」


「じゃあ、俺はあちらの馬車に乗るからな。乗るだけだからな」


「吾はリカルド殿を信じておるよ」


　とセフィアは応えたが、相変わらず疑わしそうな顔のままだった。
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　エリオと名乗った女子は、護衛のひとり、メッシスを伴ともなって馬車に乗り込んだ。


　もうひとり、レムシスという護衛兼けん御ぎよ者しやは、そのまま馬車の外に立っている。


　馬車の扉とびらを閉めたエリオは、声を潜ひそめて護衛に訊きいた。


「どう思った、メッシナ？」


　エリオは護衛のことをメッシナと呼んだ。


　そう、彼女はエーデル商会会頭の娘むすめなどではなく、エランドル王国の第五王女、エリュシア・エラン・エランドルその人である。


　となると、メッシナと呼ばれたのはオレンダム王国第四王女、メッシナ・メッセ・オレンダムということになるし、外に立っている護衛兼御者のレムシスは、レースティス大たい伯はく国こくの第三伯女、レムリエル・レムレル・レースティスということになる。


「あれは使者ではないな。リカルド王子本人だ」


　メッシナはエリュシアの問いかけにそう応えた。


　エリュシアは僅わずかに眉まゆを動かし、


「本当に？」


　と訊き返す。


「間ま違ちがいないと思うぞ。以前、リカルド王子に会ったときに聞いた声に合がつ致ちしてるからな。確度は九割以上……だ」


「つまり、わたしたち、とてつもない幸運に恵めぐまれたということなのね」


「まぁな。目的の人物に、ジョーザン渓に行く前に出会えてしまったんだからな。信じられないような幸運だ。ただ」


　メッシナの言葉にエリュシアが眉を顰ひそめる。


「ただ？　何か気がかりでも？」


「いや、気がかりというのではないよ。ただ、我々が幸運だったとは限らない……のではないかと、ふとそう思ったんだ」


「は？　どういう意味かしら」


「真に幸運だったのは、むしろリカルド王子なのかもしれないぞ」


　この手の幸運は、招まねこうと思っても簡単に招けるものではない。もし、これがリカルド王子にとって幸運な事態だとすれば、彼は生まれつき幸運を呼べる男ということになるんだが……。


　もしかするとリカルド王子は予想外に大きな男なのかもしれないな、という予感をメッシナは覚えた。


「それこそどういう意味よ。正体を隠かくしているわたしたちに出会ったところで、リカルド王子に何か利益があるとも思えないのだけど？」


「今はそうだけどさ。ただ、ジョーザン渓に着けば、わたしたちとしても、彼がリカルド王子であることを確認した後に正式な対面に持ち込むわけだろ」


「そうなれば、王子がゼーテルネの王女と対面するのを邪じや魔まする場合だってあるのでは？　むしろ彼にとっては不利益になる局面が出てくるのではなくて？」


　メッシナは小さく肩かたをすくめてみせる。


「まぁ、ご指し摘てきのとおりではあるな」


「では、どうしてそんなことを言うの？」


「わたしは幸運なんてモノと縁えん遠どおい人生を送ってきたからさ。ここで自分がこんな幸運に恵まれるなんてことが信じられないんだよ」


「つまり、ひねくれ者の僻ひがみ？」


　メッシナは思わず苦笑する。


「反論はできないな。ただ、先方も我々の知らないなんらかの事情を抱かかえているかもしれないじゃないか」


「わたしたちと偶ぐう然ぜん出会ったことで解決できるような事情を？　それこそ、意味が判らないわね」


「ま、その辺りを確かめるまでは、結論は出せないんだけどな」


「そうね。話をしているうちにわかるわね。というか、その辺を探るのはあなたに任まかせたからね、メッシナ」


　メッシナは、またも苦笑して頷うなずいた。


「わかっているよ」


　そのとき、外から声がかかった。


「お嬢じよう様さま、ご使者殿がお出いでになりましたヨ」


　レムリエルがエリュシアのことを呼んだのだ。


「話の続きはまたあとにしよう……しましょう、エリオお嬢様」


「そうね。では、よろしくね、護衛！のメッシス」


　またもやメッシナは苦笑を浮うかべた。というより、先ほどから苦笑しっぱなしだ。


　が、今度は直すぐに笑みを消し去り、メッシナは馬車の扉を開けて外に出ていった。


「お待ちしておりました、使者殿。さ、どうぞ、中へ。お嬢様がお待ちです」


　リカルドと思われる男は、見慣れない衣装を着たひとりの女子を連れていた。


「ありがとうございます。こちらが護衛のカオルゥです。御ぎよ者しやの方の隣となりにでも座らせてやっていただけますか？」


「承知いたしました。彼女が御者役のレムシスです。カオルゥ殿は、どうぞ、レムシスの隣へお乗りください」


「用心棒兼御者のレムシスですヨ。よろしくお願いしますネ」


　レムシス（レムリエル）が、カオルゥに向かって手を挙げた。


　リカルドはメッシス（メッシナ）に向かって頭を下げる。


「相あいすみません」


　カオルゥもレムシスやメッシスに向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。


「さ、ご使者殿、どうぞお乗りください」


　とメッシスがリカルドを促うながした。


　馬車に乗り込んだリカルドに、エリオ（エリュシア）が挨あい拶さつを寄よ越こす。


「ご苦労様ですわ、ご使者殿」


「お邪魔いたします」


　リカルドがエリオの対面に座ると、メッシスが続いた。


　外から扉を閉めたレムシスが御者台へと歩いていくそのあとに、カオルゥが続く。


　カオルゥは注意深く三人の様子を観察していたが──もちろん観察していることを感づかれるようなヘマはしない──三人に害意はないようなので、少し安心する。


　もしこの三人がリカルドに危害を加えようとしているなら、もっと緊きん張ちようしているはずだ。あるいは期待しているか。


　目には見えなくても、そういう心の動きは簡単に隠せるものではない。


　ニンジャであるカオルゥは、相手の緊張や期待や怒いかり、悲しみや憎にくしみなどといった、内面の感情を見み抜ぬくだけの観察眼を備えている。


　この三人からは、そういった感情の起き伏ふくは感じられない。


　ですが……。


　カオルゥが少しだけ気にしたのは、三人の態度がどこか作ったような、あるいは借り物のようなものであることだ。


　もっとも、それはリディア王国王太子の使者という、ふだんはお目にかかれないような人種と接するために自分を取り繕つくろっているからとも解せるわけで、それだけで怪あやしいというほどのものではない。


　これなら問題ないでありましょう。


　と思いつつ、カオルゥは御者台の片かた隅すみに遠えん慮りよがちに腰こしを下ろした。


「出発していいぞ、レムシス」


　馬車の中からメッシスの声がかかり、レムシスは手た綱づなを一ひと振ふりした。


　馬が力強く歩み始め、リカルドを乗せた馬車がゆっくりと動きだした。
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　馬車が走りだしてから、しばらくは沈ちん黙もくが続いた。


　リカルドとしては、見知らぬ女子を相手に何を話していいかわからない。


　そもそもこういうときは、誘さそったほうが会話のきかっけを作るものだろ。


　と思って、先方が何か話しかけてくるのを待っているだけだ。


　なのにエーデル商会会頭のお嬢様ときたら、澄すました顔で座っているだけ。リカルドに対する気き遣づかいも気配りも見えなかった。


　なんだかなぁ。


　気まずい沈黙が両りよう肩かたに重くのしかかり、どうしたものかとリカルドが困っていると。


　お嬢様ではなく、隣に座っている大おお柄がらな護衛の女子、メッシスが唐とう突とつに口を開いた。


「リカルド王子様」


　は？　なんだって!?　どうしてこいつが俺のことをリカルド王子と呼ぶ!?


　外交立国リディアの王太子であるリカルドは軽けい々けいに感情を表さないという訓練を子供の頃ころから受けているから、驚おどろきを表情や態度に出すことこそなかったが、リカルドは内心でかなり驚いている。


　けど、相手の呼びかけにどう応えるべきか。いや、そもそもこの呼びかけにはどういう意味があるんだ!?


　と素早く思考を巡めぐらせる。


　すると、一いつ拍ぱく置いてから護衛が言葉を継ついだ。


「……のご使者殿」


　わざとだな？　わざとだな！　どういうつもりだ？　まさか、カマをかけているのか、こいつ!?


　リカルドは薄うすい笑みを浮かべ、


「なんでしょうか、メッシス殿どの？」


　と応えておく。


　お嬢様＝エリオは手にした扇おうぎで口くち許もとを覆おおい、薄うす目めを開けてリカルドのことを見ているし、護衛のメッシスは正面からまじまじとリカルドの顔を見つめている。


　何者だ、こいつら!?


　相手がただの商人の娘むすめやその護衛というわけでもなさそうなのを感じ取ったリカルドは、カオルゥを呼ぼうかどうしようか、少し迷った。


　でも……俺をどうこうしようって感じじゃないんだよな。さて、どうするかな。


　目の前のふたりからは、なんの害意も感じられない。


　それよりもリカルドは、相手が何な故ぜ、自分のことを使者ではなくリカルド本人だと見抜いたのかが気になった。あるいは、見抜いていないまでも、本人ではないかと見当をつけたのかが。


　結局、リカルドは、自分から動くことを諦あきらめ、顔に薄い笑みを貼はりつけたまま、相手の次の一手を待つことにした。


　しばらくのあいだ、緊張を孕はらんだ重苦しい雰ふん囲い気きが馬車の中を支配していたが。


　護衛のメッシスが、


「やぁ、どうもこういう腹の探り合いは苦手だな」


　と言って頭を搔かいた。


　それでリカルドも体の緊張を緩ゆるめる。


「ざっくばらんに行かせてもらおう。いいですか？」


　相手からそう訊きかれたので、リカルドは曖あい昧まいに頷いた。


「では単刀直入にお尋たずねする。あなたはリカルド王子からの使者ではなく、リカルド王子ご本人ではないのかな？」


　やはりそう来たか。どういう理由かわからないが、俺の正体を知ったんだな。


　と思ったリカルドだが、ここで、ええそうです、と頷いてしまうほど間ま抜ぬけではない。


「はて、どうしてそのようなことを仰おつしやるのでしょう？」


　と惚とぼけてみる。


「まぁ、そうでしょうね。使者を名乗っているということは、身分を表おもて沙ざ汰たにできないということですから、こちらが本人ですかと訊いても、正直に答えてもらえないのも当然。やはりこちらも身分を明かしてから問うべきなのだろうな」


　そう言って、護衛のメッシスは隣のお嬢様を見た。


　なるほど、エーデル商会会頭の娘とその護衛というのは詐さ称しようだったわけだ。その辺りは想定の範はん囲い内ではあるけど。


　では、相手が何者かとなると、さすがのリカルドもさっぱり読めない。仕方ないので、おとなしく相手の次の言葉を待つ。


「わたしはメッシナ・メッセ・オレンダムといいます。つまりオレンダム王国の第四王女でして、もっと言えば、リカルド王子の婚こん約やく者しやでもある」


「な……」


　リカルドは絶句した。


　さすがにこれは予想外の展開だ。


　深々と一礼したメッシナは、次いで、隣に座る「お嬢様」を指さし示す。


「そして彼女はエリュシア・エラン・エランドル。エランドル王国の第五王女で、やはりリカルド王子の婚約者です」


　エリュシアは扇で口許を隠かくしたまま、軽く頭を下げた。


「よろしくお見知りおきを。リカルド王子様。いえ、まだ王子様のご使者でしたわね」


　そう言って優ゆう雅がに笑った。


　すでにリカルドは口あんぐりの状態だ。


「そして御者として馬車を操あやつっているのが、レムリエル・レムレル・レースティス。レースティス大たい伯はく国こくの第三伯女で、やはりリカルド王子の婚約者ですね」


　自みずからの名乗りと他のふたりの紹しよう介かいを終えたメッシナは、上体を乗りだすようにしてリカルドの顔を正面から覗のぞき込んだ。


「さて、こうして我々は、正直に、余すところなく、隠すところなく、身分と名前を明かしたわけですが」


　間近に迫せまったメッシナの瞳ひとみは、リカルドの目を射い貫ぬくような強い光を放はなった。


　それでようやくリカルドは我われを取り戻もどす。思考力が回復する。


　どうやら噓うそじゃなさそうだが。それにしても、オレンダムとエランドルとレースティスの王女様が三人揃そろってお出ましとは、いったいどういうことなんだ？


　とはいえリカルドは、相手の言葉を鵜う呑のみにしないということも幼い頃から教えられて育った。ここでも、その特性が発揮される。


「しかし、今あなたが仰ったことが真実なのかどうか、わたしにはわかりません」


　と軽く牽けん制せいを放って相手の出方を見る。


「なかなか用心深い方だ。もっとも、そうでなくてはリディア王国の王子など務つとまらないのでしょうけど。ああ、いえ、まだ王子と決まったわけではないのでしたね」


　にやっと笑ったメッシナは馬車の床ゆかに置いてある小こ振ぶりな筺はこに手を伸のばし、中から一本の短たん剣けんを取りだした。


「わたしの言葉が真実であることを証明するには足りないかもしれませんが、我が王家、オレンダム家の紋もん章しよう入りの短剣です」


　笑みを消して真ま面じ目めな顔になったメッシナは、鞘さや尻じりを持ち、柄つかのほうをリカルドに向け、短剣を差しだしてきた。


「どうぞ、ご確認ください」


　それを受け取ったリカルドは、上下左右を矯ためつ眇すがめつする。


　作りの見事さといい、象ぞう嵌がんされた高価そうな宝ほう飾しよく類といい、たしかに王族が持つに相応ふさわしい逸いつ品ぴんだった。紋章も、オレンダム家のものに間ま違ちがいない。


「いちおうそれは、王家の者以外は持ちだせないことになっているのですが。もっとも、わたしが盗ぬすんできたのではないという証明はできません」


　これは本物っぽいな。


　というのがリカルドの印象だ。


「ありがとうございました」


　リカルドが丁てい寧ねいに短剣をメッシナに返す。


　短剣をしまった彼女は、今度は小筺から髪かみ飾かざりを取りだし、またリカルドのほうへ差しだしてきた。


「これはエランドル王家に伝わる髪飾りで、エリュシアが彼女の母上から譲ゆずられた紋章入りの物です」


　金銀や白しろ銀がねをふんだんにあしらった髪飾りは、それだけでもきらきらと輝かがやいて目に眩まばゆいほどだが、さらに象嵌されたエメラルドやルビー、紫むらさき水ずい晶しようなどの宝石類が輝きに花を添そえていた。


　これも本物っぽいな。紋章もエランドルのものだし。


　リカルドが髪飾りを返すと、最後にメッシナは風変わりな物を取りだした。


「これもご検分ください」


　受け取ったリカルドは、ずっしりと重いその品を、しげしげと見やった。


「これは……鐙あぶみですね？」


「そう、鐙です。レースティス大伯国は騎き馬ば民族の末まつ裔えいが築いた国だそうでして、彼かの国では伯はく子しや伯女に高価な馬具を贈おくるのが慣ならわしなんだそうです。で、レムリエルがもらった物が、この金の鐙だということです」


　鐙にはレースティス伯家の紋章と「我が子レムリエルへ」という刻印があった。


　なるほど、これは。


　小さくため息を吐ついたリカルドは恭うやうやしく金の鐙を返し、やおら居住まいを正した。


「どうやらお三方はオレンダム、エランドル、レースティスの王女様に間違いないようですね」


「結局、我々は盗とう品ひんではないという証しよう拠こを提示できていませんが」


　とメッシナが揶や揄ゆするように言ったので、リカルドも軽く返しておく。


「これらの品を、各王家の王族の下もとから盗んできたのだとしたら、あなたたちは、歴史に名を残すような大だい怪かい盗とうということになります。そうは見えませんが」


「どう見えます？」


「大商人のお嬢じよう様さまと、その護衛の方に」


「それはそうだ。そういう恰かつ好こうをしてるんだからな」


　こりゃ一本取られたと、メッシナは頭を搔いた。


　興味深そうな顔でリカルドとメッシナのやり取りを見ていたエリュシアは、口許を扇で隠したまま、あははと笑った。


「あなた、面おも白しろいお方ね」


「ときどき、そう言われることがあるんですけど。自分では、そんなに面白い人間だとは思っていないんですが」


　と応えて肩かたをすくめると、エリュシアは笑みを収めて言った。


「ここではこれが精せい一いつ杯ぱいですけど、わたしどもの身分の証明は、このあとにいたします。もっとも、あなたがおとなしく一いつ緒しよに来てくださったら、という条件付きですけど」


「どういうことですか？」


「これから行くのはエーデル商会の別宅ではなく、エランドル王家の別宅ですのよ。そこへ行けば家か宰さいもおりますし、警備の兵もおります。彼らならば、わたしどもの身分を証あかしてくれますわ。さすがの大怪盗も、エランドル王家の別べつ邸ていを用意することはできないでしょう？」


「そうですね」


　と微笑ほほえんだリカルドは、


「では、わたしも本当の名を名乗りましょう」


　と言った。


「お願いします」


「お願いするわ」


「わたくしは、リディア王国の王太子、リカルド・ライアス・リディアであります。これまでのご無礼の数々、お許しください」


　顔を見合わせたメッシナとエリュシアは、満足そうに頷うなずいた。





　　　　７





「さて。そうなると、どうして我々が三人だけで旅をしていたのか。しかも、商人の娘むすめとその護衛の振ふりをして、という話をしないわけにはいきませんね」


　とメッシナが切りだした。


　たしかに、そこはリカルドがいちばん知りたいところだ。


　だが、そうなると。


「こちらも、なぜわたし自身が、わたしからの使者を名乗って旅をしているかという理由を説明しなくてはなりませんか」


　とリカルドが返すと、メッシナは思いの外ほか真面目な表情で応えた。


「いえ、リカルド王子が身分を偽いつわって旅をしている理由はおおよそ把は握あくしていますから」


「……そうでしたか。では、そちらの理由をお聞かせください」


「ええ、わかりました」


　メッシナは大きく頷いて話し始めた。


「理由は、ある意味、単純明快でしてね。要するに我々三人は、あなたから後回しにされたくなかったのですよ」


「えぇと……」


　リカルドは素早く思考を巡めぐらせる。


　婚約者であるメッシナたちが「後回し」と言う以上、それは彼が婚約者を巡る際の順番のことだろうとリカルドは当たりをつけた。


「わたしが十六人の婚約者を巡る順番のこと……でしょうか？」


「まさに、それなんです」


「いえいえ、旅を始める前に使者を遣つかわしてお伝えしたとおり、この順番に特別な意味はありません」


「意味はなくても、我々にも女の意地というモノがある。おわかりですか？」


　女の意地などという言葉を出されてしまうと、リカルドにはそれ以上のことは言えなくなってしまう。


「えぇ、まぁ……そうですか」


　と頷くしかない。


「それに、各国、各王家、そして王族の各人には、それぞれが置かれた立場やら思おも惑わくやらというモノがある」


「ええ、それはよくわかります」


「ということで我々三人は、リカルド王子が自分の下を訪れる順番が十番手以下では困るなぁ、ということで意見の一いつ致ちを見ました」


「あ、はぁ、そうですか」


「現状、何番手になるかはわからないが、下へ手たをすると十番手以降になる可能性も充じゆう分ぶんにある。エランドルはともかく、わたしとレムリエルの国は、それほど影えい響きよう力のある国でもありませんしね」


　たしかに、経済力や軍事力、周辺諸国への影響力という点では、メッシナの言うとおりかもしれない。


　が、それに対して頷いてしまっては失礼になるので、彼女の言葉には反応をせず、リカルドは話の続きを待つ。


「我々としては、リカルド王子との対面が十番手以降になれば、周りの国から『あそこはリディア王国にすら軽かろんじられている』と思われてしまうのが嫌いやだったと、そういう言い方もできます」


　それは……わかるな。


　いくらリカルドが「順番に意味はない」と言っても。そしてそれが、王女たちには理解してもらえたとしても、周りの国々がどういう目で見るかまでは保証できない。


　自国の権けん威い付けや序列の上下に熱を入れている貴族や王族も多いのだ。


　何か事あるごとに、それを自分の権威付けに利用しようとする輩やからも。


　リカルドには、メッシナの言葉を「考えすぎだ」と笑うことはできなかった。


　にしても、この王女様、見た目は豪ごう快かいそうに見えて、意外とよくものを見て、よく考えているんだな。いや、考えているのは彼女ではなく、となりのエリュシアのほうかもしれないけど。


　残りのひとり、レムリエルがじつは参さん謀ぼう……という可能性は、リカルドの頭には浮うかばなかった。


「いま言ったように、理由はいろいろあるのですが、まぁ、ぶっちゃけ婚こん約やく者しや殿どのに放っておかれるのは面白くない、という理由も大きかったかな。だってそれって、女として軽んじられているみたいでしょう。そう思いませんか、リカルド王子？」


「あ、いや……そういうことでは……ないと思い……ますけど」


「そうなのか。では、『巡る順番に意味はない』というリカルド王子の言葉、そのままの意味に受け取っていいのかな」


「いいとも。俺の……あ、いや、わたしの城から行き易やすいってことで最初の行き先としてシュールティスを選んだだけですよ。そのあとに関しては、シュールティスで起きた反乱騒さわぎに巻き込まれた影響を受けたのは事実だけど、基本的に順番に意味がないのは変わらない。籤くじ引びきででも決めたと思ってもらうのがいいんですけどね」


　リカルドはやや熱を込めてそう説明したのだが、メッシナは違ちがう箇か所しよに食いついてきた。


「ほう？　リカルド王子のいつもの自じ称しようは『俺』なのか」


「……親しい者の前では、ですね」


「だったら、我々の前でも『俺』でかまわないですよ」


　すると、エリュシアが口を挟はさんできた。


「というか、『俺』でないと、親しい者だと認められてないってことになるじゃない？」


「ああ、そうだな。それは婚約者差別だ。話し方も、親しい者向けにしてもらえるとありがたいな」


「わかった。じゃあ、ここからは、俺でいかせてもらうさ」


　と応えながら、リカルドは内心で笑いを漏もらしてしまう。


　変な奴やつらだな。でも、面白い奴らだ。俺に会う順番に拘こだわった挙げ句に、女三人で旅に出て俺の先回りをしてしまうなんて……って、あれ？


　リカルドは大きな疑問に行き当たった。


「ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」


「なんだろう、リカルド王子？」


「あんたたちが、さっき、あそこで落石に巻き込まれて立ち往おう生じようしていたのは、まさか、全部自作自演なのか!?」


　メッシナとエリュシアは顔を見合わせたが。


「「まさか」」


「そうか。俺はまた、俺の先回りをして偶ぐう然ぜん出会うことを装よそおうために、わざわざ岩を落として街道を塞ふさいだのかと思ったぞ」


「いくらなんでも、それはやり過ぎだ。というか、こんなか弱い女三人に、そんな真ま似ねができるはずがない」


　とメッシナが言うと、エリュシアは口許に扇おうぎを当て、意味ありげな流し目をメッシナに送ってきた。


「あら？　か弱いのはひとりだけだと思うけれど？　あなたとレムリエルがいれば、岩を落とすどころか、崖がけを崩くずすことだってできるのではなくって？」


「できないわっ！　わたしは魔ま人じんでも巨きよ竜りゆうでもないからなっ」


「そうねぇ。巨竜ではないわねぇ。巨きよ乳にゆうではあるけれど」


「はぁ？　なんだ、それ。嫌みのつもりか？　それとも僻ひがみか？」


「大きければいいってものではないの。全体の均整が大事なの。あなた、体の他の部分が男らしいのに胸だけが女らしいから、均きん衡こうが崩れているのよ。むしろ破は綻たんしているのよ。惜おしいわね」


「ああ、そうかい。エリュシアはたしかに全身の均衡が取れているよな。裸はだかになったときのおまえの美しさは、女のわたしが見ても惚ほれ惚ぼれするくらいだ。ただし、その分、精神の均衡が破綻しているようだが」


「なんですってぇぇ」


「そうだろうがぁぁ」


　ふたりが額ひたいをぶつけんばかりに睨にらみ合いを始めたので、リカルドは慌あわてて仲裁に入った。


「おいおい、ふたりとも、仲間割れは止やめろって」


「あ……」


　リカルドの存在を思いだしたふたりは、そそくさと体勢を戻もどした。


「そんなことで喧けん嘩かするなよ。あんたたち、仲良し三人組じゃないのかよ」


「いや、べつにわたしとエリュシアやレムリエルは、仲がいいから連つるんでいるというわけではないんだ」


「え？」


「レムリエルも含ふくめて我々三人は、幼い頃ころからの腐くされ縁えんでね。今回のこれも、互たがいの利害が一致したから共に行動しているだけさ」


　う～～ん、そうなのか？　ただ利害が一致したってだけで、こんな悪わる巧だくみ……と言ってしまうのはアレだけど、こんなことを一いつ緒しよに進めようなんてするかな。


　それに、口では罵ののしり合いながらも、深いところでは互いをよく理解している。


　そんな雰ふん囲い気きも感じられる。


　リカルドは、この手の観察眼にはある程度の自信を持っているのだ。


　だからメッシナの言葉も、リカルドに対する照てれ隠かくしではないかと思った。


「いや、それはそれとして、肝かん心じんな話に戻るけど」


「ん？　なんだっけな」


「街道で立ち往生していたのが自作自演であってもなくても、どうして俺たちがあそこを今日、あの時間に通りかかるのがわかったのかって思ってさ。旅程を決めたのはつい最近だし、旅程を知っている者は俺たち以外にはいない。そもそも俺がジョーザン渓けいに向かったのだって、ゼーテルネの三つ子王おう女じよに言われて、急きゆう遽きよ、予定を変へん更こうしたからだ。あんたたちが先回りして待まち伏ぶせられるはずがないんだけど？」


「ああ、そのことか。それこそ、リカルド王子の考えすぎだ」


「どういうことだ？」


「つまり、今日、あの時間に我々があそこにいたのは、そしてもちろん落石で道を塞がれ立ち往生していたのは、単なる偶然だ」


「なんだってぇぇ!?」


　それこそどういう偶然だと、リカルドは仰ぎよう天てんする。


　っていうか、そんな偶然があり得るのか？　裏から手を回してどうにかして情報を入手して先回りしていたと言われたほうが、まだ納得できるぞ。


「やはり驚おどろくか」


「いや、驚くだろ、それは」


「我々も、こんな偶然があるだろうか、と驚いたものさ。その前に『リカルド王子からの使者』が本物の使者なのか、それともリカルド王子本人なのかを見み極きわめなくてはならないという問題があったんだけど」


「ああ、それ。それも訊きたかったことだ。俺のことを最初から知っていた……わけじゃないんだな？」


「まったく知らなかったわけではない。わたしは以前に一度だけ、リカルド王子に会っているんだ。ただ、なにぶん昔の話でね、王子の顔立ちに関する記き憶おくはずいぶん薄うすれてしまっていた。なので、今回は王子の似顔絵を用意したのだけれど」


　用意した物が、似顔絵というより似に体からだ絵えだったことは黙っておく。


「とはいえ、似顔絵はあくまで似顔絵。あなたを見て、リカルド王子本人だと確信できたのではないんだ」


「では、どうやって俺が俺であることを見み抜ぬいたんだ？」


　メッシナは不敵に笑った。


「声を聞いて、さ」


「声？」


　リカルドは思い切り怪け訝げんそうな表情になるが、メッシナは事も無げに言う。


「わたしは耳がよくてね。小さな音を拾ひろうのも得意だけど、それ以上に人の声を聞き分けるのが得意なんだ」


「しかし、俺の声を聞いたことがなければ……ああ、そうか。以前に一度、会っているんだっけ？」


「そうなのだ」


　彼女の顔には何かを懐なつかしむような表情が浮かんでいる。


「会ったのは、わたしがほんの幼い頃、どこかの夜会で……だったかな。近きん隣りんの王族やら貴族やらが大勢集まっていた記憶がある」


　リカルドがしきりに首を捻ひねっているところを見ると、メッシナと会ったことを思いだせないようだ。


「実際に会って話をしたわけではないから、リカルド王子が覚えていなくても無理はない。わたしが王子を見かけ、王子が誰だれかと話しているのを離はなれたところから聞いたことがあるというだけだから」


「あ、そうなのか」


「そのときに聞いた王子の声は、なかなかいい声でね、わたしの耳に刻み込まれたんだ。その後、王子の顔立ちは忘れても、声だけは覚えていたよ。わたしが長じると、こんなわたしにも婚約者を選ぼうという話が持ちあがった。親から『希望はあるか？』と訊かれたわたしは、真っ先にリカルド王子の名を挙げたものだよ」


「まったく、がさつで男らしいメッシナには似合わない洒しや落れた話よね」


「うるさいな。似合ってないのは自覚しているよ」


　とエリュシアを制しておいて、メッシナは話を続ける。


「そういうわけでね。リカルド王子の声は幼い頃に一度聞いただけだけど、覚えてはいたのだ。声や音に関しては、記憶力に自信があるんだ。もっとも、人は成長すれば声変わりするものだ。特に男子はね。だから、絶対に間違いないとまでは断言できないんだけど、でも、声変わりしたとしても声の本質はそれほど変わらないからね。そこはわかるんだ。だから街道で出会ったリカルド王子の使者の声が、記憶の中の懐かしい声に重なったのでピンときた。もしかして、この使者はリカルド王子本人ではないだろうか、ってね」


　似顔絵（似に体からだ絵）を見て顔が似ているのも確認したのだが、そこには触ふれないでおく。


「それは……凄すごいな」


　リカルドは素直に感心した。


「どれが？　幼いわたしがリカルド王子の声に懸け想そうしたってところがかい？」


「あ、いや、そうじゃなくて。いやまぁ、それもなかなか大した話だとは思うんだけど」


　リカルドは照れたように右手で頰ほおを擦こすった。


「人の声を聞き分けたり、しかも、何年も前の声を覚えていたりという、メッシナ王女の能力が凄いと思ったんだよ」


「たしかに、他の人にはない能力だけど、それほど大した能力というわけでもないんだ。何より使える場面が限られているしね。今回のようなことでもない限り、この能力も宝の持ち腐ぐされなのさ」


「そんなことはないと思うけどな」


　リカルドは本心からそう言った。


「とにかく今回だけは、わたしの耳が役に立ったというわけだね。使者は使者でなくリカルド王子本人ではないのかと、そう当たりをつけたので、一ひと芝しば居い打つことにしたんだ」


「なるほどな。ようやくここに至るまでの大まかな流れが理解できたぞ。それにしても、凄い偶然があったものだな」


　とリカルドが感心すると。


「たしかに凄い偶然には違ちがいない。そして、我々にとっては凄い幸運でもあったわけだ。何しろ、リカルド王子がゼーテルネの王女との顔合わせを済ませてジョーザン渓温泉郷きようを通りかかるのをなんとか捉つかまえようと思っていたんだから」


「そうだよな。あんたたちからすると、俺がいつ通りかかるかなんて、わからないわけだものな」


「そう。ゼーテルネでの用向きが終われば、ジョーザン渓温泉郷経由で次の訪問国へ向かうことまでは予想できるけど、それがいつになるのかまではわからない。だから、三人でエランドル王家の別べつ邸ていに入って、リカルド王子一行と思われる一団が通りかかるのを待とうと、そういう予定だったんだ。エリュシアのところの別邸なら、エランドルの兵もいるから、彼らを動かして網あみを張ることもできるしね。ところが」


　メッシナはひょいと肩かたをすくめてみせる。


「エリュシアの別邸に向かって馬車を進めていると、落石で道の前方を塞がれてしまった。なんてツイてない、幸さい先さきが悪いと嘆なげいていたところへ、リカルド王子のご使者様一行が通りかかったと、そういうことなんだよ。禍か福ふくはあざなえる縄なわの如ごとし、なんて諺ことわざがあったと思うけど、まさにそれを地でいくような展開だったね」


　けれど、それが我々にとってのみ幸運だったのかどうかはわからない。エリュシアにも言ったように、わたしは自分が幸運な女だとは思ってないんだ。もしかすると、この偶然の出会いには……。


　メッシナの視線に気づいたリカルドが、うん？　と小首を傾かしげる。


「何か？」


「あ、いや、なんでもない。それよりも」


　メッシナが上体を乗りだした。


「今度はリカルド王子のほうの経いき緯さつを聞かせてもらえないだろうか。先ほど『ゼーテルネの三つ子王おう女じよに言われて急遽、予定を変更した』というようなことを言ったね？　それはどういうことなのかな？　もちろん、差し支つかえなければ、でいいのだけど」


「そうだな。じゃあ、今度はこちらの事情を話そうか」





　　　　８





　訪れたゼントール城では三つ子王女に会えなかったこと。


　代わりに、留守を預かる城じよう代だい家が老ろうのネクシールが三つ子王女から預かっていた文ふみを渡わたされたこと。


　その文に書いてあったことを、リカルドは要約して話す。





　曰いわく。


　三つ子の中からリカルドの婚こん約やく者しや、ネゥラを特定すること。


　三人はジョーザン渓にあるゼーテルネ王家の別邸で待っているから、リカルドにはそこまで来てもらいたいこと。


　特定にかけられる日数は三日間。


　その間にリカルドが見事ネゥラを特定したら、婚約者同士の正式な対面の儀ぎを執とり行うこと。


　特定に失敗したら、あるいはこの申し出を受けなかったら、その場合はリカルドの不誠実さを言い立てるつもりであること。


　その結果、婚約解消という事態になっても、その非はリカルドにあること。





「……とまぁ、こういうことだったんだ。だから俺たちは、ジョーザン渓の温泉郷にあるゼーテルネ王家別邸へ向かって急いでいた」


　リカルドの説明を聞いて、メッシナもエリュシアも、そのわかり易やすさに感心する。


　時系列も因果関係も一通り話を聞いただけで把は握あくできた。


　リカルド王子、噂うわさどおり頭がいいようだな。


　リカルド王子、評判どおりの切れ者のようね。


　ふたりは改めてリカルドをそう評価するのだった。
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「三日間を先方の別邸で三つ子王おう女じよと共に暮らし、その間にネゥラ王女を特定するわけか。一種の遊ゆう戯ぎだな、これは。あの三つ子王女らしいといえばらしいが」


　リカルドの話を聞き終わったメッシナは、納得の顔で小さく頷うなずいた。


「リカルド殿どのの事情と抱かかえている問題点は理解した。把握できた」


　今度はエリュシアが訊きいてきた。


「で、どうなのかしら？　リカルド王子としては、ネゥラ王女を特定できそうなの？」


「いやぁ、どうだろう。こればっかりは会ってみないとなんとも言えないな。ただ、話に聞く限り、三つ子王女は顔から体格からまったく同じだっていうから、かなりの難題なんだろうな」


「あの三つ子王女にはわたしもエリュシアも一度だけ会ったことがある。たしかに見た目はそっくりで見分けがつかなかった。リカルド王子は何か考えがあるのかな？」


「いちおう、ゼントール城の城代家老兼けん教育官からは、三つ子王女の身体的特とく徴ちようは聞いてきたんだけど……」


「ほう？」


　メッシナとエリュシアが面おも白しろそうな顔になった。


「しかし、外見ではまったく見分けがつかないのだから、その『身体的特徴』というのは、もしかしてひょっとすると服の下にあるものではないのかな？」


　リカルドは内心で、ひゅ～～、と口笛を吹ふく。


　やっぱりこのメッシナ王女、見た目に似合わず……な～んて言うと殴なぐられそうだけど、頭がいい奴やつだな。


　エルメンネッラ王女も切れ者だったが、彼女は抜ぬき身みの剣けんを提さげているような危あやうい切れ味だった。それに比してメッシナ王女は、鞘さやに収めた剣を提げている感じだ。


　普ふ段だんはそれほど危なくはないが、いったん剣を抜けば、たちどころに相手を斬きり倒たおす。そんな迫はく力りよくがあるとリカルドは感心した。


　その思いを押おし隠かくすように、リカルドは、いやまぁ、と頭を搔かいてみせる。


「そのとおりで、じつは……」


　とリカルドは、王女の身体的特徴、つまりナゥラとノゥラには胸に黒子ほくろがあって、ネゥラにはないということを説明する。


「ほうほう、なるほど、それはそれは」


「素す晴ばらしくも素す敵てきな特徴ね」


　ふたりの王女が、にやにやと嫌いやらしい笑みを浮うかべる。


「つまりリカルド王子は、三日のあいだに三つ子王女の入浴を覗のぞいて、ネゥラ王女たちの体をその目でしっかりとじっくりとたっぷりと確認して特定しようと、そういう腹づもりなんだな」


　またそういう嫌みを。セフィアじゃないんだから。


　と内心密ひそかに突つっ込こむリカルドだった。


「いや、違うって。俺が覗いたら外交問題に発展しかねないだろ」


「けれど、相手は婚約者なのだし、べつにそこまで大問題にはならないのではないの？」


　エリュシアがそう言うと。


「ネゥラ王女だけならそうかもしれないけど、他のふたりは俺の婚約者でもなんでもないんだぞ。もしかすると、他の王家との縁えん組ぐみが決まってるかもしれないじゃないか。そんな王女の入浴を覗いたら、ゼーテルネと揉もめるだけじゃなくて、その相手国とも揉めてしまうわ」


「ほうほうほう。そうかそうかそうか」


「なるほどなるほどなるほど。そうねそうねそうね」


　ふたりは大げさな態度で頷いている。目配せして頷き合っている。


　リカルドは全身に悪お寒かんが走り、肌はだが粟あわ立だった。


「たしかに婚約者だけが相手なら問題はないな」


「まったくこれっぽっちも問題はないわね」


「よし、リカルド王子」


　リカルドは些いささか腰こしの引けた体勢で訊き返す。


「な、なにが『よし』なんだ？、メッシナ王女？」


「ゼーテルネの別邸へ行く前に、やはりこちらに、つまりエランドル王家の別邸に寄ってもらおうか」


「……は？　どうしてエランドルの別邸へ行かなくちゃならないのかがわからないな」


　メッシナとエリュシアは、ふふふ、と含ふくみ笑いを漏もらした。


「それはね、リカルド王子。三つ子王女を見分けるための作戦会議を執り行うためだよ」


「……どうして俺は、あんたたちと作戦会議をしなくちゃならないんだ？」


　相手を牽けん制せいするようにリカルドがそう言うと。


「なぁに、簡単な話だよ。わたしがリカルド王子に課された難題を解決するための方策を提供できると思うからさ」


「なんだって!?」
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　一いつ刻とくほど後、リカルドを乗せたエランドル王国の馬車は、ジョーザン渓けい温泉郷きようの一いち隅ぐうにある王家の別べつ邸ていに到とう着ちやくした。


　待ち構えていた家か宰さいや警備兵の隊長に恭うやうやしく迎むかえられたエリュシアを見たリカルドは、たしかに彼女がエランドルの王女であることを確認した。


　であれば、メッシナとレムリエルもオレンダム王国とレースティス大たい伯はく国こくの王おう女じよと伯女であることに間ま違ちがいない。


　事実、家宰はふたりを見知っているようで、丁てい寧ねいな態度で接している。


　リカルド本人に関しては、「商談のため密ひそかにエリュシア王女を訪れた某ぼう国こく大商人一族の若手」という設定で押し通すことにした。というか、エリュシア王女に頼たのんでそうしてもらった。


　三つ子王女の別邸に行く前に、エランドル王家の別邸でリカルドがエリュシアたち三人と密会していたなどという話が相手、つまりゼーテルネ側に知られたら不ま味ずい。


　それは「リカルド王子」であっても「リカルド王子からの使者」であっても同様だ。


　ゼントール城の城じよう代だい家が老ろうとは、「リカルド本人」として話をしたし、それ以外の者には「リカルド王子からの使者」で押し通していた。


　そしてリカルド（からの使者）は、このまま三つ子王女が待つ別邸へ向かうと言ってゼントール城を出てきたのだ。


　だから、本人であれ使者であれ、ジョーザン渓で待っている三つ子王女の下もとへ行く前にエランドル王女の別邸に寄っていたことが知られたら、それはそれで大きな問題が発生しそうな気がする。


　ということでリカルドは、リカルドとは関係のない「某国大商人の一族」として扱あつかってくれるように頼んだのだった。


　ほんっと、毎度毎度、行く先々で何かしら厄やつ介かい事ごとが起こるんだよなぁ。


　と頭を抱かかえるリカルドである。
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　厄介事は、それだけではなかった。


　招待に応じて別邸へ行く前に、なぜリカルドがリカルドであることをエリュシア、メッシナ、レムリエルの三人に知られたのか、そして、身分を明かしたリカルドが、どうして唯い々い諾だく々だくとエリュシアが管理するエランドル王家の別邸へ行くのかということをセフィアやユーリ、マリウスやアイオリッタに説明するのが、これまた難題だった。


　中でも、エリュシアたち三人がリカルドの婚こん約やく者しやで、身分を明かしたリカルドがエリュシアの別邸に招待され、これを受けることになったと聞いたセフィアのご機き嫌げん斜ななめ具合は並なみ大たい抵ていではなかった。


「いや、だって、三つ子王女を見分けるのに手を貸してくれるって言うからさ」


　とリカルドは必死に言い訳をしたが。


「さようか。リカルド殿どのは、吾われやユーリ殿の手を借りるより、見も知らぬ王女様の手を借りるほうがいいのか。どうやら吾はお邪じや魔ま虫むしのようだの」


　などと臍へそを曲げる始末。


　もちろん、ユーリもセフィアに同調して共に臍を曲げまくりだ。


　リィシャとギ・アナは、自分の主人を蔑ないがしろにされたようで面おも白しろくない。面と向かってリカルドを非難することこそないものの、ぶちぶちねちねちと嫌いやみや皮肉を放はなってくる。


　おい助けてくれよ、とマリウスやアイオリッタに救いを求めても。


「いいなぁ。羨うらやましいなぁ、王子。可愛い婚約者にヤキモチを焼かれるなんて男おとこ冥みよう利りに尽つきますよね？」


　マリウスはまったく頼たよりにならなかった。


「貴様の下半身が腐ふ敗はいしているのが原因だ。下半身の腐敗した箇か所しよを切り落とせば、問題はあらかた解決するのではないか？」


　アイオリッタは、リカルドを救うどころか、むしろ敵に回った。


　カオルゥはどこまでもとばっちりを避さける態勢だし、ネゥネゥに至ってはリカルドなどそっちのけで、晩ばん餐さんの料理を作らせてはもらえないかとエリュシアと家宰を相手に交こう渉しようを始める始末だった。


　孤こ立りつ無む援えんにして四し面めん楚そ歌かなリカルドだった。


　そこへ、ただひとりの援えん軍ぐんが現れた。


「心配しなくてもいいさ、リカルド王子」


「セイラ！」


「君がスケベ心から、あるいは邪よこしまな心から相手の申し出を受けたのではないことをボクは承知している」


「おお、わかってくれるのか！」


「わかっているとも。君は女の子が好きで、特に可愛い女の子や美人の女の子は大好きで、そういう娘こに頼まれれば嫌と言えない性格なのだからね。メッシナやエリュシアに頼まれれば、断れないだろうとも」


　援軍は、あっさりと寝ね返がえった。


「……おい」


「だからセフィア王女もユーリ王女も、あまり心配する必要はないのさ。リカルド王子は君たちのことも大好きなのだから」


　というか、そもそも最初から援軍ではなかったようだ。


「おいぃ、もういいから黙だまれよ、おまえは！」


「おや？　せっかく応おう援えんしてあげたというのに、どうしてリカルド王子は怒おこっているのだろうか」


「そうか、そうか。リカルド王子は、可愛い女子なら誰だれでも大好きなのじゃな。見み境さかいなく好きなのじゃな。手当たり次第好きなのじゃな」


「か、可愛い女子なら誰でも……って、それは可愛くても女子でないと好きではないということですか？　それは困ります」


　ぐぁぁぁぁ、こいつらは。本っ当にこいつらは。


　リカルドはセフィアとユーリを思い切り睨にらみつける。


「おい、セフィアもユーリも、本気でそんなこと思っているのか!?」


　セフィアとユーリはリカルドの迫はく力りよくに圧おされ、ふっと視線を外し、口の中でもごもごと言い訳を言う。


「いやべつに、そういうわけではないのじゃが……」


「も、もちろんリカルド様がそんな不実な方でないことはわかっています……けど……」


「だったら。少しは俺を信じやがれってぇの」


「ああ、うむ」


「そ、そうです……ね」


「とにかく。俺の喫きつ緊きんの課題は三つ子の中から婚約者を見み極きわめることなんだから、それを手伝ってくれるという申し出を断ることはできないの。現状、俺は藁わらにもすがりたい気持ちなんだからな」


「さようじゃな。あの三人の王女は、流れてきた藁とでも思えば、まぁ……」


　我が慢まんもできるだろうとセフィアは思ったが、それを口にするのはなんとなく悔くやしかったので、最後は言葉を濁にごしてしまう。


「ぼ、僕はリカルド様が他の王女たちと仲良くなっても、僕を女子に戻もどすために手を貸していただければそれでいいので……」


　目を瞑つぶりますという言葉を、やはりユーリは胸のうちにしまい込んだ。


「じゃあ、せめて邪魔をしないで見守っていてくれよ」


「な、何を言うか。吾はリカルド王子の邪魔をしたことなど、ないぞ？」


「僕だって、いつもリカルド様のことを優しく見守っています」


「どの口がそういうことを言うか!?　これか？　これなのか!?」


　リカルドは、セフィアのほっぺたを抓つまんで思い切り引っ張ってやった。


「にゃな、にゃにほふるはなにをするか、りリはカるルほドほどほの」


「セフィア……」


「にゃな、にゃんになんじやゃ？」


　リカルドはセフィアの左右のほっぺたを引っ張ったまま彼女の顔をまじまじと見つめ、そして。


「可愛いな」


「ふぬはな～～っっ!?」


　セフィアが大きく頭を仰のけ反ぞらせたので、リカルドの指が彼女の頰ほおから外れた。


「なっなっなっ何を言うておるのじゃ、リカルド殿は」


　セフィアは赤くなった頰を──引っ張られたせいだけではなさそうだ──両手で押さえ、あちらを向いてしゃがみ込んでしまった。
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　すると。


　ユーリが右頰を差しだすようにしてリカルドに迫せまってきた。


「リカルド様、ぼっ僕も可愛く……してください！」


「あ～～……」


　ユーリが女子ではないという事実に若じやつ干かんの抵てい抗こうを覚えるリカルドだが、ここでセフィアとユーリを差別するのも具合が悪いかもと思って、ユーリにも同じことをしてやる。


「ふぁか、ふぁふぁひひへふはかわいいですか？」


「ああ、可愛いぞ」


「ふうれれひしひいへでふす」


　リカルドが手を放してやると、ユーリは上気した頰を押さえてふらふらと離はなれていった。


　やれやれ。婚約者と一いつ緒しよに旅をしていると、しかも複数の婚約者と一緒だと、気を遣つかうことが多くて大変だな、俺も。いや、よくやってると思うぞ、我ながら。


　などとリカルドが自分を慰なぐさめていると、こちらを見ているセイラと目が合った。


　ぎくり。


「な、何か言いたいことがあるのか、セイラ？」


「いや、どうだろう。身も心もアイオリッタ殿に捧ささげたボクではあるが」


　と言うセイラの隣となりでアイオリッタが苦にがい顔になっているが、セイラはそんなことに気づこうともせず、言葉を継ついだ。


「そうしてリカルド殿が他の婚約者たちといちゃいちゃしているのを見せつけられると、心が穏おだやかではなくなるな」


「なんでだ？　セイラは剣けん術じゆつの腕うでがぱっとしない俺のことなんか眼中にないんだろ？」


「いや、そうなのだが」


　あっさり肯こう定ていするのかよ！


「それでもボクもリカルド王子の婚約者であることには違ちがいがないのだからね」


「じゃあ、どうしろと」


「どうだろう、ここは公平に、ボクも可愛くする方向でひとつ」


「本気か？」


「ボクはいついかなるときも本気だよ、リカルド王子」


　どうしようもないほど面白い奴やつだな、こいつは。っていうか、こいつも？　なんつ～か、俺の婚約者、どいつもこいつも変わり者で面白い奴ばっかだ。いったいどういう巡めぐり合わせなんだか。


　類は友を呼ぶ、という諺ことわざがちらりとリカルドの脳のう裏りを過よぎったが。


　いや、違う違う。俺が面白い奴だから、似たような王女が集まってきたとか、そういうことは絶対にねえ。


　自分が思いついたことを思い切り自分で否定しておいて、リカルドはセイラの頰に両手を伸のばした。


　セイラは今か今かと待ち受けるように、体をやや前ぜん傾けい姿勢にしてリカルドのほうへ顔を差しだしていた。


　リカルドは抓んだほっぺたをむにゅ～～っと引っ張ってやる。


　ぷっっ。


　いつも気取った表情と仕草をしているセイラのその様は、予想以上に可お笑かしかった。


　リカルドは思わず噴ふきだしそうになったが、さすがにここで噴いてはセイラに失礼だと思って必死に我慢した。


「ほどほうはだほろーう、ほボふクはははかはわひいーいはだほろーうはか？」


「ああ、かなり可愛いぞ」


「ふぉへふぁほふぁっはそれはよかつた」


　リカルドの手が離れると、セイラは少し伸びたほっぺたをさすりながらアイオリッタに向き直った。


「いつかアイオリッタ殿どのにもやってほしいものだね」


「やらん、やらん」


　アイオリッタは怖おぞ気けを震ふるいながら慌あわてて手を振ふった。


　リカルドが婚約者の頰を次々に引っ張るのを本気で羨ましそうに見ていたマリウスが、ため息を吐つきながら指し摘てきしてきた。


「っていうか、話の流れがどこかへすっ飛んでいっちゃいましたけど～～？　まぁいいんですけど～～。あ～あ、僕も口く説どく相手がほしいな～～」


　彼のやる気は、だだ下がりだった。


「とにかく俺は三つ子王女のネゥラを見極めなくちゃいけないの。そのためならメッシナたちの助力を仰あおぐことも厭いとわないんだ。ってことで、俺はエリュシア王女の別べつ邸ていへ行く。みんな、ついてきてくれるんだろ？」


　やる気のある者ない者、納得した者しない者、不満のある者ない者が入り乱れる形で、各人が各様に頷うなずいた。


　そうしてリカルドの一行は、エリュシアが管理する──実質的な管理者は家宰だが──エランドル王家別邸を、全員揃そろって訪れることになったのだった。
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　別邸に招き入れられたリカルドたちは、用意された応接の間まで、出されたお茶を飲んで寛くつろいでいると、メッシナ、エリュシア、レムリエルがやって来た。


　当然、三人とも着き替がえていたが、それでもメッシナは筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの上着という男っぽい恰かつ好こうだった。


　一方、レムリエルは短い筒袴を脱ぬいで短たん裳も姿に変わっている。今で言えばミニのワンピースというところだ。なかなか可愛かった。


　エリュシアの長なが裳もはさらに豪ごう華かになっている。


　東方から移入された青あお絹ぎぬ製の長裳は半なかば透すけるような透とう明めい感かんがありながら、生地自体がきらきらと輝かがやいていた。その上、金糸、銀糸がふんだんあしらわれ、艶あでやかな文もん様ようが描えがかれている。


　三者三様だな。けど、みんな似合ってる。


　三人の出いで立ちをを見たリカルドはそんな感想を持ったのだが、あまり凝ぎよう視ししているとセフィアやユーリに何か言われそうなので、直すぐに視線を外した。


　部屋に入ってきたメッシナとエリュシアは、


「晩ばん餐さんをいただきながら、三つ子王おう女じよの出してきた課題を乗のり越こえるための方策を話し合いましょう」


　と提案してきた。


　異存はないとリカルドが応こたえると、エリュシアがさらに提案を重ねた。


「晩餐の用意が調ととのうまで、あと一いつ刻ときくらいはかかるでしょう。何せリカルド王子のご一行、人数が多いですし」


　提案というか、皮肉というか、探りというか。


　エリュシアたちが、セフィアやユーリ、リィシャやギ・アナといった侍じ女じよ軍団の存在になんらかの疑いを抱いだいているのは確実と思われる。


　かといって、リカルドのほうから積極的にセフィアとユーリ（とセイラ）の身分を明かす必要もないので、とりあえずリカルドはしらばっくれておいた。


「リカルド王子は、よほど侍女が好きな質たちなのね」


　とさらに皮肉を放ったエリュシアだが、それ以上は追つい及きゆうしてこなかったので、リカルドは密ひそかに安あん堵どの息を吐はいた。


「それまでここでぼんやりとしているのも芸のない話ですし、お風ふ呂ろに入って旅の汗あせを流したらどうかしら。お湯はもう沸わいているそうだから、すぐに使えるわよ」


　これまたリカルドに異存があろうはずがない。


「ありがたい。助かるよ」


　とリカルドが応えると、エリュシアはちらっとメッシナに視線を向けた後、澄すました顔で説明を続けた。


「別邸の湯ゆ殿どのは、王族用の物がひとつと、王族以外が使う物がひとつあります。リカルド王子には王族用の湯殿を使っていただけばいいけれど、それ以外の女子の方たちは、もうひとつのほうを使っていただくしかないわね。全員が一度に入ると少し手て狭ぜまに感じられるかもしれませんけど、そこは我慢していただくしかないわ」


　ぬぐぐぐぐ、と歯は嚙がみしているセフィアに気づいたリカルドは、おい、頼たのむぞ、抑えてくれよセフィア！　と念を送った。


　それが効いたわけでもないだろうが、セフィアは何も言わず、すっと肩かたの力を抜ぬいたので、リカルドもリィシャもつられて肩の力を抜いた。


「委い細さい、承知いたしました、エリュシア王女様」


　とアイオリッタが残りの者を代表して返答をした。


「では、リカルド王子はこちらへ。わたしとレムリエルで湯殿までご案内いたしますわ。残りの女子の方々はメッシナが案内いたします。石せつ鹼けんや洗い布などは湯殿に用意してありますので、手ぶらで行ってくださればけっこうです」


　とそのとき。


　唐とう突とつにネゥネゥが立ちあがり、右手を挙げた。


「あ、わたしはお風呂はけっこうです。その代わり、よかったら、もう一度、ここの料理人の方とお話しさせていただけませんか？」


「どういうことかしら？」


「やはりこちらの人数が多いですから、そちらの料理人さんだけでは大変だと思います。それに、わたしなら、リカルド王子様の好みも承知していますし、ぜひお手伝いさせていただければと思うのです」


　一度はやんわりと申し出を断られたネゥネゥだが、まだ諦あきらめていなかったようだ。


　エリュシアとメッシナがもの問いたげな顔でリカルドを見た。


「そいつはとびきり腕のいい料理人なんだ。というか、料理していないと死んじゃうっていう奇き病びように罹かかっているから、手伝わせてやってくれないか」


　三人の王女はぎょっとしてネゥネゥを見やったが、ネゥネゥはにこやかな顔で返事を待っているので、リカルドの言葉が冗じよう談だんだと察した。


「ま、まぁ、いいでしょう。では、レムリエル」


「何かネ？」


「あの方を料理人頭がしらのところまで連れていってあげてくれるかしら」


「おお、任まかせるといいヨ」


「では、残りの女子の方はメッシナに……」


　そのとき、マリウスが情けない声を出した。


「あれぇ？　僕は？」


「ん？」


　エリュシアが声のしたほうへ顔を振り向ける。


「ああ。男子の方がひとりいたのでしたね。ごめんなさい、湯殿はふたつしかないので、あなたは女子の方が使い終わるのを待っていただくしかありませんわ。もっとも、女子の方が『一いつ緒しよに使ってもいいわよ』と言うのであれば、その限りではありませんが」


　この時代、この世界では「男風呂」「女風呂」などという概がい念ねんはない。区別があるとすれば、先ほどエリュシアが言ったように、「王族用」と「それ以外」とか、「貴族用」と「平民用」など、身分によるものだった。


　身分の違ちがいがなければ、基本的には混浴だ。


　だからマリウスは、期待に満ちた目で周りの女子を見回したのだが。


　殺す。


　殺す！


　来たら殺す。


　来なくても、今ここで殺す。


　たちまち応接の間に凄すさまじい殺気が満ち満ちた。


　マリウスの顔面が蒼そう白はくになる。


「ああ、うん、僕はみんなが出たあとで使わせてもらえばそれでいいよ」


　冷ひや汗を流しながら彼がそう応えると、アイオリッタが吐はき捨すてるように言った。


「言っておくがな、マリウス。我々がまだ使っているところへ『あ、もう出たのかと思ってたよ～～』などと言って入ってきたら、その場で貴様の全身の骨を粉々に砕くだいたあと、千の肉片に切り刻んでやるからな」


「し、しませんよ、そんなこと」


「特に股こ間かんの不ふ浄じようなナニは、肉片どころか挽ひき肉にくにしてやるぞ」


「しませんて！」


「なら、いいのだがな」


　マリウスは哀かなしそうな顔で長なが椅い子すの背もたれにぐったりと背中を預けた。


「いやいや待て待て。うっかり肝かん心じんなことを忘れておったが、今のマリウス殿どのに関する話で思いだしたぞ。ちょっと来てくれんか、ユーリ殿」


　ユーリに対して囁ささやくように言ったセフィアは、彼女の肩を抱いて強ごう引いんに応接の間の片かた隅すみまで引っ張っていった。


「なんですか、セフィア様？」


　セフィアの態度から、人に聞かれては不ま味ずい話なのだろうと当たりをつけたユーリが、やはり小さな声で訊きいた。


「いまユーリ殿も男になっておるのではなかったか？　吾われらと一緒に入浴するとか、あり得んのではないのか？」


「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶです。僕、形態的にはちょっと男子っぽくなってますけど、基本、女の子ですから」


「と言われてものぉ」


「むしろ、気持ち的には完全に女子ですから、他の女子の裸はだかとかには興味がありませんし。というか、元々、僕もそうだったのですから」


「むむむむ、そう言われると……じゃが、しかし……」


　腕うで組ぐみした体勢でセフィアが唸うなっていると。


「どうした、ふたりとも。メッシナ様が案内してくれるそうだから、ほら、行くぞ」


　とアイオリッタが呼んだ。


　相手がセフィアとユーリであっても、ふたりとも侍女という設定だからタメ口だ。


「あ、はい、いま行きます」


　侍女らしく優ゆう雅がに返事をしたセフィアは、最後にそっとユーリに囁いた。


「もしも万が一、男子の機能を発揮するようなら、アイオリッタ殿に頼んで、ユーリ殿の股間のナニを切り刻んでもらうからな？」


「発揮しないから心配しないでください」


「だといいんじゃがな」


　ふたりが部屋の中央に戻もどっていくと、


「では、参りましょうか」


　レムリエルがネゥネゥを、エリュシアがリカルドを、メッシナがその他大勢を引き連れて応接の間から出ていった。


　その背中に向かってマリウスが、やるせなくも寂さびしそうな態度で手を振ふった。


「じゃあ、僕はここで留守番していますから、皆みなさん、行ってらっしゃぁい」
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　さて、こちらは王族以外の者のための湯ゆ殿どの──。


　勢せい揃ぞろいした面子メンツは。


　セフィアとリィシャ。


　ユーリとギ・アナ。


　この四人はあくまで侍女扱あつかいだ。


　アイオリッタとセイラ。


　ふたりは姫き士しと姫士見習いでリカルドの警護者という役回り。


　そしてニンジャのカオルゥ。


　彼女もリカルドの警護役だ。


「では、ごゆっくり。何か用があればそこの紐ひもを引くといい。鐘かねが鳴って、別こ邸この侍女が用向きを聞きに現れる」


　と説明したメッシナが、エリュシア付きの侍女を引き連れて戻っていくと、全員が服を脱ぬぎ始めた。


　カオルゥはニンジャ装しよう束ぞくを脱いで、胸むね覆おおいと下した帯おびだけになると、ふと気がついたようにアイオリッタのほうへ顔を向けた。


「アイオリッタ様」


「なんだ、カオルゥ？」


「王子様をおひとりにしてしまっていいのでしょうか？　拙せつ者しや、隠おん形ぎようの術でもうひとつの湯殿に潜ひそみ、王子様の身の安全を確保するべきではありませんか？」


「却きやつ下か」


「しょぼ～～ん」


「まさか、エランドル王族の別邸で王子が襲おそわれることもあるまい。いいからおとなしく風ふ呂ろに浸つかっていろ、カオルゥ」


「承知いたしました」


　襲われる……。


　いまアイオリッタが言った言葉のひとつがセフィアの頭の片隅に引っかかった。


　たしかに、ここにリカルド殿を狙ねらうような者が忍しのび込んでくるはずがない。エリュシア王女を狙う刺し客かくが忍んで来て、そのとばっちりを……という可能性がないわけではなかろうが、その場合は警備の兵が黙だまってはおるまい。あのメッシナという王女と、もうひとり、レムリエルという伯女も、かなりデキそうじゃったしな。ならば、吾は何が気になったのじゃろう……。


　服を脱ぎかけたまま、セフィアが何事かを考え込んでいると。


「王ひ女め様、どうされましたか？」


　リィシャに名を呼ばれ、はっとしてセフィアが顔を上げる。


　すでに更こう衣い室にはセフィアとリィシャ以外の者の姿はなくなっていた。


「皆みなはどうした？」


　全ぜん裸らになったリィシャは、洗い布で体を隠かくすようにして応こたえた。


「皆さま、もう湯殿のほうへ行かれましたが」


「さ、さようか。では吾らも行くとするか」


　セフィアは侍女服を脱ぎ捨て、下着、肌はだ着ぎも脱ぎ捨てると、そのまま湯殿のほうへ歩きだす。


「王ひ女め様、また脱いだ服をそのままにして。こんなところをあのお三人に見られましたら笑われますよ。セフィア様とあのお三方は、同じくリカルド様の婚こん約やく者しやという立場なのですから、相手に笑われるような真ま似ねは慎つつしんでいただかなくては……」


　セフィアの脳裏に浮うかんでいたもやもやとした疑念は、今やはっきりと形を成した。


「それじゃ、リィシャ！」


「え？　は？　な、何が、それ、なのでございますか？」


「じゃから。あの三人に見られたら……いかん！」


　セフィアは弾はじかれたように湯殿に飛び込んでいった。


「王ひ女め様ったら、脱ぎ散らかしたままではいけませんと以前からあれほど……」


　リィシャが、更衣室に散らばっているセフィアの服やら下着やら肌着やらを回収していると、湯殿に通じる扉とびらが開いて三人が飛びだしてきた。


　三人。すなわち、セフィア、ユーリ、セイラである。


　ユーリだけは腰こしに洗い布を巻き付けているが、セフィアとセイラは全裸だった。


「な……どうされたというのですか、セフィア様？　ユーリ様も。セイラ様まで」


　呆あつ気けに取られたリィシャを置き去りにして、三人は脱だつ衣い室を飛びだしていった。


　湯殿から出てきた、そのままの恰かつ好こうで。


「あ、ちょっと、セ……」


　セフィア様、と叫さけぼうとして、リィシャはその名を呑のみ込んだ。


　大声を出したら、近くにいるであろう警備兵が駆かけつけてくるかもしれないし、何より、セフィアの名を聞かれては不味い。


　自分も追いかけたほうがいいのかしら、と少し迷っていると、遅おくれてギ・アナが湯殿から飛びだしてきた。


「あ、ギ・アナさん。いったい何がどうなっているのですか!?」


「そ、それが、リィシャさん」


　ギ・アナは事の次第を早口で説明し始めた。
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　その頃ころ、リカルドは広大な湯殿を独ひとり占じめして湯に浸かっていた。


　湯船も広いし、お湯の温度もちょうどいいし、じつに快適だな。


　お湯の中、湯船の浅い部分でゆったりと体を伸のばしたリカルドは、額ひたいに浮いた汗あせを手の甲こうで拭ぬぐう。


　しかし、奇き遇ぐうというかなんというか。こうして婚約者三人との思わぬ邂かい逅こうを果たしたんだからな。あの三人が俺に会おうとしたからといって、予定どおりジョーザン渓けい温泉郷きようで俺を見つけられるとは限らなかったんだよな。メッシナは、リカルド王子からの使節団が泊とまった宿屋を探そうと思ってたとか言ってたけど、俺たちはジョーザン渓まで来れば、ゼーテルネの別邸に入ってしまう予定だったんだ。ああして街道が塞ふさがれてなかったら、たぶん会えなかったんじゃないか？


　それを考えれば、僅わずかな、むしろ微かすかな可能性が実現したのだと思えてくる。


　奇き跡せきとまでは言わないけれど、あの三人とは不思議な巡めぐり合わせを感じてしまうなぁ。っても、それはセフィアやユーリ、セイラも同じなんだよな。


　セフィアの城を最初に訪れたのは、ただ行き易やすかったからというのが理由。そこで反乱騒さわぎに巻き込まれたのは、だからあくまで偶ぐう然ぜん。


　その偶然の中で、リカルドはセフィアと特別な絆きずなで結ばれた（気がした）。


　ユーリも同様だ。


　訪れてみたら、たまたまユーリは王女ではなくなっていて、王女に戻るには婚約者であるリカルドの協力が不可欠だという話だった。


　セイラも似たようなもので、エルメンネッラ王女を訪たずねてみたら、リカルドに早く会いたくなったというセイラがエルメンネッラの下もとを先に訪れていて、セフィアを狙った暗殺者騒そう動どうの最中に出会うことになった。


　そしてまぁ、セイラはアイオリッタに夢中になったわけだが……。


　あれもこれもそれも予想外の出来事であり、不思議な偶然だった。


　いや、もしかするとあり得ないように思えても、じつは必然だったのかもしれないな。


　そんなあり得ない必然が起きたのだとすれば、誰だれかどこかに脚きやく本ほんを書いた者がいるのではないかと思えてしまうほど、不思議で不可解な出会いの連続ではないか。


　新たに登場した三人の婚約者とも、そういう関係になるのかな。いや、なりそうだよな。三つ子王おう女じよを見分けるために手を貸してくれるっていうんだから、三つ子王女の別邸に乗り込むことになれば、この先もしばらくは行動を共にすることになるわけだし……いや、待てよ。ゼーテルネの別邸に乗り込むとき、あの三人をどういう扱いにすればいいんだ？　まさか婚約者のところを訪れるのに、『別の婚約者を三人、連れてきました～～』なんて言うわけにはいかないよな。っていうか、絶対に言えないじゃん、そんなこと。う～～ん、どうすれば……。


　湯船で湯に浸かったまま、リカルドが沈ちん思し黙もつ考こうしていると。


　突とつ然ぜん、湯殿の引き戸が開けられた。


　なんだっ!?


　はっとしたリカルドが顔を上げ、戸口のほうを見やると。


　湯気の向こうに人ひと影かげが見えた。


　人影というか女によ体たいの影が。


　しかも三人分。


「失礼するぞ、リカルド王子」


「おじゃまするわね、リカルド王子」


「湯加減はどうかネ、リカルド王子？」


「どわぁぁぁ～～～～っっっ!?」


　リカルドがお湯の中でひっくり返った。


「あらあら、リカルド王子ったら居い眠ねむりでもしていたのかしら。溺おぼれ死じぬわよ？」


　湯殿の入り口でエリュシアがくすくすと笑っている。


「ぶば～～っっ」


　飲んだお湯を吐はきだしながらリカルドがお湯の中から顔を出すと。


　湯気の向こうで蠢うごめく三人の影がこちらへ近づいてきた。


「おっ、おまえらっ!?」


「わたしはメッシナだよ」


「わたしはエリュシアよ」


「レムはもちろんレムリエルだネ」


　三人とも裸はだかだった。


　湯気ではっきりとは見えないが、全裸のようだった。


　とはいえ、ここは湯ゆ殿どのだ。


　風呂に入るのだから全裸になるのは当然といえば当然。


　しかし、リカルドが使っている風呂に全裸で入ってくるとは、この三人、いったいどういうつもりなのか。


「なんで当然のように、俺が風呂を使ってるときに入ってくるんだっ!?　大問題だろう、それはっ！」


　リカルドは思いっ切り、精せい一いつ杯ぱい、全身全ぜん霊れいで以もつて突つっ込こんだ。


　しかし。


「何が問題なのだ？」


　メッシナは平然と返してきた。


「なっなっなっ何がって、一国の王女様ともあろう者が、男子が入浴している風呂に裸で入ってくるなんて、問題にならないわけがないだろうがっ」


「だから。それのどこが問題なのかと訊きいている」


「なん……だって？」


「『ネゥラ王女の入浴を覗のぞいても、相手は婚約者なのだから、そこまで大問題にはならないのではないの？』とエリュシアが言ったとき、あなたはこう応えたはずだぞ、リカルド王子。『ネゥラ王女だけならそうかもしれないけど、他のふたりは俺の婚約者でもなんでもないんだぞ』と」
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「あ……」


　リカルドは、メッシナが言わんとしていることがわかった気がした。


「ほら、リカルド王子本人が、ネゥラ王女、つまり婚約者が相手なら入浴を覗いても問題はないと認めているわけだ。ならば、王子の婚約者である我々三人が王子と共に風呂に入っても、なんの問題もないという理屈だ。何しろ、リカルド王子本人のお墨すみ付つきをもらっているのだからな」


「そんなお墨付きは出してねえっ」


　と突っ込んでみたものの。


「今さら往おう生じよう際ぎわが悪いわよ、リカルド王子」


　エリュシアに突っ込み返された。


「いや、だが、しかし……」


　リカルドの額に大量の汗が浮いているのは、風呂に浸つかって体が温まったためだけではなさそうだ。


「お互たがいに問題はないと了りよう解かいしているのですのも、なんの問題もないわ」


　などと言って、エリュシアは平然と近づいてくる。


　続いてレムリエルも。


「っていうか、こういう状じよう況きよう、男子だったら喜ぶべきとこじゃないのかネ？」


「だ、だから。あんたたちの家で問題になるんじゃないかってことをだな……」


　最後にメッシナもやってきて。


「我々自身が自分の意思で入ってきてるのだから、どこにも問題はないさ」


　三人の王女は湯船の傍そばに並び立って、お湯の中のリカルドを見下ろした。


　その距きよ離りになってしまえば、もはや湯気の影えい響きようはないも同然だった。


　三人の全ぜん裸らが余すところなくリカルドの眼前に晒さらされている。


　しかも、である。


　湯船の底に腰をつけているリカルドからだと、三人の体を見上げるような恰好になる。


　自分を見下ろしている全裸の女子三人を。


　リカルドは斜ななめ下方から見上げてしまう。


　ぶばっっ。


　真っ赤な血ち飛沫しぶきが飛んだ。


　お湯が赤く染まり、リカルドは盛大にひっくり返った。


　がばがばと息を吐はきながら、リカルドは湯船の底に沈しずんでいく。


「あら、いやだ。本当に溺れてしまいそう」


　エリュシアは他ひ人と事ごとのようにそう言った。


　一方、メッシナはさすがに少し慌あわててしまう。


「おい、レムル、助けろ」


「了解ヨ」


　爪つま先さきから湯船に飛び込んだレムリエルは、王子の腕うでを摑つかみ、ぐいっと引きあげる。


　するとまぁ、なんというか、裸のレムリエルと裸のリカルドの体が密着しちゃったりするのだが。


　リカルドの眼前に、レムリエルの控ひかえ目な胸の双そう丘きゆうがあった。


　手を伸ばせば届きそうな距離に。


　というより、顔を動かせば触ふれてしまいそうな距離に。


　ぶばばっっ。


　リカルドの顔面からさらに大量の真っ赤な液体が迸ほとばしった。


「あいや、大変だネ。リカルド王子が出血多量で死んでしまうヨ？」


　レムリエルの腕に抱だかれてぐったりとしているリカルドを見下ろしながら、エリュシアが感心した声を上げる。


「あらあら。意外と純情な男子なのね。あんなに大勢の侍じ女じよを引き連れて旅しているから、もっとすけべで手の早い男子かと思っていたのだけど」


「なんて感心してる場合ではなさそうだ。レムル、手伝うから、リカルド王子をお湯から引っ張りあげよう」


　そう言ってメッシナがお湯の中に足を踏ふみ入れ、レムリエルとふたりがかりでリカルドを湯船から洗い場に引っ張りだそうとする。


「おお、けっこう重いね」


「ああ、さすがによく鍛きたえている。というか、目のやり場に困るな」


「そうか？　レムは平気ヨ」


「おまえに乙おと女めの嗜たしなみは期待していないさ」


「むう～～？」


　レムリエルは思い切り不満そうな顔だが。


「わたしも割と平気よ？」


「ああ、そうかい。だったらエリュシアも手伝ってくれないかな。湯船の底が滑すべり易くて力を入れられないんだよ」


「仕方がないわねえ。力仕事はわたしの守しゆ備び範はん囲いではないのに」


　湯船の縁に足を乗せたエリュシアが、ふたりに抱かかえられたリカルドの体に手を伸のばしたとき。


「待て待て待て。待つのじゃ～～っ！」
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　湯殿の引き戸を開けて飛び込んできたのはセフィアである。


　全裸だった。


　ということは、ここまで全裸で屋や敷しき内を駆かけてきたことになる。


「リカルド様への狼ろう藉ぜき、見過ごせませんよ！」


　続いて飛び込んできたのはユーリだった。


　腰こしに洗い布を巻いているだけだった。


　ということは、ここまで腰布だけで屋敷内を駆けてきたことになる。


「あいや待ちたまえ。このような面おも白しろい場面にはボクも混ぜてもらいたい！」


　続いて飛び込んできたのはセイラだった。


　全裸だった。


　やはりセイラも全裸で屋敷内を駆けてきたことになる。


　三人とも、湯殿へ入ってくる姿としては間ま違ちがってはいない。


　あちらの浴場から、こちらの浴場までをその恰かつ好こうで走り抜ぬけたことを考えなければ。


　途と中ちゆうにいた警備の兵は、凄すさまじい形ぎよう相そうで廊ろう下かを突とつ進しんしてくる全裸のセフィアと腰布だけのユーリの迫はく力りよくに恐おそれをなし、その後に続いたセイラが、全裸にも拘かかわらず、すれ違ちがう警備の兵に向かって手を振ふるなどというあり得ない事態に怯おびえ、触さわらぬ神に祟たたりなしとばかりに道を譲ゆずってしまったのだった。


「あら、あなたたちは」


　振り返ったエリュシアが、湯気の向こうの乱入者の顔を確かめようと目を細める。


　一方、メッシナはセフィアたちのほうへ顔を向けることなく言い放った。


「その声は、リカルド王子の侍女軍団のうちのふたりと警護役の見習い姫き士し殿どの……だな」


「おお、さようじゃ。そなたたち、リカル……王子様に何をしておるのじゃ!?」


　興奮したセフィアは、いつもの口調に戻もどってしまっている。かろうじて「リカルド殿」と呼ぶのを思い留とどまったが、それ以外は素すのセフィアのままだった。


　しかし、三人のほうはあまり気にしていないらしい。


「何をって、見ればわかるのではなくて？　わたしたち、婚こん約やく者しやであるリカルド王子と、こうして親しん睦ぼくを深めているだけよ？」


「全裸でどんな親睦を深めると言うのじゃっ!?」


「あら。それはもちろん、とても他人には言えないあれやこれやだわ。ねぇ、メッシナ、レムル」


「そういうことだ。正式な対面の儀ぎの前に、少しばかり親睦を深めておくことも大事なのではないかと思ってね」


「裸はだかなのは、風呂に入るからだネ。服を着ているほうがおかしいではないかネ？」


「そういうことを言っておるのではないわ！」


「そうです。こんな美お味いしいことを僕たちを差し置いて勝手に……え、いえ、なんでもありません」


「いやいや、なんでもはあるだろう。ボクの目の黒いうちは、君たちに勝手なことはさせないぞ！」


　セイラが気取ったポーズをつけて、びしぃっと三人のほうを指さした。


　それなりの衣装を着ていればかなり決まっていたかもしれないが、全裸でそれをしても滑こつ稽けいなだけだった。


「面白いことを言う侍女と姫士見習いだな」


　リカルドを手放すと、メッシナがゆっくりと立ちあがった。


「おぅう、ひとりだと重いったら。うち、メッシナほど力持ちでないからネ？」


　レムリエルは体勢を変え、リカルドがお湯の中に沈まないように彼の体を支ささえてやる。


「そう言うな。全裸王子をかぶりつきで観賞できるではないか。観賞だけでなく、触ることもできる」


「それもそうだネ」


「レムリエルひとりでは大変そうなので、わたくしも手伝ってあげるわ」


「触る話になった途と端たん、エリューがしゃしゃり出てきたヨ!?」


　エリュシアがお湯の中に足を踏み入れ、リカルドに向かって手を差し伸べると。


「こらこら。いくら婚約者だからといって、勝手にリカルド王子様の体をぺたぺたと触ってはならんぞ！」


「ふむ。我ら王族にしてリカルド殿の婚約者に向かって、ずいぶんな口を利きく侍女だな」


　メッシナは腕うで組ぐみしてセフィアたちのことを睨にらみつける。


　彼女が組んだ腕が巨きよ大だいな双丘を支えるような形になっていて、否いやが応でもその盛りあがりが強調される。


　く……あ奴やつ、見せつけおって。たしかに吾われら三人では束になっても、あ奴のあの巨大な胸にはとうてい敵かなわんが。


「あれ？」


　隣となりでユーリとセイラが首を捻ひねった。


「いま、何か凄すごく失礼なことを思われたような気がします」


「まさに。喩たとえるなら、斬きり合いの最中に味方から背中に斬りつけられたような気分だ」


「き……気のせいじゃ」


　としらばっくれておいてから、セフィアはメッシナに向き直った。


「吾……我々にはリカルド王子様をお護まもりするという大事な役目があるのじゃ。溺おぼれそうな王子様を助けるのは、我々、侍女や姫士の役目じゃぞ」


「そうです、そうです」


　とユーリが力強く頷うなずいた。


　セイラは気取ったポーズをつけて、その場でくるりと一回転すると、びしっとメッシナを指さした。


　これも、全ぜん裸らでさえなければ決まっていたかもしれないのだが……。


「いくら婚約者殿といえど、勝手な振る舞まいが目に余るようなら、我らリカルド王子様に仕つかえる者としては黙だまっていられないぞ」


　三人の指し摘てきに対し、メッシナは、そうだな、と頷く。


「リカルド王子に何かあったときに彼を助けるのは、たしかに王子に仕える君たちの仕事かもしれない」


　お？　意外と素直じゃな？


「そのとおりじゃ。さ、王子様から離はなれるがいいぞ」


「だが、君たちは大事なことをひとつ忘れているようだ」


「なんじゃと？　どういうことじゃ!?」


「ここがどこか、わかっているかい？」


「ここ……は湯ゆ殿どのじゃろ」


「そのとおり。エリュシアが言ったとおり、ここは王族専用の湯殿なのだよ」


「あ！」


「たとえ王族の直じき参さんであろうと、この湯殿に立ち入ることはできない。許されない」


「む……むぅぅ」


「つまり、ここでリカルド王子が倒たおれたのなら、彼を介かい抱ほうできるのは王族である我々だけということなのだよ」


　メッシナは勝ち誇ほこったように言った。


「それとも君たちは、この屋敷の主人であるエリュシアの意向を無視するつもりなのか？　あるいは、この屋敷の持ち主であるエランドル王家の決まり事を無視すると？」


　メッシナの言うことは正論ではあった。


　この屋敷の主人はエランドル王国の王女であり、屋敷の持ち主はエランドル王国の王家。ここでの決まり事を無視するということは、エランドルに喧けん嘩かを売るに等しい行こう為い。


　しかもそれは、セフィアやユーリが……ではなく、彼女たちの主人、リカルドの行為と見なされる。


「ぬぅぅぅぅ～～～」


　セフィアが追おい詰つめられた獣けもののような唸うなり声を上げる。


　彼女の肩かたは悔くやしさに震ふるえていた。


　む？　待て!?


　そのとき、セフィアの脳のう裏りに天てん啓けいが閃ひらめいた。


「メッシナ……様にお尋たずねする」


「なんだろうか」


「この湯殿は、王族専用なのじゃな？」


「そうだとも。屋敷の持ち主であるエランドル王家がそう決めたのだからね」


「王族であれば、入れるのじゃな？」


「そうだね。エリュシアが屋敷に招き入れた者なら、そして王族ならば、誰だれでもこの湯殿に入れる。それがここの決まりだ。そうだな、エリュー？」


「そのとおりよ。たとえ気に食わない相手でも嫌きらいな相手でも、この屋敷に入れた以上、当家のお客ということですものね。王族であれば好きに使っていいことになっているわ」


「さようか」


　セフィアの顔には、何か重大な決意をした者特有の潔いさぎよさが漂ただよっている。


「では、吾も使わせてもらおうか」


「え？」


　ユーリが驚おどろいた顔を隣のセフィアに向ける。


　セイラは、セフィアが何を言おうとしているのかを即そく座ざに理解したようで、


「それでいいのかな？」


　と訊きいてきた。


「いいも悪いもない。このまま吾らが退ひけば、全裸のリカルド王子はあの三人の婚約者に、いいように介抱されてしまうぞ？　それこそ、あんなところからそんなところまで、余すところなく介抱されてしまうじゃろう。それでよいのか、ユーリ殿は？」


　セフィアはユーリの名を呼んでしまう。もはや隠かくすつもりがないことは明白だ。


「もちろんよくありません」


「セイラ殿はどうじゃ？」


「そうだね。ボクとしても、あまり歓かん迎げいしたくない事態だな」


「もちろん、吾もそんなことを許すつもりはないぞ。となれば、吾らもここで名乗るしかあるまい」


「し、仕方がありませんね」


「だがしかし。リカルド殿がなんと言うかな」


　セフィアが右みぎ腕うでを水平に挙げ、お湯の中でレムリエルとエリュシアに抱だきかかえられたまま気を失っているリカルドを指さした。


「あのように、リカルド殿がなんとも言えん緊きん急きゆう事態になっておるからこそ、吾らの判断で事を為なすのじゃ」


「ユーリ……セイラ……」


　今し方聞こえた名前の意味について考え込んでいたメッシナに対して、セフィアは大声で呼びかけた。


「考えるまでもないぞ、メッシナ王女。吾は正式に名乗りを上げるからな」


　メッシナが、はっとして顔を上げる。


　メッシナとセフィアたちのやり取りに注目していたレムリエルとエリュシアも、改めてセフィアに注目する。


　セフィアはその視線を受け止めるように一歩前に出て、あまりない胸を張り、腰こしに手を当て、堂々とした態度で名乗りを上げた。


「吾はシュールティス王国の第六王女にしてリカルド殿の婚約者、セフィア・セレニゥス・シュールティスである」


「なん……だと？」


「新国王による廃はい嫡ちやく令れいが出ていなければ、じゃがな」


　今度はユーリが一歩、進みでた。


「そして僕は」


　ユーリは、セフィアよりもさらに薄うすい胸を思い切り張った。


「イ・ウー・ハン国の元王女で今も半分だけ王女というか、ともかくリカルド様の婚約者、ユーリ・ユァン・ハンです」


「ふたりに名乗られてしまっては、ボクも名乗らないわけにはいかないようだね」


　そう言うとセイラも一歩前に出た。彼女の場合は、ただ前に出るだけでなく、その場でくるりと一回転するのを忘れない。


　左手を胸に当て、右手を真まっ直すぐ前方に伸のばし、宙を見上げるようにしてセイラは名乗った。


　全裸でなければそれなりに様になっているのだろうが……。


　もっとも本人は、服を着ていようが裸はだかだろうが、少しも気にしていないようだった。


「ボクはサンクトファウレ王国の第四王女、セイラ・セリーン・サンクトファウレだよ。よろしくお見知りおきを、メッシナ王女殿どの、エリュシア王女殿、レムリエル伯はく女じよ殿」


「あっ、あなたたちが王女ですって!?」


　驚きの顔でエリュシアが立ちあがった。


　彼女が手を離した反動でリカルドの体がお湯の中に沈しずむ。


「ぐばぁっっ」


　息苦しさで目覚めたリカルドが苦しそうな表情で水中から顔を出した。


「おお？　リカルド王子、目を覚ましたネ？　よかったよかった」


　レムリエルがリカルドに抱だきついた。


　彼女の裸の胸がリカルドの顔面に密着する。


「あ、こら、何をしておるんじゃ！」


　セフィアが早く離れろと手を振ふり回す。


　ぶばぁっ。


　またも鼻血を噴ふいたリカルドの体から力が抜ぬけ、彼の頭ががくりと落ちた。


「おや、また気絶したネ？」


「それよりも！」


「それよりもって、エリュー」


　レムリエルが心配そうにリカルドの体を見下ろすが。


　あまり目にしたことのないあれとかこれとかが目に入ってきて、どうしようかと視線は宙を彷徨さまよっている。


　腰に手を当て湯船で仁に王おう立だちになったエリュシアは、セフィアやユーリを睨にらみつけた。


　その体勢だと彼女の豊かな胸が強調されるので、セフィアとしては面白くない。


「あなたたち、今の話は本当なのかしら」


　と訊かれ、セフィアはぶっきらぼうに応こたえる。


「そんな噓うそを吐ついても仕方がなかろう。調べれば直すぐにわかることじゃ。というか、リカルド王子に尋ねれば、わかるとも」


「たぶん、本当だろう」


　横からメッシナが口を挟はさんできた。


「メッシナ、あなた……」


　エリュシアが目を細めてメッシナを見やる。


「リカルド王子が引き連れているのが侍じ女じよだという話、少しばかり胡う散さん臭くさいと思っていたんだ。だから挑ちよう発はつしてみた」


　セフィアが目を見開いた。


「なんじゃと？　では、吾われらはまんまと挑発に乗せられたということか」


「いや、確信はなかったんだ。それに、まさか侍女の扮ふん装そうをしていたのが王女様だとも思っていなかったしね。しかし、そうか、シュールティスとイ・ウー・ハンとサンクトファウレか。セイラ王女、あなたはたしかエルメンネッラ王女の城でリカルド王子に会ったのだったね？」


「そのとおりさ。よく知っているね。リカルド王子に会いたくて、ボクのほうからロサ・ロゼのエメ王ひ女めの城まで出向いたのだ。言ってみれば、君たちと同じことをしたわけだ。はっはっはっ、ボクのほうが先だったね」


「威い張ばるところなの、そこ」


　エリュシアが呆あきれた顔で、笑うセイラを見ている。


「ロサ・ロゼのエルメンネッラ王おう女じよ。噂うわさは聞いているよ。なかなかの策士のようだが……彼女はここに来ていないのかな」


「エメ王ひ女めは基本的に物ぐさだからね。リカルド王子が他の王おう女じよを巡めぐる旅につき合うはずがないさ」


「だけど、君はつき合っているというわけか、セイラ王女」


「うん、いや、ボクは……正確に言うとリカルド王子の旅につき合っているわけではないのだが、結果的にそうなってはいる」


　意味不明のセイラの言葉に、メッシナ、エリュシア、レムリエルが揃そろって首を捻ひねった。


「まぁそれに関しては説明すると長くなるので、また今度にしよう。それよりも」


　ぱん、と手を打ったセイラが、またもやくるりと一回転した。


〈こ、この方、今の自分の恰かつ好こうがわかっているのでしょうか〉


〈いや、どうじゃろう。セイラ殿なら、服を着ているとか着ていないとか関係ないのではないか？〉


〈恐おそろしいお方ですね〉


〈何しろ、あのアイオリッタ殿をあそこまで追おい詰つめた王おう女じよじゃからな〉


　隣となりでユーリとセフィアがこそこそと内ない緒しよ話ばなしをしている。


　びしっと止めポーズを決めたセイラは、すぅっと右手を挙げ、今度はレムリエルの腕うでの中のリカルド王子を指さし示す。


　何度も言うが、全ぜん裸らでさえなければ、そこそこ恰好はついているはずだった。


〈セイラ王女の顔をまともに見られないのは何な故ぜかしら〉


〈あまりにも痛い人間は、本人よりも周りにいる人間のほうがいたたまれなくなるらしいからな〉


〈エリューもたいがい目立ちたがり屋だと思っていたけど、どうもレムの認識は甘かったみたいだネ〉


　あちらでも、エリュシア、メッシナ、レムリエルの三人が小声で話している。


　そんな周りにおかまいなしで、セイラは凜りんとした声を張りあげた。


「理由はともかく、セフィア殿、ユーリ殿、そしてこのボク、セイラの三人は、王族にしてリカルド王子の婚約者なのだから、ここでリカルド殿を介かい抱ほうする資格があるはずだよ。そうではないかな？」


　どうすればいいの？　とエリュシアがメッシナに目で訊いた。


「いや、どうもこうも、あちらの言うことは正論だな」


「なぁに？　あっさり諦あきらめてしまうわけ？　こんな恰好になってまで頑がん張ばったというのに、いちばん美お味いしいところをあの三人に譲ゆずって退散するの？」


　エリュシアが思い切り不服そうに頰ほおを膨ふくらませ、唇くちびるを尖とがらせた。


「いやいや、そうは言わないよ」


「じゃあ、どう言うのよ!?」


　まぁまぁ、とエリュシアを抑おさえておいて、メッシナはセフィアたちに向き直った。


「わかった。そちらの言い分は認めよう。あなたたち三人の主張も、もっともだ」


「では、リカルド殿の介抱は吾らに任まかせてもらおうか」


「そこで相談なのだが」


「ん？　なんじゃ？」


「リカルド王子の婚約者であるあなたたち三人には、たしかに彼を介抱する資格がある。だが、我々もまた、リカルド王子の婚約者なのだ。そして、エリュシアはこの屋や敷しきの主人であるし、わたしとレムリエルはエリューの友人だ。となれば、我々にもリカルド王子を介抱する資格があるのではないだろうか」


「……むむむ、そう来たか」


　腕うで組ぐみしたセフィアは、眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んだ。


　繰くり返すが、彼女も全裸であることを忘れないでいただきたい。


「どうだろう。我々もそちらの言い分を認めたのだから、そちらも我々の言い分を認めてくれてもいいのではないかな？」


「つまり、互たがいに協調して、共同でリカルド王子を介抱しようと言うのじゃな？」


「そういうことだ」


「わかった。理解した。了りよう解かいした」


「え？　いいのですか、セフィア様？」


　可愛らしく小首を傾かしげ、ユーリが訊きいてきた。


　彼女は全裸でこそないものの、腰に洗い布を巻きつけただけの姿であることを想起していただきたい。


「あちらが吾らのことを認めてくれて、吾らの言い分も認めてくれたのじゃから、吾らもあちらの言い分を認めるのが妥だ当とうな落としどころじゃと思うがな」


「そう……ですね。仕方がありませんか」


「セイラ殿はどうじゃ？」


「むろん、ボクに異存はない」


　メッシナのほうへ向き直ったセフィアは、


「というわけじゃ。吾ら三人、そちらの申し出を快こころよく受けようと思う」


　と応えた。


「そうか。ありがとう」


　メッシナが破顔した。


「なんの、なんの」


　セフィアがいい笑顔で笑い返す。


　しつこいようだが、セフィアもメッシナも全裸である。


「それでいいな、エリュー、レムル？」


「仕方がないわね。わたくしたちは、まだ正式の顔合わせを済ませていないのですから、一いつ緒しよにと言われれば、それを拒こばむことはできないものね」


「おう、レムもそれで不満はないネ」


「では、セフィア王女、ユーリ王女、セイラ王女、共にリカルド王子の介抱をしようではないか」


　一歩、二歩と進みでたメッシナが右手を差しだした。


　セフィアも湯船の縁ふちまで寄っていって、メッシナの右手を取った。


　ふたりはがっちりと握あく手しゆを交かわし。


「今後ともよろしくな、セフィア王女」


「こちらこそ、よろしくお願いする、メッシナ殿どの」


「ここでこうして会ったのも何かの縁えん。リカルド王子の他の婚こん約やく者しやに負けないよう、互いに切せつ磋さ琢たく磨ましていこうではないか」


　吾としては、まずそなたの胸に負けないように成長しなくてはならんな。


　という胸に対する決意を胸に秘め、セフィアは握にぎった手に力を込めた。


「おお、同感じゃな。何しろリカルド殿の婚約者は、あと十人もおるのじゃからな」


　それなりにいい場面ではあるが、ふたりとも全裸なのが、いろいろと台無しだった。


　セフィアはエリュシア、レムリエルとも握手を交わし。


　メッシナはユーリ、セイラと握手を交わし。


　続いてユーリとセイラはエリュシア、レムリエルと握手を交わした。


　こうして、三王女と三王女──ただし、ひとりはこの時点で王女と呼んでいいかどうか微び妙みようだったが──の同盟（？）が成り立ったのだった。
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「それはさておき。そろそろリカルド殿の介抱を始めたほうがよくはないか？」


　とセフィアが指し摘てきした。


　なるほど、見ればリカルド、レムリエルに支ささえられたまま、湯船の中でぐったりと横たわっている。


　顔が赤く汚よごれているのは、先ほど盛大に鼻血を噴ふいたせいだ。


「そうだな。介抱を始めよう」


　というメッシナの言葉で、レムリエル以外の五人が湯船に足を入れ、リカルドとレムリエルを取り囲んだ。


「でも、介抱って、具体的に何をどうすればいいの？」


　とエリュシアが隣のメッシナに訊く。


「ふむ。まずは湯から出して頭を低くして寝ねかせ、冷たい水に浸ひたした布を額ひたいに載のせるとか、そういう対応でいいのではないかな？」


　メッシナがそう応えると、セフィアが賛同した。


「そうじゃな。鼻血は止まっておるようだしの」


「思ったより純情なのね、リカルド王子」


「そうなのじゃよ、エリュシア殿。そこがリカルド殿のいいところでもあり、歯がゆいところでもあるのじゃがな」


「む……いかにもリカルド王子のことをよく知ってます的な言い草ね。気に入らないわ」


　とエリュシアがキツい目でセフィアを睨にらむ。


「いやまぁ、そういうつもりではあるのじゃが」


　あっさりとセフィアに肯こう定ていされ、エリュシアがカクっとずっこけた。


「ねぇねぇ、それはそれとしてさ、リカルド王子って、けっこう鍛きたえているんだネ」


　とレムリエルが言った。


「ほら、大だい胸きよう筋きんとか腹ふく直ちよく筋きんとか、なかなかのものだヨ？」


「相変わらず、おまえは真っ先に筋肉に目がいくんだな、レムル」


「えぇ～～？　裸はだかの男子がいたら、まずは筋肉の付き具合を確かめるでしょ？　確かめるよネ？」


「そんなことするのはおまえくらいだ」


「そんなことをするのはあなたくらいよ」


　メッシナとエリュシアから同時に突つっ込こみが入った。


「そうかネ～～？」


　レムリエルが首を捻っていると。


「おお、そうじゃとも。リカルド殿は、これでなかなか鍛えておるのじゃよ。全身、これ鋼はがねのような筋肉に覆おおわれておる」


「えっと、鋼のようなというのは少し大げさな気がするけど、まぁ鍛えてはいるよネ」


「リカルド殿の体で鋼のような部位は、筋肉だけではないぞ」


　というセフィアの言葉に、残りの五人が、ぎくっ、びくっと反応した。


「今はしんなりと脱だつ力りよくしておるが、いざとなれば、それはもう鋼の如ごとく硬かたく雄お々おしく逞たくましくなるのじゃからな」


　全員の視線が、リカルドのとある一点に集中した。


「そ、そうなのか」


「鋼のようになるかネ」


　メッシナとレムリエルが、しげしげと見つめていると。


「いえ、ちょっと待って」


　エリュシアが、ぐりんっと首を巡めぐらせた。


「あなた、どうしてそんなことを知っているの!?　まさか……リカルド王子の鋼のような特定部位の威い力りよくをもう確かめたのではないでしょうね!?」


「いぃや、残念ながら、まだ確かめてはおらん」


　エリュシアだけでなく、メッシナやレムリエルも安あん堵どの息を吐はいた。


　というか、ユーリもだった。


「だが、吾われは皆みなの衆とは違ちがって、すでにリカルド殿とは、裸を見たり見られたりした関係じゃからな」


　セフィアがさも自じ慢まんそうに薄うすい胸を張ると、メッシナ、エリュシア、レムリエルの三人が目を剝むいた。


「なんだって!?」


「なんですってぇ!?」


「まさかぁ!?」


　一方、ユーリとセイラはそれほどでもない。


　あの件に関しては、すでにセフィアから真相を聞いている。


　三人は凄すさまじい形ぎよう相そうでセフィアに迫せまった。


「本当なのか!?」


「本当なの!?」


「本当かネ!?」


　そんな三人に対して、セフィアは裸の薄い胸を張り続ける。


「本当じゃとも。吾がリカルド殿の全ぜん裸らを見たり、リカルド殿が吾に全裸を見られたりしたのじゃからな」


　ずごぉっっ、と三人がずっこけた。


「あんたが一方的に見てるだけじゃないかっ！」


　必死で体勢を戻もどしたメッシナがそう突っ込むと。


「いやまぁ、見方によっては、そうとも言うかもしれんがな」


「そうとしか言わないでしょう、まったく」


　エリュシアがぶつぶつと文句を言うその横で、レムリエルが恐おそろしいことを言い放つ。


「この出で遅おくれを取り戻すために、いま直すぐリカルド王子を襲おそうべきではないかネ？」


「そ、そんなことは許さんからの？」


「だが、セフィア殿だけリカルド殿の全裸を観賞済みというのも不公平な話だ。せっかくだから我々も観賞させていただこうではないか。何しろ、リカルド王子は全裸で気絶しているのだから、この機会を逃のがす手はない」


「む？　相手が気を失っているのにかこつけて、というのは些いささか卑ひ怯きようではないか？　吾はリカルド殿がしっかり正気ではっきり意識を保っているときに見せてもらったのじゃぞ」


「なんと！」


「いったいどうやって!?」


「王子が進んで脱いだのかネ!?」


　またも三人が驚おどろくと。


「あまり気にしないほうがいいですよ。セフィア様は、リカルド様が入浴されているところをこっそり覗のぞいただけ……みたいですから」


「あ、こら、それをバラしてはいかんじゃろ」


　セフィアはキツい目でユーリを睨むが。


　三人は盛大な安堵の息を吐はいた。


「なんだ。それなら、今のリカルド王子と我々の関係と何も変わらないじゃないか」


「じゃから違うと言うておろうが。吾の場合、リカルド殿は気絶しておらんかったと」


「だったら、王子の目を覚まさせればいいネ。そうすれば公平だヨ」


「え？　レムル、ちょっと……」


　エリュシアが止めようとするより早くレムリエルは、ぺしぺしぺしと、リカルドの頰ほおを叩たたいた。


「ほれ、リカルド王子、起きるネ。王子が起きたら、レムたちは王子の全裸を心ゆくまで観賞できるんだからネ」


「う～～～～ん」


　リカルドが小さく呻うめいて身動きした。


「あ、ちょ、待たんか」


「僕、まだ心の準備が」


　セフィアとユーリが、わたわたと慌あわてふためく。


「恥はずかしいのなら、セフィア殿とユーリ殿は湯ゆ殿どのから出ていってもいいのだぞ」


　にやにやと笑いながらメッシナがそう言うと、エリュシアも追い打ちをかけた。


「わたくしたちは、元々そのつもりでリカルド王子を襲い……いえいえ、お邪じや魔ましたのですものね。婚約者ですし、今さら裸が恥ずかしいとか、あり得ないもの」


「わっ吾も恥ずかしくなどないわっ」


「ボ、ボクだって、いくらでも見ていただく覚かく悟ごは完かん了りようしていますよっ」


「それなら、このまま王子のお目覚めを待とうか」


「うぅぅ」


「あぁぁ」


　セフィアとユーリはどうしようかと迷うが、セイラはまったく気にしていないようだ。


「ボクはかまわないとも」


　セイラの態度が、リカルドのことを歯し牙がにもかけていないせいなのか──だとすれば、彼女が乱入に参戦してきたのが解げせないが──それともくそ度胸があるせいなのか、あるいは羞しゆう恥ち心しんというものが他人に比べると薄いせいなのか。


　たぶん、三番目のような気がするのじゃが……。


　一方、人並みの羞恥心はあると自負するセフィアとしては、ここでリカルドに裸を見られることに、やはり抵てい抗こうを覚える。


　見てもらいたい気もするが、こんなふうに他の王女と一いつ緒しよにでは嫌いやだとも思う。


　どうせなら寝しん室しつでふたりきりになって見たり見られたりしたいものよな……って、吾は何を考えておるのじゃ！


　なんとなくその場面を脳のう裏りに描えがいてしまったセフィアは、慌てて脳内の素す敵てき映像を消去した。


　というか、今さらもうあとには退ひけん。ここは覚悟を決めるしかないわ。


　ちらっと隣となりのユーリに目をやると、彼女もセフィアのほうに顔を向けてきた。


　目が合ったふたりは互たがいに力強く頷うなずき合うのだった。
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「う……ここはどこだ？　俺はいったい……」


　湯殿の洗い場に体を横たえていたリカルドが、うっすらと目を開くと、湯気を透すかして湯殿の天てん井じようが見えた。


「あ……そうか。俺は風ふ呂ろに入っていて……そしたらそこにあの三人の王女がやってきて……って？」


　それまでの流れをなんとか思いだしたリカルドは目を瞬しばたたいた。


　周りを取り囲まれていた。


　六人の婚こん約やく者しやに。


　そして婚約者はみな全裸だった。


　いや、そうではない。


　ひとりだけ腰こしに洗い布を巻いている者がいるから、正確には、こうだ。


　六人の婚約者のうち五人は全裸で、残りのひとりもほぼ全裸だった。


　横たわるリカルドを上から覗き込んでいるから、リカルドの眼前に、それは素敵な十二の果実がたわわに実っていた。


　という表現は正確ではない。


　正確に記しるせば。


　たわわに実っているのは四つ（メッシナとエリュシア）。


　発展途と上じようなのがふたつ（セイラ）。


　実をつけたばかりなのが四つ（セフィアとレムリエル）。


　実がついているのかどうか微び妙みようなのがふたつ（ユーリ）。


　そんな構成だった。


　それぞれ大小高低はあれど、そして形状も様々ではあれど、美しくも魅み惑わく的な双そう丘きゆうを認識したリカルドは、


「ぬあぁぁあぁ～～～～っっっ!?」


　と叫さけんで上体を跳はね起こした。


「なんだなんだ、いったい何がどうなってるんだっ!?」


「おお、目が覚めたぞ」


「リカルド王子ってば、いきなり鼻血を噴ふいて倒たおれるのですもの。心配したわよ」


「改めて間近で見ると素敵な筋肉だネ。ちと触さわってもいいかネ？」


　手を伸のばしたレムリエルが、指先でつつ～～っとリカルドの腹筋を撫なでると。


　ぞわわわ～～。


　リカルドの肌はだが粟あわ立だち、悪お寒かんが全身を駆かけ巡る。


「っていうかあぁぁぁ？」


　リカルドは、ようやく自分が素すっ裸ぱだかで横たわっていることに思いが至った。


「あら、レムリエル、狡ずるいわよ、自分だけ触って。わたくしも触りたいわ。その、あの、もう少し……下のほうを」


　などと言って顔を赤らめつつ、エリュシアも腕うでを伸ばしてくる。


「ぬなぁぁぁあ？」


「こ、こら、おぬしら、勝手にそんなことをしてはいかん。みなで公平に、という話だったはずじゃぞ」


「そうね。では、みなで公平に触りましょうか」


　今度は十二本の腕が一いつ斉せいに伸びてきた。


「うわぁあぁぁ～～～～っっっ」


　絶ぜつ叫きようを残してリカルドが湯殿から遁とん走そうしていった。


　脱だつ兎との如ごとくというか、疾風はやての如くというか、それは凄すさまじい勢いだった。


「あぁ、逃にげられたネ！」


　レムリエルが、いかにも残念そうな声を上げる。


「しかし」


　メッシナがため息を吐ついた。


「六人もの可愛い婚約者が裸で迫っているのに逃げだすとは。もしかしてリカルド王子はヘタレなのか？」


　そう言ってメッシナはセフィアやユーリのほうを見る。


「いやいや、リカルド殿どのは断じてヘタレなどではないぞ。我が故国で謀む反ほんが起きたとき、彼は命を懸かけて吾われを救ってくれたのじゃからな。まぁ、こちら方面に関しては少し臆おく病びような気がせんでもないが」


　セフィアがそう言うと、彼女の言葉に今度はセイラが応こたえた。


「やあ、それはリディア王国の王おう太たい子しという彼の立場を考えれば仕方がないことではないかな。何しろリカルド王子には十六人もの婚約者がいるのだからね。特定の婚約者とだけ懇ねんごろになるというわけにもいかないのだろう」


「それもそうだな」


　メッシナは、さばさばとした顔で立ちあがった。


「まぁ、いいだろう。とりあえずこれで我々もリカルド王子の知ち遇ぐうを得たわけだ。今夜の晩ばん餐さんで正式な対面も済ませることができる。そうなれば、我々はセフィア王女たちと対等な立場になれるのだからな」


　セフィアの眉まゆが、ぴくりと動く。


「む……さようじゃな」


「とはいえ、先に出会っている分、セフィア王女やユーリ王女、セイラ王女は、我々にはない、リカルド王子と共に過ごした時間があるわけで、立場的には対等でも、立ち位置的にはまだ差があると認めざるを得ないがね」


「その差を埋うめる気があるのかな？」


　とセフィアが訊きくと。


「そうだな。リカルド王子、かなり面おも白しろそうな男子だから、わたしは埋める方向で行きたいと思っているよ。エリューはどうだい？」


「わたしは……そうね、わたしも割とその方向で考えてもいいかしら」


「割とその方向って、意味がよくわからないな」


　そう言って笑ったメッシナは、今度はレムリエルに顔を向ける。


「レムルはどうなのだ？」


「レムはリカルド王子の筋肉、気に入ったからネ。ちゃんとしたおつき合いをしてみたいと思うヨ」


「だそうだ。つまり我々は、今後、競争相手でもあり同志でもあり仲間でもあると、そういうことでお願いしたいと思うのだが、どうだろう。セフィア王女。ユーリ王女。セイラ王女」


　セフィアはため息を吐つく。


　やれやれ。やはりリカルド王子は女子に好かれ易やすい体質よな。じゃが、そこが彼のよいところでもある。女子から見向きもされんような男子では吾も張り合いがない。とはいえ、見向きされすぎるのも困りものじゃがな……。


　と思いつつも、セフィアはメッシナの申し出には素直に頷いた。


「吾はそれでかまわんよ」


「僕もかまいませんよ」


「それでボクも問題ない」


「では、お三方、今後ともよろしく頼たのむ」


「そうじゃな。こちらこそ、よろしくお願いする」


　横並びになったメッシナ、エリュシア、レムリエルは、同じように横に並んだセフィア、ユーリ、セイラと、またもやがっちりと握あく手しゆを交かわした。


　相変わらず全ぜん裸らでなければ、それなりに絵になる光景だった……かもしれない。





　　　　９





　そしてその日の晩餐の席──。


　気を取り直したリカルド以下、使節団の一行と、メッシナ、エリュシア、レムリエルの三王女の晩餐会が開かれた。


　セフィアから、自分たちの正体を三人に明かしたという説明を受けたリカルドは大いに頭を抱かかえたものだが、メッシナたち三人は、セフィアの正体を知ったからといって態度を変えるわけでもなく、逆に、


「セフィア王女のことは秘密であるのなら、我々も他言はしない」


　と約束してくれたから、とりあえずは胸を撫でおろした。


　後こう顧この憂うれいなく晩餐の席につけると思ったリカルドは、今度は三人に頼み込んだ。


「もしよかったら、俺の侍じ従じゆうのマリウス、警護役であるアイオリッタやカオルゥ、セフィアやユーリの従者であるリィシャとギ・アナ、それに料理人のネゥネゥも晩餐の席に加えてもらえないだろうか」


　そして、こう付け足した。


「俺の旅を支ささえてくれているのは彼女たちだし、みんなの労を労ねぎらいたいんだ」


　マリウスやアイオリッタはともかく、リィシャやギ・アナ、ニンジャのカオルゥや料理人のネゥネゥまで同席させろという申し出には、さすがに破は天てん荒こうなメッシナやエリュシアも驚おどろいていた。


「なるほど、リカルド王子、その辺には拘こだわらない男なのだな」


「ま、いいのではなくて。わたくしも王族や貴族としか晩餐に同席したくないと言うほど尻しりの穴は小さくはありませんわ」


「尻の穴とか、そういう喩たとえを平然と口にするなよ」


「レムも尻の穴なんか気にしないヨ」


「いや、気にするのはそこじゃないからな？　というか、レムルはいろんなところを少し気にしたほうがいいぞ」


　と突つっ込こんでおいてから、メッシナはリカルドに、


「ということだ。我々はかまわないよ」


　と言ってくれた。


　こうしてメッシナたちが認めてくれたおかげで、リカルドとセフィア、ユーリ、セイラだけでなく、それ以外の面々も晩餐に出席することになったのだった。


　カオルゥやネゥネゥ、リィシャやギ・アナは、


「なんと恐おそれ多い」


　と尻込みしていたが、リカルドは無理やり彼女たちを引っ張ってきた。それで彼女たちも仕方なく、晩餐の席の隅すみっこのほうに戦せん々せん恐きよう々きようと腰を下ろしていた。


　晩餐に用意されたのは素す晴ばらしい料理の数々だった。


　聞けば、結局、料理の主導権はネゥネゥが握にぎってしまったらしい。


　というか、ネゥネゥの腕うで前まえを認めたこの屋や敷しきの料理人たちが、自然と彼女の指示に従ったというのが真相らしい。


　さすがにネゥネゥだな。


　とリカルドは少し誇ほこらしい気分だ。


　晩餐は和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きのうちに進み、出席者はみな、巧たくみに調理され味付けされた山海の珍ちん味みに舌した鼓つづみを打った。


　食事の最中は不ぶ躾しつけな話題を避さけようとして、リカルドは敢あえて肝かん心じんな話を切りださなかったが、用意された料理があらかた片付いたところを見計らって口火を切った。


「さて、メッシナ王女、そろそろ肝心の話を聞かせてくれないかな」


「はて、肝心な話とはなんだ、リカルド王子？」


「しらばっくれるなよ。三つ子王おう女じよの見分けができるだろうから、助力しようって言ったのは、あんただぞ」


「ああ、そうだった、そうだった。何やらいろいろと急展開だったので、すっかり失念していたな」


　とひとしきり笑ってから、メッシナは不意に真ま面じ目めな顔になった。


「なに、簡単な話だ。わたしの特技を使えば三つ子王女であろうと四つ子王女であろうと五つ子王女であろうと、見分けることができる……いや、正確に言うと、見分けることができるのではないのだが」


「は？　相変わらず何を言いたいのかよくわからないんだけど。具体的にあんたの特技とやらを教えてもらえないか」


「もう説明したはずだよ？　わたしがどうしてリカルド王子のことを本人だと見み抜ぬいたのかを考えてくれれば、わかるはずだ」


「……ああ!?」


　ようやくリカルドはメッシナが言わんとするところが呑のみ込めた。


「声か？　声で判断するっていうのか!?」


　うん、やはりリカルド王子、頭の回転が速いな。


　という思いは面おもてに出さず、メッシナは大きく頷うなずいた。


「そのとおり。わたしは以前に三つ子王女の話し声を聞いたことがあるのでね。この耳で彼女たちの話し声を聞けば、おそらく聞き分けられると思うよ。もっとも、わたしがこの特技を使うためには」


　メッシナは最後の最後、少し考えるような素そ振ぶりを見せた。


「わたしが三つ子王女の館やかたに入る必要があるのだけど。そこがいちばんの問題かな」


「そうねぇ。いきなり押しかけて、『オレンダムの王女です、中に入れてください』なんて言っても、はいそうですか、とはいかないわよね」


　とエリュシアが同意した。


「いや……そうか……なるほど。けど、それなら……」


　リカルドはぶつぶつと呟つぶやいていたが、やがて顔を上げ、


「うん、なんとかなりそうだな」


　と言った。


　メッシナが、ほう？　と目を見開く。


「リカルド王子は、どうやって三つ子王女のいる屋敷にわたしを送り込むつもりなのだ？　間ま違ちがいなくそれなりの警備をしているぞ。というか、わたしが忍しのんでいくだけでは駄だ目めなのだぞ？　三つ子王女のうちのネゥラ王女を特定したら、それをリカルド王子に報しらせなくてはならないんだからな」


「えぇと、手伝ってくれるのはメッシナ王女だけか？　エリュシア王女とレムリエル伯はく女じよはどうなんだ？」


　とリカルドが顔を向けると。


「メッシナが手伝うと言っているのですから、わたしも手伝うわよ？」


「レムにできることがあれば、なんでもするヨ？」


　ふたりは手伝うと言ってくれた。


「そうか。じゃあ、三人にお願いするよ。一いつ緒しよに来て、三つ子王女の中からネゥラ王女を特定するのに手を貸してくれ」


　エリュシアが怪け訝げんそうな顔になる。


「ですからそれはかまいませんけど。リカルド王子は招待されているのですからいつでも入れるでしょうけど、わたしたち三人は、どうやって中に入ればいいのかしら？　ということを訊いているのだけど。さすがに他国の婚こん約やく者しやを伴ともなって訪れたりすれば、相手が臍へそを曲げるでしょう？」


「だから。俺には、ほら、このとおり侍じ女じよ軍団がいるだろ？　そしてそのことは城じよう代だい家が老ろうも知っていることだ。ということは、間違いなく三つ子王女にも伝わっている。ただし、人数までは伝わっていないだろ」


　リカルドがそう言うと、考え込んでいたメッシナが小さく唸うなった。


「……ああ、なるほど、そういうことなのか。リカルド王子が何を言おうとしているのかわかってきたぞ」


　エリュシアとレムリエルがメッシナに視線を向ける。


「どういうことなの？」


「どういうことかネ？」


「わたし、女子力りよくはメッシナに勝っているけど、頭の回転は勝っていないから、ひとりでわかっていないで、わたしにも教えてくれないかしら」


　へぇぇ。自分で認めちゃうのか。意外と飾かざらない質たちなんだな、エリュシア王女。


　見た目からの印象だと、もっと自分を飾り立てる王女かと思っていたので、リカルドは少し驚いた。


　と同時に、婚約者の前で自分を飾ろうとしない彼女の素直さに、少し感心した。


　もっとも「女子力では勝っている」と主張すべきところは主張し、強調すべきところは強調しているのだが、それとて、自分の長所と短所を弁わきまえていると考えれば、好感の持てるところだ。


「リカルド王子は、我々三人も彼の侍女軍団に仲間入りすればいい……と言っているのではないかな」


　やっぱりこのメッシナ王女、見た目以上の切れ者だな。


　と感心しつつ、リカルドは大きく頷いた。


「ご明察！」


「ああ、そういうことなの。侍女の振ふりをして使節団の一員として正面入り口から堂々と招き入れられようというのね」


「おお、そういうことかネ。なかなか大だい胆たん不ふ敵てきヨ」


「まぁ、大胆不敵かどうかはともかく、相手に振り回されっぱなしというのも癪しやくだしな。美人揃ぞろいの侍女軍団を従えて向こうの別べつ邸ていに乗り込んでやる」


「美人揃い」というリカルドの言葉に、メッシナやエリュシア、レムリエルが、ぴくりと耳を動かした。


「ただ、この方法だと」


　リカルドは眉まゆを顰ひそめ、難むずかしそうな顔になる。


「あんたたちに侍女の真ま似ね事ごとをしてもらう必要がある。王女様にそんな真似をさせるのも心苦しいんだけど……それでよければ、という提案だよ」


　相手の都つ合ごうを考えている、相手に自分の都合を一方的に押しつけないというこのリカルドの言い方は、相手の顔を立てるためのものだ。


　頭ごなしにやれと言われるのと、やってもらえないかと相談しているふうに言われるのとでは、受ける印象が全然違ちがう。外交立国リディアの王太子としては当然の気配りである。


　このリカルドの態度がものを言ったのかどうか、メッシナは、


「わたしはべつにかまわないが」


　と応こたえて隣となりのエリュシアとレムリエルを見やった。


「わたくしもかまわないわよ。というか、そちらのふたり、セフィア王女とユーリ王女は実際に侍女の真似事をしているではないの。わたしにだってできますわ」


「レムルはどうなんだ？」


「レムが、あんな侍女服を着るのか。少し恥はずかしいかもネ」


「ほう。おまえにそんな羞しゆう恥ち心しんがあったとは初耳だな」


「何を言うかネ。レムは、とっても繊せん細さいで恥ずかしがり屋なのヨ？」


　メッシナとエリュシアは、顔を見合わせ肩かたをすくめる。


「でも、やるヨ。じつを言えば、一度はそういう衣装を着てみたいと思っていたものネ」


「では決まりだな」


　メッシナはリカルドに向き直った。


「というわけだ、リカルド王子。我々三人、精せい一いつ杯ぱい、可愛らしい侍女服を着て、可愛らしい侍女になろうではないか」


「あなたの場合、可愛らしいのは服だけだろうけどね」


「なんだとう!?」


「むしろ凜り々りしく逞たくましい侍女ができあがるのではないの？」


「く……反論ができん」


　メッシナが歯は嚙がみすると、周りからくすくすと忍び笑いが起きた。


「案ずるな、メッシナ殿どの。可愛らしい侍女になる方法、吾われが教えて差しあげるでな」


「ええ、ええ、ぜひそうなさいな。これはいい機会だわよ、メッシナ。お茶の淹いれ方とか教えてもらえれば、あなたのご両親の頭痛の種も少しは減るのではない？」


「この話題は、もういいよ」


　げんなりした顔でメッシナが肩を落とすと、リカルドが救いの手を差し伸のべてきた。


「そんな顔するなって。俺はメッシナ王女の侍女服姿も楽しみにしているんだから」


「お……おお、そうか。うん、そうか。では頑がん張ばってみるとするか」


　気を取り直したメッシナがそう言うと、早さつ速そくセフィアが、ほう？　と顔を顰しかめた。


「メッシナ王女たちが侍女服姿になるのは、リカルド殿を楽しませるためではなかったと思うのじゃが？」


「あ？　ああ、もちろんだとも。三人には、三つ子王女の特定に力を貸してもらうために侍女の真似事をしてもらうんだからな。それ以上の意味なんか、もちろんないとも」


　リカルドが冷ひや汗あせを流しながらそう応えると。


「さようか。なに、リカルド殿がわかっておいでならよいのじゃがな」


　冷や汗だらだらのリカルドと、きつい目で彼を睨にらんでいるセフィアとを見比べながら、三人はひそひそと話をする。


〈すでに尻しりに敷しかれていないか？〉


〈凄すごく敷かれているような気がするわね〉


〈では、レムたちも負けずにたくさん敷くのがいいネ〉


〈そうねぇ。なんとなく敷きがいがあるような気はするわねぇ〉


「えっと、じゃあ、手て筈はずの確認をしたいんだけど。いいかな。いいかな？」


　リカルドは話題を逸そらそうとして、同時に元に戻もどそうとして、みんなに呼びかけた。


　とりあえず全員がリカルドに注目する。


「じゃあ、明日あしたの朝にここを発たって三つ子王女が待っているゼーテルネの別邸まで行く。メッシナ王女、エリュシア王女、レムリエル伯女には、セフィアやユーリと同様、侍女の振りをしてついてきてもらって、俺たちと一緒に別邸に入る。入った後は、メッシナ王女に三つ子王女の声を聞いてもらって、ネゥラ王女を特定してもらう……ってことになるんだけど」


　リカルドがメッシナに顔を向けた。


「声を確認するのは、三人一緒のほうがいいのか？　それとも、三人別々でもかまわないのか？」


「どうだろう。何なに分ぶん、昔の記き憶おくなのでね。確率を高めるためにも、できれば三人まとめて話し声を聞かせてもらえるとありがたいな」


「そうか。相手はひとりずつ交こう互ごに出てくるかもしれないけど、なんとかしてその方向に持っていこう。他に何か質問とか疑問点とかあるかな？　あれば今のうちに詰つめておきたいんだけど」


「あの、王子様」


「なんだ、ネゥネゥ？」


「わたし、ゼーテルネの別邸でも料理ができるで生しよう姜が？」


「できるで生姜……できるでしょうか、か？」


「正解です」


「今はそういう話じゃないからね！」


「あ、すみません」


　たちまちネゥネゥが小さくなった。


「リカルド王子」


「な……なんだ、セイラ？」


　何やら嫌いやな予感がしてリカルドがセイラを見やると、彼女が爆ばく弾だん発言をした。


「ボクも侍女になろうか？」


「はぁ？　いや……いいのか、それで？　セイラはアイオリッタの隣にいたいんだろ？」


「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない。アイオリッタ殿も侍女服を着ればいいだけの話だからね」


「なんだってぇぇ!?」


　アイオリッタが目を剝むいた。


「駄だ目めだ無理だ不可能だ、セイラ様。わたしにはこのたわけ王子の護衛をするという任務があるのですから、侍女になどなれませんよ」


「しれっと『たわけ王子』とか言ってるな！」


　というリカルドの突つっ込こみを華か麗れいに無視して、セイラはアイオリッタに応える。


「護衛侍女になればいいのではないかな」


「……は？　え？　護衛……侍女？」


「そうだとも、アイオリッタ殿。鎧よろいの代わりに侍女服を着るというだけで、あとは変える必要がない。槍やりだろうが剣けんだろうが鍬くわだろうが鋤すきだろうが、好きな物を持てばいいのさ。鋤なだけに」


　いや、そんなふうに、上う手まいこと言っただろう、どうだ？　みたいな顔で見回されても。


　今度はリカルド、内心で力なく突っ込んだ。


「侍女服でって……意味がよくわかりませんが、セイラ様」


「だから。護衛を主おもな任務とする侍女ということなのだ、アイオリッタ殿」


「いえ、ですから、護衛をするのに、どうして侍女服を着なければならないのかが……」


「その理由は明快にして明白だ、アイオリッタ殿。そちらのほうが面おも白しろいからに決まっている！」


　なぜおまえが胸を張って言い切る!?


　と突っ込みたくなったリカルドだが、まぁいいかと思い直す。


　あのアイオリッタが侍女服姿になるというのは、それはそれでなかなかの見み物ものだしな。っていうか、見世物？


「いえ、ですが……」


　アイオリッタが救いを求めるようにリカルドのほうを見たが、彼は無言で静かに視線を逸らせた。


　貴様ぁぁぁ！


　アイオリッタが殺人光線を発射しそうな凄すさまじい視線を送ってくるが、リカルドとしては無視するしかない。


　すると、セイラがさらに面白いことを言いだした。


「おお、そうだ。ボクとアイオリッタ殿が護衛侍女になるのであれば、カオルゥ殿もなるべきだな。そうだ、そうすべきだ」


　うんうん、とセイラは満足そうに頷うなずいているが。


「えぇぇ？　拙せつ者しやも侍女服を着るでありますか？」


「そうだよ、カオルゥ殿。ボクとアイオリッタ殿とカオルゥ殿が、護衛担当侍女で……」


　セイラは残るひとり、ネゥネゥに顔を向けた。


「ネゥネゥ殿は料理担当侍女だ」


「え？　わ、わたしは元から料理担当で酢すから、侍女のようなもので酢すが」


「だが、侍女服ではない。そうだね？」


「はい、それは……」


「他の全員が侍女服を着るのだ、君だけが着ていないのでは、統制が乱れてしまう。そうだね？」


　すでにセイラの中では、アイオリッタもカオルゥもネゥネゥも侍女服を着ることが既き定てい路線となっているようだった。


　アイオリッタが、がっくりと肩を落とす。


　一方のカオルゥは、なんとなくそわそわとして嬉うれしそうだ。


　ネゥネゥは素直に頷いた。


「あ、はい、わかりました。そうですね、わたしがあちらで料理ができるかどうかわかりませんし、侍女服姿のほうがいろいろと便利鴨かもしれませんね」


「どうだろう、リカルド王子。これで従者は約一名を除いて、すべて侍女ということになったわけだ。侍女が大好きなリカルド王子にとても相応ふさわしい一団になったと思うのだが」


「俺の趣しゆ味み嗜し好こうを勝手に決めるなよ！」


　リカルドがセイラに向かって吠ほえると、その「約一名」から声が上がった。


「あぁ、王子。じゃあ、一いつ致ち団結してるところをみせるためにも、統率の取れたところを見せるためにも、僕も着ますか、侍女服？」


　間かん髪はつを容いれずに突っ込みが入った。


「「「絶対着るな！」」」


　見事に息の合った合唱っぷりだった。
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　こうして翌日、朝あさ餉げを終えたリカルドは、侍女軍団（と侍じ従じゆうのマリウス）を引き連れ、エリュシアが管理するエランドル王国の別べつ邸ていを出しゆつ立たつした。


　彼に従う侍女軍団は以下のとおりだ。


　セフィア、ユーリ、セイラ、メッシナ、エリュシア、レムリエルの六人の王女。


　本物の侍女であるリィシャとギ・アナ。


　本来は護衛役の姫き士しアイオリッタに、ニンジャのカオルゥ。


　そして料理人のネゥネゥ。


　合わせて十一人もの侍女を従えていることになる。


　カオルゥとネゥネゥは、生まれて初めてこんな華はなやかな服を着ました、と言って喜んでいた。


　そんな十一人は誰だれもが人も羨うらやむ美女揃ぞろい。


　今のリカルドは両手に花どころか、大輪の花が咲さき誇ほこったお花畑に埋うもれているような状態だ。


　セフィアやユーリとしては、内心ではなかなか複雑なものがあるのだが、あまり我が儘ままも言えないので、不満を押おし隠かくしている。


　そして、侍従のマリウス。


　今までより周りが華やいだ雰ふん囲い気きになって彼も喜んでいた。


　そんな一行がこれから向かうのは、ゼーテルネ王家がジョーザン渓けい温泉郷きように持っている別邸。


　そこでは、三つ子王おう女じよがリカルドを今か今かと待ち構えているはずである。


　果たしてリカルドは、三つ子王女の課題に正答を出して応こたえることができるのか。


　たぶん大丈夫だろう。メッシナの助力を仰あおげるんだから、正答を出すのはそれほど難むずかしいことじゃなくなった。


　と、リカルドはやや楽天的になっている。


　それにしても、メッシナたち三人と出会えてよかった。助かった。


　つくづくそう思うリカルドである。


　仮に正答を出したとしても、三つ子王女がどう出るのか読めないのが少し不安だけど、それは、なるようにしかならないだろうしな。けど、三つ子王女と対面してネゥラを特定できれば……これで、婚こん約やく者しやは八人目か。今のところ誰とも揉もめてないし、恐こわいくらいに順調だな。


　いろいろと厄やつ介かいなことはあった。大事件にも巻き込まれた。予想外の事態に直面したりもした。それでも、恐おそれていたような最悪の事態だけは避さけられている。


　それがただ運がいいだけなのか、リカルドの対応がいいのかはわからないが、リカルド本人は少し手応えを感じている。


　未来に希望が持てるような気がしている。


　出会った王女にしても、ひと癖くせもふた癖もある女子が多いのは事実だが、性格の悪い女子は──性格に問題のある女子はいるような気もするが──いなかった。そのことに、リカルドは安あん堵どの息を吐はいたものだ。


　むしろ、みな、リカルドを肯こう定てい的てきに見てくれている。高く評価してくれている。


　自うぬ惚ぼれではなく、リカルドはそう感じていた。


　この調子なら、シュールティス王女の地位を取り戻もどしてやるというセフィアへの約束、意外と早く実現できるかもしれないな。
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　ゼーテルネ王家の別べつ邸ていを訪れたリカルド一行は、館やかたの馬車寄せに四台の馬車を停とめると、全員が馬車から降り立った。


　それまでは馬に跨またがっていたアイオリッタやセイラも侍じ女じよ軍団に組み込まれたため、馬車での移動に切り替かえたのだ。


　リカルドと侍じ従じゆうのマリウスに加え総勢十一人の侍女という珍ちん妙みような一団を出で迎むかえたのは、やはり数名の侍女を従えた三つ子王おう女じよのひとりだった。ひとりだけだった。


　リカルドの前まで歩み寄った彼女は、ひらひらとした膝ひざ丈たけほどの中なか裳も──長くも短くもないという意味でこう呼ばれることが多い──を身に纏まとっていた。


「リカルド王子様ですよね？」


「ええ、わたしがリディア王国の王おう太たい子し、リカルド・ライアス・リディアです」


「ようこそ、リカルド王子様」


　小こ柄がらで可愛らしい三つ子王女のひとりは、澄すました顔で挨あい拶さつを寄よ越こした。


　ひとりか。ここで三人揃そろって出迎えてくれると話が早かったんだけど、まぁ、そう上う手まくはいかないか。


　と思いつつ、リカルドは彼女に挨拶を返す。


「あなたがナゥラ王女なのかネゥラ王女なのかノゥラ王女なのかまだ判別できませんが、わたしがネゥラ王女の婚こん約やく者しやであるリカルド・ライアス・リディアです。どうかよろしくお願いします」


「こちらこそよろしくお願いしますね。ナゥラもネゥラもノゥラも、リカルド様にお会いできるのをとても楽しみにしていました」


　相手のそつのない返答を聞いて、リカルドは内心で舌打ちする。


　やはり、最初の挨拶程度で尻尾しつぽを出すような間ま抜ぬけじゃないか。


　そんなリカルドの思おも惑わくを知ってか知らずか、彼女は、馬車から降りてリカルドの背はい後ごに勢揃いした侍女軍団を覗のぞき込む。


「ところで、リカルド王子様？」


「はい、なんでしょう？」


「リカルド王子様は、リディア王国の使節団という名めい目もくで訪たずねてくると聞いていたのですけど……あの大量の侍女の群むれはいったいなんですか？」


　そう訊きかれるのは想定のうちだ。


　リカルドは素そ知しらぬ顔で平然と応こたえた。


「いえ、見たとおり、わたしの侍女たちですが何か？」


「へ……へぇ、そうなんですか。凄すごいですね」


　お？　ちょっとビビってる？　もしかすると、この辺が突とつ破ぱ口こうになるかも？


　侍女軍団を引き連れていって相手を驚おどろかすという自分の作戦がネゥラの特定という面においても役に立つかも、とリカルドは思ったのだが。


　その後ろで、セフィアとユーリが囁ささやいている。


〈いや、呆あきれておるだけじゃろ〉


〈むしろ引いているのではないですか？〉


　一方、アイオリッタは、自分の侍女衣装を見下ろし、怒いかりと恥ち辱じよくと諦てい観かんが入り交まじったため息を漏もらしていた。


　どうしてわたしがこんな恥はずかしい恰かつ好こうをしなくてはならんのだ。


　アイオリッタが恥ずかしいと思うのも無理はなく、彼女の侍女服は、かなり着き丈たけが短い物だった。


　というか、侍女軍団全員の衣装の着丈が短かったのだが。


　なのにカオルゥとネゥネゥのふたりは、アイオリッタとは対照的に喜き色しよくが表情に溢あふれている。華はなやかで艶あでやかな侍女の衣装を初めて着るのがよほど嬉うれしいのだろう。


　同じように初めて侍女服を着たメッシナ、エリュシア、レムリエルの三人は、物もの珍めずらしそうに自分や他人の恰好を見やり、現れた三つ子王女の侍女たちと自分たちの衣装を見比べたりしている。


　対照的に、セフィアとユーリ、リィシャやギ・アナは、すでに着き慣なれた物だから平然としていた。


　何やらちぐはぐで、どこか不自然な雰囲気を醸かもしだしてはいるが、いずれ劣おとらぬ美少女揃い──というにはメッシナやアイオリッタは些いささか立派すぎるのだが。体格的に──の侍女軍団を不思議そうな顔で見ていた三つ子王女のひとりは、やがて気を取り直したようにリカルドに向き直った。


「えっと……まぁリカルド王子様が侍女を何人引き連れていてもかまわないんですけど、でも、ネゥラを特定するという約束は、ちゃんと果たしてくださいね？」


「ええ、わかっていますとも」


「ではぁ、とりあえず応接の間まで一休みしてください。いま案内させますので」


「その前にひとつお願いがあるんですが」


「なんですか？」


「全員を一いつ緒しよの部屋に入れてもらえないでしょうか」


　三つ子王女のひとりは、またリカルドの背後を覗き込んだ。


「あの人たちも全員、ですか？」


「そう、全員」


「まぁ……それがリカルド王子様の希望なら、かまわないですけど」


　と応えた彼女は、


「ナガエ、ナガエ！」


　と侍女長を呼んだ。


　侍女の中からひとりが進みでてきて、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「はい、王ひ女め様」


「リカルド王子様たちを全員、同じお部屋に通してあげて」


「承知いたしました、王ひ女め様」


「では、リカルド王子様、また後ほど」


　三つ子王おう女じよのひとりは優ゆう雅がな挨拶をしてから踵きびすを返し、館の中に引っ込んでしまった。


　入れ替わるように、控ひかえていた三つ子王女付きの侍女たちが寄ってきて、リカルド一行を館内に案内してくれた。





　　　　２





　三階建ての石造りの館はふたつの棟むねに分かれており、思ったよりも規模が大きかった。


　リカルドたちは天てん井じようの高い廊ろう下かを歩き、邸てい内ないに幾いくつかある応接の間のひとつに招き入れられた。


　まだ日が高いので、大きく取った窓から明るい日ひ射ざしが室内に射し込んでいる。


　隣となりの控えの間に荷物を置いてからリカルド一行が応接の間に落ち着くと、案内してくれた侍女たちが全員にお茶を淹いれてくれた。


「後ほど、他の王ひ女め様がご挨拶に参ります」


「三みつ王ひ女め様とリカルド王子様の晩ばん餐さん会かいは、明あ日すの予定でございます」


「何かご用があれば、あの紐ひもを引いてわたくしどもをお呼びください」


「では、わたくしどもはこれにて失礼いたします」


「ごゆっくりどうぞ」


　侍女たちは丁寧に挨拶をしてから応接の間を退出していった。それでようやくリカルドだけでなく全員が緊きん張ちようを緩ゆるめ、寛くつろいだ姿勢を取ることができた。


　何しろリカルドの侍女であるから、人目があるところでは寛くつろげない。


　長なが椅い子すの背もたれに背中を預けたリカルドが、対とい面めんの長椅子に腰を下ろしたメッシナに声をかける。


「どうだった、メッシナ？」


「うん、聞き覚えはあるような気がするのだが、かといって、あれがネゥラ王女の声かと言われると微び妙みように違ちがっているような……では、あれはナゥラかノゥラなんだな？　と言われると、それも断定はできないというか……」


「なんだ。要するに、現時点では何もわからないってことなんだな」


「まぁ、そうとも言う」


「そうとしか言わないだろ」


　とジト目になってメッシナを見やったリカルドだが。


「やっぱり三人揃って……でないと、聞き分けて特定するのは難むずかしいか」


「うむ。リカルド王子の言うとおりだ」


「俺の言い分を認めてくれてありがとうよ！」


「そう言うな。これでも精せい一いつ杯ぱい、協力しているつもりだぞ？」


「あぁ悪かった。メッシナは善意で協力してくれているんだものな。俺が文句を言うのは筋すじ違ちがいだ」


　メッシナとエリュシアが顔を見合わせる。


〈謝られたぞ？〉


〈面おも白しろい男よね〉


　ふたりがそんなことを囁き合っていると、唐とう突とつに横から声が上がった。


「おい、王子」


　リカルドがそちらに顔を向けると、アイオリッタが少し怒おこったような、あるいは困ったような複雑な顔でこちらを見ていた。


「なんだ、アイオリッタ？」


　アイオリッタは自分の衣装──丈の短い侍女服──を見下ろし不服そうに言った。


「もう着き替がえてもいいのではないか？　というか、着替えたいのだが」


「却きやつ下か」


　顔を上げたアイオリッタが、リカルドに向かって吼ほえる。


「なんだと、貴様！」


「そんなに焦あせって着替えなくてもいいだろ。よく似合ってるぜ、それ」


「なななな何を言うかこの脳のう味み噌そ桃もも色いろ王子めが！」


　顔を赤くしたアイオリッタが目をぐるぐる回している。


「いやいや、似合ってるって。なぁ、カオルゥ？」


「アイオリッタ様のためにあつらえたような素す敵てき衣装であります」


「ばばばば馬ば鹿かなことを……」


「ネゥネゥはどう思う？」


「その衣装でアイオリッタ様にお茶を淹れてもらった殿との方がたは、天にも昇のぼる心地ここちを鰺あじわえるのではないですか？」


　鰺わえる……味わえるだな。


「そそそそそんなことを言われてもこここ困るのだが……」


「でも、お茶は譲ゆずっても、食事の支し度たくは柚ゆずりませんよ？」


　柚……譲りません、か。ネゥネゥだけは、いつもと変わらないな。っていうか、もう少し緊張感を持ってもいいんじゃないか？


　と思わないでもないリカルドだが。


「セーラはどうなんだ？」


「アイオリッタ殿どのなら、何を着ても、何も着ていなくても、世界でいちばん強く凜り々りしく美しいとも。しかし、侍じ女じよ服を着たアイオリッタ殿も素敵なのだが、本ほん音ねを言えば、ボクとしては何も着ていないアイオリッタ殿が見てみたい」
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「お断りですよっっ！」


「何も着ていないアイオリッタ殿がお茶を淹れてくれれば、それだけでボクは理性をなくす自信があるのだが」


　おまえはふだんから理性なんてモノを持ち合わせていないんじゃないか？


　と密ひそかに突つっ込こんでから、リカルドはアイオリッタに向き直った。


「ってことで、アイオリッタ。そんな似合ってる衣装を脱ぬぐなんてもったいないだろ」


「ままままぁ王子から絶対に駄だ目めだ着替えるなと厳命されてしまえば、もう少し着ているしかなななないのだがな」


　相変わらずわかり易やすい奴やつだな、と内心で微笑ほほえみながら。


「命令だ。もう少し着ていろ」


「そそそそうか。では仕方ああああるまい」


　アイオリッタは顔を赤くしたまま、卓たくの上の茶器に手を伸のばした。


　その場の全員が微笑ましい気持ちになってアイオリッタを見やっていると。


　その視線に気づいたのか、アイオリッタは大おお柄がらな体を縮め、茶器を持ったまま、部屋の隅すみに置いてある椅子のほうへ退たい避ひしてしまった。


　微笑を浮うかべたメッシナが、リカルドに呼びかける。


「別の三つ子王おう女じよが挨あい拶さつに来るそうだから、それを待とうではないか、リカルド王子」


「そうだな。現状、そうするしかないようだ。別の王女が登場するまで、おとなしく茶を飲んでいるか」


　そうしてすることもなく一同がお茶を飲んでいると。


　四し半はん刻ときほどして、またひとり、王女が現れた。
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「やっふ～～、リカルド様、初めまして～～」


　客間に入ってきた三つ子王女のひとりは、やけに高こう揚ようしているように見えた。


「お会いできて嬉しいです～～」


　立ちあがったリカルドが、敢あえてひとり目と同じような挨拶を返す。


「あなたがナゥラ王女なのかネゥラ王女なのかノゥラ王女なのかまだ判別できませんが、わたしがネゥラ王女の婚こん約やく者しやであるリカルド・ライアス・リディアです。どうかよろしくお願いします」


「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな挨拶なんか要いらないよ～～」


　ん？　他人行儀？　まさかな……。


　リカルドがちらっとメッシナに視線を向けると、彼女は難しい顔で首を横に振ふった、やっぱり引っかけなのか。油断のならない三つ子だな。


「いえいえ、やはり初対面なのですから、それなりの礼れい儀ぎは必要かと」


「つまんな～～いっ」


　頰ほおを膨ふくらませたふたり目の三つ子王女は、そのままくるりと回れ右すると、すたすたと応接の間から出ていってしまった。


「あ、申し訳ありません。あとおひとり、また挨拶に参りますので」


　そう言い残して、侍女たちは慌あわてて主人のあとを追いかけていった。


　マリウスが扉とびらを閉めるのを待って、リカルドがメッシナに訊きく。


「ネゥラじゃないってことがわかったのか？」


「それはまだだが、今のが最初に現れた王女と同一人物だということはわかった」


「なんだって!?　それって、引っかけというより、もはや騙だましに来てるだろ！」


「わたしに文句を言われてもな。それは当人に言ってくれ」


「あぁ……悪かった」


「いや、いいのだけど」


「しかし、今のが最初と同一人物ということは」


　とセフィアが口を挟はさんできた。


「少なくとも今の王女がネゥラではない、ということは言えるのではないか？」


「ん？　それは……ああ、わざわざ『他人行儀な』だなんて言って、ネゥラであることを匂におわせた以上、当人ではないと？」


　相変わらずリカルド殿は頭の回転が速いの。


「うむ、そういうことじゃ」


「ですが、敢えて裏の裏をかいたという可能性はありませんか？」


　と今度はユーリが指し摘てきした。


「なるほど。『他人行儀』と言った王女をネゥラ候補から外すだろうと読んで、わざわざ本人が出てきたという可能性か。たしかにあり得るの」


「うん、しかし、それは……」


　メッシナが首を捻ひねった。


「どこかおかしいか、メッシナ殿？」


「候補から外したとしても、このあとに現れる三人のうちの誰だれかがわからない以上、意味がないような気がするんだが。あの王女を特定できるのはわたしが声を聞き分けられるからこそであって、そのことをあちらさんが知っているはずがないんだから」


「むう、それはそうじゃの。最初の王女と今の王女が同一人物というのがわかったのも、メッシナ殿がいたからこそじゃものな」


「でも、着替えなければわかるんじゃありませんか？」


　とユーリが指摘すると。


「おお。なるほど」


「たしかにそうだ」


　セフィアとメッシナが頷うなずくと、エリュシアが首を傾かしげながら言った。


「つまり、こういうこと？　たとえばこのあと三人が一いつ緒しよに現れたとき、今の王女と同じ衣装を着ていた者がいたら、その娘こをネゥラではないと判断するだろう……」


　へぇ。エリュシアの奴、自分じゃ頭が悪いなんて言ってたけど、そんなことはないじゃないか。


「そうだな。そしてその場合、二番目の王女とは別の王女が同じ服を着て現れる可能性もあるから厄やつ介かいだ」


「……ってことは、何もわからないも同然だと？」


「もしかすると、こっちが混乱するのを面白がっているだけかもしれないな」


　と言ってリカルドはため息を吐ついた。


「ひねくれている王女様だネ」


　レムリエルがげんなりとした顔になる。


「まぁ、ひねくれているというより、当人たちにしたら、楽しい玩具おもちやで遊んでるだけ……って感じなんだろうけどな」


　いちおう三人の中のひとりは自分の婚約者なので、リカルドはそうフォローしておく。


「王子様」


　カオルゥが控ひかえ目な声でリカルドを呼んだ。


「どうした、カオルゥ？」


「とりあえず今の王女様には目印を打っておきましたので、同じ服を着ているのが本人か別人かは見分けることができると思います」


「本当か!?」


　リカルドが目を見開くと、カオルゥは無言で首を縦に振った。


「さすがにカオルゥ、仕事が早いな。ちなみに、どうやったんだ？」


「回れ右して出ていくときに、拙せつ者しやの髪かみの毛を飛ばして王女様の髪に絡からめておきました。ですので、この後、入浴して髪を洗ったりしない限り、見分けることは可能かと」


　全員が、ほう、へぇ、と感心の声を上げた。


「そうか。じゃあ、そちらはカオルゥがいればわかるとしてもだ、いま来た王女がネゥラではないという可能性は高いとは思うけど、断定はできないからな。やはり三人が揃そろったところで、メッシナに……」


　そのとき、ふたたび扉が叩たたかれた。
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　館やかたの侍女の手によって開けられた扉の向こうには、先ほど戻もどっていった王女とまったく同じ顔の王女が立っていた。


　ただし、着ている服が違ちがっている。新登場の王女は、何な故ぜか侍女服を着ていた。


　とはいえ、先ほど戻っていった王女と別人かどうかはわからない。彼女が着き替がえてきただけかもしれない。


「こんにちは。初めまして。リカルド王子様」


「やあ、初めまして」


　と応こたえておいて、リカルドは素早くメッシナに視線を走らせる。


　彼女は小さく頷いた。


　つまり、見た目どおり別人だという意味だ。


　それを確認した王子は、またもや先ほどと同じ挨拶をしてみる。


「あなたがナゥラ王女なのかネゥラ王女なのかノゥラ王女なのかまだ判別できませんが、わたしがネゥラ王女の婚約者であるリカルド・ライアス・リディアです。どうかよろしくお願いします」


「そう。わからないんだ。まぁ、わからないよね」


　んふふ、と王女は楽しげに笑った。


「まだ時間的な猶ゆう予よはあるわけですから、そのうちなんとかしますよ。それよりも」


「何かしら、リカルド王子様？」


「どうして侍女服を着ているのかな？」


「えっと、あの人たちに対たい抗こうしてみました」


　と応えて、三つ子王女のひとりは背後に居並んでいる侍女軍団を指さした。


　セフィアたちリカルドの侍女軍団は、王子が挨拶をしているので、当然、立ちあがって彼の背後に控えている。


「あぁ……そうなんだ」


「似合っているかしら？」


　その場で王女がくるりと回転してみせると、短めの裳も裾すそがふわっと翻ひるがえる。


　とたんに、セフィアの眉まゆが寄せられ、ユーリの顔が曇くもる。


「ん……まぁ、似合ってると思いますよ」


「ありがとう」


　三つ子王女は無む邪じや気きそうな笑みを浮かべた。


「ところで、わたしはネゥラではありません」


「なんだって!?」


「では、リカルド王子様、明日あしたの晩ばん餐さん会かいを楽しみにしていますね。できれば、そのときにネゥラを特定していただけると嬉うれしいです」


「三日のあいだに……じゃなかったのかな？」


「期限ぎりぎりで特定するより、早めに特定してくださったほうが、きっとネゥラも嬉しいですよ？」


　という言い方は、やはり自分がネゥラではないと言っているように聞こえるが。


　いやいや、こいつらの言葉をあんまり深く考えないほうがいいかもしれないな。


　と警けい戒かいを怠おこたらないリカルドである。


「まぁ努力してみるよ」


「では、そういうことで。失礼し……あ、そうだ」


　引き返そうとした三つ子王女が足を止めて振り返った。


「念のために言っておきますけど、ネゥラを特定するのは、明日の晩餐会を待たなくても、いつでもどこでも可能ですから。いつでも、どこでも、ね」


　三つ子王女のひとりは、にっこり微笑ほほえんでそう言うと、


「では、ごきげんよう」


　と挨あい拶さつをして部屋を離はなれていった。


　三つ子王女付きの侍女たちも、ぞろぞろと引き返していく。


　それを見送った王子が室内に戻ってくると、進みでたマリウスが静かに扉を閉めた。
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「今の言葉、つまり『わたしはネゥラではない』という言葉、どういう意味だと思う？」


　そう言ってリカルドが周りの者を見み渡わたすと。


「言葉どおりの意味に受け取ってもいいのではないかな。今の王女は、前に来た王女とは別人だ。それは確実に言える」


　とメッシナが応えた。


「だったら。彼女が言ったことが本当だとしたら、今のがナゥラかノゥラってことになる……のか」


「しかし、相手の言うことを鵜う呑のみにしてしまってもよいものか、リカルド殿どの？」


　セフィアは疑い深そうな顔だ。


「ひとり目とふたり目に同一人物を出して引っかけようとしているのじゃからな。頭から信じてしまわんほうがいいのではないか？」


「う～ん、どうなんだろうな」


　リカルドが首を傾げて唸うなっていると。


「混乱させるようなことと手て掛がかりとを交こう互ごに与あたえてリカルド王子の対応を見てやろうということではないのかな」


　とメッシナが言った。


　するとエリュシアが。


「というよりも、三つ子王女の本ほん音ねとしては、リカルド王子に正解を出してほしいのではないのかしら。このあとも手掛かりを小出しにしてくる気がするわよ？」


「なるほど。そうしておいて、リカルド王子がどの段階で正解を出すか見み極きわめようというつもりか。それならリカルド王子が不正解を出す可能性は低い上に、リカルド王子の頭脳水準を推おし量はかれるというものだ。なかなかやるものだね、三つ子王ひ女めたち」


　セイラが感心した表情でそう言うと、その言葉をエリュシアが引き取った。


「要するにあの三つ子王おう女じよ、本気でリカルド王子との婚こん約やくを解消するつもりなんか端はなからないのではないの？」


「だとしても、俺のことを馬ば鹿かだと思われたら困るしな。早めに正解を出してぎゃふんと言わせてやりたいもんだけど」


「今の王女、晩餐会を楽しみにしてると言っていたな。ならば、そこには三人揃って出てくるのではないか？　もしそうなら、そこで特定できると思うぞ」


「メッシナがそう言ってくれるのは心強いな」


　む？　とセフィアが眉を寄せる。


「リカルド殿、吾われも見破ってやるから案ずるな」


　またセフィアの負けず嫌ぎらいが炸さく裂れつしたか。


　と思ったリカルドだが、それを指し摘てきするとセフィアが逆上するかもしれないので、とりあえずこう訊きいてみる。


「……どうやって見破るつもりだ、セフィアは？」


「や？　いややや、それはじゃな、えぇと、吾の鋭するどい女としての直感じゃ」


　いやまぁ、たしかにセフィアは鋭い直感を持ってはいると思うよ。主おもに、俺が他の王女と仲良くするのを見破る方向で。


「ななな、ななんじゃ、その目は？　疑うたごうておるな？　吾の直感を疑うておるな!?」


「いや、疑ってはいないけどさ。セフィアが直感で見破ったとしても、相手を納得させる理由にはならないからな。どうして特定できたのか、三つ子が納得する理由を提示しないとな」


「むむむ、さよう……じゃな」


「声が違っているという理由なら、相手は納得せざるを得ないからな。そこはメッシナに頼たのむしかない」


「それは大だい丈じよう夫ぶだが……三つ子王女が本当に三人揃って晩餐に登場するのか、という点が少し不安ではあるな」


　メッシナがそう言うと、リカルドは、う～～んと小さく唸って考え込む。


「そうだな。念のため、三人が同時に登場してこなかった場合に備えて、揃わせる手段を用意しておいたほうがいいのかな」


「どうするのじゃ？」


　とセフィアが訊いてきた。


「さて、どうするかな。まぁ出たとこ勝負……ってことか」


「それに関しては、レムにいい考えがあるのヨ」


「ほう？　聞かせてもらおうか、レムリエル伯はく女じよ」


　とリカルドが促うながした。


「リカルド王子が、しこたま酒を飲むネ」


「俺が酒を？　それでどうするんだ？」


「酔よっぱらったリカルド王子は、まぁこれは酔っぱらった振ふりでもいいけどネ、とにかく酔っぱらった王子が裸はだか踊おどりを始めるのだネ」


「いやちょっと待て！」


　リカルドは真っ青になってレムリエルの話を遮さえぎろうとしたが。


「おお！」


　居合わせた侍じ女じよ軍団から驚おどろきの声が上がった。


　リカルドの制止などどこ吹ふく風で、レムリエルは話を続ける。


「たとえ晩餐に出てこない王女がいても、リカルド王子が裸踊りを始めれば、見に来ずにはいられないと思うんだネ。そうして三人を引っ張りだしておいて、メッシナが一いち網もう打だ尽じんにするのヨ」


「驚いたな。レムルにそれほどの知ち恵えがあったとは」


「メッシナ、レムのことを馬鹿にしてないかネ!?」


「いやいや、素直に感心しているんだよ」


「そうかネ？」


「そうだとも」


「なら、いいのだがネ」


　顔を背そむけたメッシナがペロっと舌を出し、その横ではエリュシアがくすくすと忍しのび笑いを漏もらしている。


「吾も感心したぞ、レムリエル伯女。むしろ感服したと言ってもよい。リカルド王子が裸踊りを始め、それを見た吾らが騒さわげば、隠かくれている残りの王女も必ずや出てこよう」


　セフィアがそう言うと、ユーリも頷うなずいた。


「その案なら三つ子王女を三人とも引っ張りだせる上に、僕たちもリカルド様の裸踊りを堪たん能のう……いえ、観賞……いえ、拝見……いえその、ともかく素晴らしい考えです」


「おまえら、それが本音か！」


「素敵な一石二鳥ではないか」


　とメッシナが開き直った。


「それなら確実に三つ子王女の中からネゥラ王女を特定できるぞ？」


「そんな方法で特定したくはないわ。っていうか、俺が三つ子王女から馬鹿だと思われるだろうが！」


「そうかな」


「三つ子王女も喜ぶのではなくて？」


「大喜びだネ」


「うむうむ、不満のない落としどころじゃな」


「ええ、僕もそう思います」


「なんだったら、ボクが裸踊りにつき合ってもいいのだよ、リカルド王子」


　六人の王女からは反対意見が出なかった。


　意見を言える立場ではないから黙だまっているが、その顔を見れば、リィシャもギ・アナもカオルゥもネゥネゥも賛成なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　ただひとり、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になっているのがアイオリッタである。


　とはいえ、三つ子王女を引っ張りだしてネゥラを特定しなくてはならないのは確かなのだし、六人の王女がみな賛成しているのだから、アイオリッタとしても反対し難にくい。


　結局彼女は、いつもの悪あつ口こう雑ぞう言ごんを撒まき散ちらすこともなく沈ちん黙もくを守った。


「いやいや、みんな、なに言ってるの？　しないからね？　そんな馬鹿げたことはしないからね？」


「では、リカルド王子はどうやって三人を引っ張りだすつもりなのだ？　言っておくが、わたしは三人が揃そろっていないと聞き分ける自信がないぞ？」


　メッシナが真ま面じ目めな顔でそう言うと。


「い……いや、それは……」


　リカルドの額ひたいにはびっしりと脂あぶら汗あせが浮ういている。


「大丈夫じゃよ、リカルド殿」


「な、何がだ、セフィア？」


「三つ子王女を引っ張りだすために、敢あえて裸踊りをしてみせたと言えば、三つ子王女もリカルド殿の深しん謀ぼう遠えん慮りよに感心し、感服し、感極きわまってひれ伏ふすことじゃろう」


　リカルドは、右手でびしぃっとセフィアを指さして怒ど鳴なった。


「適当なこと言ってんじゃねえ！」


「では、どうするつもりじゃ？　正直に『誰だれがネゥラ王女か声を聞いて判別したいので、三人並んで自分と会話してくれ』と申し入れるか？　それで相手が受けてくれるなら話は早いのじゃがな」


「だ……だから、そう、きっと三つ子は最初から三人揃って晩ばん餐さんに出てくるって」


「これは将棋スカツシエの強いリカルド殿とも思えん言葉じゃな。自分が望んだとおりの指さし手を、都つ合ごうよく相手が指してくれるとは限らんのじゃろ？　そのために、あらゆる可能性を読んで備えておくのじゃろ？」


「い、いや、それはまぁそのとおりだけど……」


「では、この局面でも、相手の出方を読んで、予あらかじめそれに備えておくことが必要なのではないのか？」


　リカルドは滝たきのような冷ひや汗あせをだらだらと流した。


「俺としては、最初から三人揃って出てくることに賭かける！」


「往おう生じよう際ぎわが悪いのう」


「セフィア王女の言うとおりだぞ、リカルド王子。もし出てこなかったら、どうするつもりだ？」


　とメッシナが迫せまったが、リカルドはあくまで問題を先送りにする。


「そ、そのときはそのときで、改めて打開策を考えるさ」


「さようか。まぁ、リカルド殿がそれでいいと言うのなら、無理強じいはせんがな」


「大丈夫だって。きっと三人揃って出てくるから」


　リカルドは引き攣つった笑みを浮かべながら、そう強がった。


「その前に、みんなを晩餐会に同席させるように交こう渉しようしなくちゃいけないだろ。最低でもメッシナが同席していないと特定できないんだからな」


「あ、じゃあ、それは僕がやってきますよ」


　マリウスが手を挙げ、立ちあがった。


「上う手まく丸め込んできますから」


「お、おう、頼んだぞ、マリウス」
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　マリウスの交渉は、あっさりと終わった。


　侍女軍団全員を晩餐の席に同席させることを、三つ子王女の代理で交渉に当たった侍女長のナガエが認めてくれたのだ。


　ただし、さすがに同じ卓たくにつくというわけにはいかず、饗きよう宴えんの間まの片かた隅すみに置かれた別の卓に用意した席に着くということで双そう方ほうは合意した。


　戻もどったマリウスにそのことを告げられたリカルドは、ひとまず安あん堵どの息を吐はいた。


　これでメッシナは同席できる……と。第一関門は突とつ破ぱしたな。あとは、王女が三人揃って出てきてくれれば万ばん々ばん歳ざいだが、その前に。


　リカルドは、最後に現れた三つ子王女のひとりが言っていた別の言葉が気になっている。


　いつでも、どこでも、って意味ありげに言ってたけど、あれは……どういう意味だったんだ？
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　彼の疑問は夕ゆう餉げの席で氷解した。


　その日の夕餉はリカルドたちだけで囲むことになったのだが、応接の間に夕餉の支し度たくをしに来たナガエが、こんなことをリカルドに耳打ちしたからだ。


「今日、晩餐会を行えなくてあいすみません。三みつ王ひ女め様は晩餐会に備えていろいろと準備を調ととのえなくてはなりませんので。たとえば、そうですね、お風ふ呂ろでお肌はだを磨みがかなくてはならないですとか」


「……は？」


「つまりですね、皆みな様さま方の夕餉の頃ころには三みつ王ひ女め様は揃ってご入浴されているはずなのです。ええ、露ろ天てん風呂で。悪あしからずご了りよう承しようくださいませ」


　こ、こいつ……わざわざ三つ子王おう女じよが入浴している時間や場所を教えるなんて明らかに誘さそってやがるな、これは。


　さて、どうするかと、リカルドは少し悩なやむ。


　そこまで誘われておいて、手をこまねいているというのもどうかと思うな。とはいえ、自みずから進んで……ってわけにもいかないしな。よし、ここはカオルゥに。


　部屋の隅で晩餐の支度が調うのを待っているあいだを利用して、リカルドはカオルゥを呼んだ。


　侍女服姿のカオルゥがリカルドの前に立った。


　普ふ通つうならカオルゥは跪ひざまずくところだが、侍女服でそれをするとかなり目立つので、リカルドは彼女を立たせたまま話をする。


　けど、侍女服姿のカオルゥって、なんか違い和わ感かんあるな。


　という思いは微み塵じんも面おもてに出さずに。


「なんでしょう、王子様？」


「見取り図は頭に入っているか、カオルゥ？」


「いちおうは」


「だったら、ちょっと夕餉を抜ぬけだして、露天風呂に忍しのんでみてくれないか？」


　え？　と目を見開いたカオルゥがリカルドの顔を見つめる。


「お風呂の覗のぞきは、止やめたのではなかったのですか？」


「そのつもりだったんだけど、さっき、侍女長のナガエから誘われてさ。何も応こたえないのも癪しやくなんで、カオルゥに少し調べてきてもらおうかと思ったんだよ」


「さようでありますか。わかりました。拙せつ者しや、露天風呂に忍んで……えぇと、忍んで何をすればよいでありますか？」


「とくに何かをする必要はない。念のため、三つ子王女の胸に本当に黒子ほくろがあって見分けられるのかを確かめてきてくれれば、それでいい。あとは、露天風呂と更こう衣い室を実地検分して、最悪の場合、三つ子の体や脱ぬいだ衣装に目印を付けることが可能かどうかも確かめられれば、それに越こしたことはない。つまり、今日のところは事前調査ってことだ」


「了りよう解かいであります、王子様。てや……」


　跳とびあがろうとしたカオルゥの肩かたを、慌あわててリカルドが押さえた。


「待て待て待て。こんなところで宙返りすんな。おまえ、いま侍女服着てるんだぞ。ここの侍女たちの注目を浴びてしまうだろうが」


「あ、すみません」


「カオルゥの分の食事は、確保しておくから」


「ご配はい慮りよ、感謝であります」


　カオルゥが深々と一礼する。


「拙者、目的地の地形などを把は握あくするため直すぐにも忍び込もうと思いますが、この侍女服では忍び込むのに適していません。先に控ひかえの間に行って着き替がえたいと思います」


「よろしくな。おまえは少し気分が悪いので控えの間で休んでるってことにしておくわ。早めに終わったら、その時点で夕餉のほうに顔出してくれていいぞ」


「了解であります。では、失礼いたします」


　カオルゥがひっそりと部屋から出ていったのに気づいたセフィアが、リカルドのところにやってきた。


「カオルゥはどうしたんじゃ？」


「いや、じつはな……」


　リカルドは声を潜ひそめて、ナガエの言葉を受けてカオルゥに露天風呂に忍び込んでもらうことにしたと説明する。


「む……さようか」


　眉まゆを顰ひそめたセフィアだが。


「リカルド殿は行かんのじゃな？」


「行くか！」


「さようか。ならば、まぁいいのじゃがな」


「どうかしたのか、リカルド王子？」


　リカルドとセフィアがひそひそと話をしていると、今度はメッシナやエリュシア、ユーリまでもが集まってきた。


　リカルドは、もう一度、同じ事を手早く説明した後、こう付け加えた。


「べつにメッシナの能力を疑ってるとか、そういうことじゃないからな？」


　メッシナは、ふっと微笑ほほえんだ。


「わかっているよ。こんな状じよう況きようになれば、念には念を入れるのは当然だ」


「でも」


　とエリュシアが口を挟はさむ。


「そこまでして誘われたのなら、リカルド王子が自分で見に行けばいいのではないの？　だって、あちらはそれを期待しているからこそ、リカルド王子に情報を漏もらしてきた……のでしょう？」


　メッシナもエリュシアの言葉に頷うなずいて賛意を表しているが。


「いやぁどうかな。俺としては、そこまで好意的に受け取っていいものかどうか、かなり怪あやしいと思ってる」


「なるほど、用心深いわね」


「用心深くもなるだろ。こんな難問を繰くりだしてきた王おう女じよ様を相手にするんだからな」


　そう言ってリカルドは、その場にいる四人、セフィア、ユーリ、メッシナ、エリュシアの顔を見み渡わたした。


「今日のところは単なる下調べだよ。もしも万が一、メッシナの聞き分けが上う手まくいかなかったときに備えてのな。最悪の場合、晩ばん餐さん会かいに三つ子のひとりしか出てこない可能性もあるわけだから、二の矢、三の矢は用意しておきたいってことだ」


「ですから、その場合はリカルド王子が裸はだか踊おどりをすれば済むのでは？」


「済むかっ」


　とエリュシアを睨にらんでおいて、リカルドは自分を勇気づけるように拳こぶしを握にぎりしめた。


「とにかくともあれ、本当の勝負は明日あしたの晩餐会だ」
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　そして、リカルドたちが夕餉を取っている頃。


　カオルゥは、露天風呂の近くの庭の樹木に身を潜めていた。


　すでに日は西に傾かたむいていて、あたりは黄昏たそがれ色に染まりつつあった。


　そして風呂の周囲の警備はすかすかだった。


　これはやはり、三つ子王女様たちが、王子様が忍んでくるのを待っていらっしゃる……のかもしれませんね。


　とそのとき。


　湯船の背後にある木造の建物──おそらく更衣室──の扉とびらが開いて、同じ顔をした三人の王女が姿を見せた。


「きゃはは～～」


「わぁい」


「お風呂お風呂～～」


　三人は飛とび跳はねるようにして湯船に近づいてく。


　もちろん三人とも裸だったが、それを見てカオルゥはつくづく感心した。


　顔だけでなく、体まで瓜うりふたつ……といいますか、瓜三つでありますね。身長から骨格から筋肉の付き方から、何から何まで見分けがつきません。となると、やはり胸の黒子を……ここからでは薄うす暗ぐらくて見えませんので、もう少し近づかなくては。


　己おのれの気配を殺したカオルゥが、じりじりっと露天風呂に近づいてく。


　大小の岩が組まれた露天風呂の湯船に腰こしを下ろし、足を湯の中に入れた三つ子の王女が話をしている。


「リカルド王子様、来ると思う～～？」


「どうかなぁ。ナガエに言って餌えさは撒まいておいたけど～～」


「素直に食いついてくれるかな～～？」


「用心深そうな感じだったから、直ぐには食いつかないかもね～～」


「食いついてくれたら面おも白しろいことになるのにね～～」


「ね～～」


「わたしたちの入浴を覗き見して、なおかつネゥラを特定できないんだからね～～」


「そんな迂う闊かつで粗そ忽こつな婚こん約やく者しやは～～」


「ネゥラには相応ふさわしくないよね～～」
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「そんなことになったら、とっちめてやりましょ～～」


「あはははは～～」


　隠おん形ぎようの術を駆く使しして岩いわ陰かげに身を潜めたカオルゥは、なんの話だと不ふ審しんに思いつつも目を凝こらす。


　そして。


　あっと目を見開いた。


　三つ子の胸には黒子があった。


　三人とも、左右にひとつずつ黒子があったのだ。


「ここに忍び込んできて、裸のわたしたちを見て、してやったり、なんていい気になったリカルド王子様が～～」


「わたしたちのこの黒子を見て焦あせりまくるのが楽しみだよね～～」


「このときのために、わざわざ黒子を描かいておいたんだものね～～」


　カオルゥはげんなりとした顔になる。


　つまり、あの三つ子王おう女じよ様は、王子様が忍び込んでくるのを、罠わなを張って待っているのですか。なんとまぁ底意地の悪い。


　こうなってみると、念のためにということでカオルゥをここへ忍び込ませたリカルドの用心深さが吉きちと出た恰かつ好こうだ。


　さすがにリカルド王子様、あんな浅あさ知ぢ恵えの三さん悪わる王女様には負けていません。


　カオルゥの中では、三つ子王女はリカルドを虐いじめる悪あく人にんという位置づけになっていた。


　これではここで覗いている意味がありません。早々に戻もどって、王子様にこの件をご報告しなければ。


　隠形の術を解といたカオルゥは密ひそかにその場を離はなれ、屋や敷しきの庭を滑すべるように走った。
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　侍じ女じよ服に着替えたカオルゥは、夕ゆう餉げの給仕のために応接の間にいる館やかたの侍女の目を意識して少し覚おぼ束つかない足取りで応接の間に戻ってきた。


「もういいのか？」


　とリカルドに訊きかれ、カオルゥは、


「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです。ご心配をおかけいたしました」


　と頭を下げる。


　館の侍女がいるあいだは報告が聞けないから、リカルドたちは淡たん々たんと食事を進めた。


　食事が終わって食後のお茶を飲んでいると、給仕係を務つとめた侍女たちが出ていった。


　みなはすかさずリカルドの周りに集まってきた。


「どうだった、カオルゥ？」


「はい、それが」


　カオルゥが見聞きしたことをリカルドに告げると、さすがのリカルドも呆あつ気けに取られた。


「そこまでやるか」


「何やら本気で勝負に来ているような気がするの」


　というセフィアの感想にリカルドも同意したい。


「本当にリカルド王子様に見破ってほしいと思っているのでしょうか？」


　と言うユーリも、少しばかり憤ふん慨がいした顔だ。


「腕うでのいい相手と将棋スカツシエを指さしているような気分だな。ちょっと気を抜ぬくと、ハメ手を食らいそうで油断ができないわ」


「おそらく三つ子王おう女じよとしては、リカルド王子との知ち恵え比くらべが楽しいんだろうね」


　とメッシナが言った。


「そうかもしれないな。勝手に挑いどまれた俺としては、堪たまったものじゃないけどな。でも、これでメッシナの能力に期待するしかなくなったわけだ」


　リカルドがそう言うと、メッシナは照れたように頭を搔かいて、


「まぁ、努力するよ」


　と応こたえた。


「ともかく勝負は明日の晩餐だ。それまでは特にこちらから仕し掛かける必要もない。みんなは旅の疲つかれを癒いやしていてくれればいい」


「うむ、わかった。では明日の昼間は、ごろごろダラダラと過ごさせてもらうとするか」


　とセフィアが言うと、リィシャからダメ出しが入った。


「あら、王ひ女め様はリカルド王子様の侍女なのですから、ごろごろダラダラしていては駄だ目めですよ？」


「う……そ、そうじゃったの」


　はぁ、とため息を吐ついたセフィアは、仕方がないの、と首を振ふる。


「では、ごろごろダラダラするリカルド殿どのの世話をして過ごすとするか」


　他の王女もセフィアと同じで、侍女としてリカルドの側に控ひかえているわけだから、結局セフィアたちは朝からリカルドの世話をしてその日を過ごすこととなった。


　それはそれでなかなか楽しい一日だった。


　リカルドとしても、セフィアたちとしても。
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　いよいよ晩餐が始まろうとしている。


　いちばん心配だったのが、もっとも不安だったのが、三つ子王おう女じよが揃そろって出席するのかどうかということだったが、ナガエから聞いた限り、三つ子王女は三人揃って出席するという話だったので、リカルドは胸を撫なでおろした。


　饗きよう宴えんの間まに用意された大きな方ほう卓たくの前にリカルドが腰を下ろしている。


　食卓の反対側には三人分の食器が並べられているから、三つ子王女が揃って登場するのは確実と思える。


　リカルドは、ちらっとメッシナのほうに視線を向けた。


　侍女軍団とマリウスは、饗宴の間の片かた隅すみに置かれた食卓についている。


　饗宴の間はかなり大きくて、リカルドが座る食卓とメッシナたちが座る食卓は少しばかり離れているのだが、饗宴の間は静かだし、三つ子王女の話し声もよく通るし、聞き逃のがす虞おそれはなさそうだ。


「お待たせいたしました。三みつ王ひ女め様のご登場です」


　侍女長のナガエがリカルドに告げ、リカルドに緊きん張ちようが走る。


「ごきげんよう、リカルド様～～。もしかするとネゥラかもしれない王おう女じよです～～」


「ごきげんよう、リカルド様～～。もしかするとナゥラかもしれない王女です～～」


「ごきげんよう、リカルド様～～。もしかするとナゥラでもネゥラでもないかもしれない王女です～～」


　三人はお揃いの長なが裳もに身を包み、同じような髪かみ飾かざりをしていた。


　顔も背せ恰かつ好こうも同じ。


　どう見ても同じ人間が三人いるとしか思えない。


　これを見分けるなんて、ほとんど不可能だよなぁ。メッシナがいてくれて、本当に助かったぞ。


　冷ひや汗あせを流しながらも安あん堵どするリカルドである。


　三人が一いつ緒しよに出てきてくれたのだから、あとは彼女たちと話をすればいい。


　メッシナが判断できるだけの材料、つまり三人の話し声を聞ければ、メッシナが聞き分けてくれるはずだ。


　今の挨あい拶さつだけでも、すでに見当をつけているかもしれない。


　三人の王女が席に着くのを待って、ナガエがその隣となりに立った。


「では、改めて、リカルド・ライアス・リディア様とネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ様の対面の儀ぎを兼かねまして、三みつ王ひ女め様とリカルド様の晩ばん餐さん会かいを始めさせていただきたく存じます。ふつつか者ではございますが、進行はわたくし、三みつ王ひ女め様の侍女長、ナガエ・ノマエが務めさせていただきます。よろしくお願いいたします」


　リカルドに向かって丁てい寧ねいに頭を下げたナガエは、顔を上げると、晩餐会開始の挨拶代わりとして、リディア王国とゼーテルネ王国の歴史やら両国の関係やらを述べたが、長い上に本筋には関係ないので、ここでは割かつ愛あいする。


　最後にリディアとゼーテルネ両国の未来を言こと祝ほいでナガエが挨拶を終えると。


「ナガエ、挨拶長すぎ～～。だからナガエは、話が長ながえって言われるの～～」


　三つ子王おう女じよのひとりから突つっ込こみが入った。


「申し訳ございません」


　と頭を下げたナガエは、しかし、それほど申し訳なくはなさそうだった。


「では、まず乾かん杯ぱいをお願いいたします。乾杯の音おん頭どはリカルド様にお願いしたく存じます。よろしいでしょうか？」


「いいですとも」


　侍女たちが酒しゆ杯はいに葡ぶ萄どう酒しゆを注ついで回る。


　背後の方卓に控えているセフィアたちにも乾杯の葡萄酒が行き渡った。


「では、僭せん越えつながら」


　酒杯を右手に立ちあがったリカルドだが、


「あぁそうだ、乾杯の前に少しいいですか？」


　と三つ子王女の顔を順じゆん繰ぐりに見渡す。


「「「何かしら、リカルド様？」」」


　三人が同時に口を開き、同じ言葉を発した。


　リカルドには、ひとりの声としか聞こえない。


　見た目だけでなく、声もそっくりだ。


　本当にこれを聞き分けられるのか、メッシナは。


　と少し不安になるリカルドだが、ここまで来ればもう彼女を信じるしかない。


　リカルドにできることは、彼女の聞き分けの確度を少しでも上げるための手助けをすることだけだ。


「わたしは、お三方の中からネゥラ王女を見分けるようにという課題を出されているわけですが、こうしてお三方を目の前にすると、それが途と方ほうもない難題であることを実感せざるを得ません。そこで、少しばかり手て掛がかりをいただけませんか？」


「手掛かりって、何を？」


「服を脱ぬげと言うのかしら？」


「ネクシールから聞いているのでしょう？　胸の黒子ほくろの話を」


　くすくすくす。


　三人が忍しのび笑いを漏もらした。


「でも、さすがに晩餐の席ではね」


「脱げないわね」


「あとで寝しん室しつに忍んで来てもらえばいいかもね」


　三人は、いかにも楽しそうにくすくすと笑っている。


　だが、リカルドはすでに、その黒子が捏ねつ造ぞうされていることを知っている。


　その手には乗らないさ。


　と内心で呟つぶやいてから、


「いえいえ、そういうことではありません」


　と手を振った。


「これからわたしが幾いくつか質問をしますので、お三方はそれに答えてくださいませんか。もちろん、答えられない場合は、その旨むねを仰おつしやってくださればけっこうです」


「そのくらいならいいよね？」


　とひとりが別のふたりを見やる。


「いいんじゃないかな～～？」


「でも、胸まわりとか腰こしまわりとかお尻しりまわりとか、三人とも同おんなじだよ～～？」


「それとも、いま身に着けている肌はだ着ぎの色とか～～？」


　なんかリカルドの背後がざわついているが、彼は気がつかない振りをする。


「いえいえいえ、そういうことを知りたいのでもありませんから」


「なんだ～～」


「まぁ、なんでも訊いていいよ～～」


「では」


　リカルドは右手を高々と掲かかげた。


「リディア王国とゼーテルネ大公国の末永い繁はん栄えいを祈いのって。乾杯！」


「「「乾杯～～！」」」


　三つ子王女が唱和した。


　リカルドと三つ子王女は一気に葡萄酒を飲み干す。


　それを待って、セフィアたち侍じ女じよ軍団も遠えん慮りよがちに酒杯に口をつけた。


　酒杯を置いたリカルドは、前菜が運ばれてくる間まを利用して三つ子王女に話しかけた。


　質問の内容はどうでもいいのだ。彼女たちの答えの中身もどうでもいい。


　要は、メッシナが聞き分けるだけの材料を確保するためのやり取りである。


　彼は適当なことを質問し、三人の答えに対して、適当に相あい槌づちを打ったり首を傾かしげたりしてみせた。


　その間もリカルドは密かにメッシナの様子を確認したが、彼女は眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいる。


　仕方がないのでリカルドは、前菜に続いて二の皿が出されてもまだ適当な質問を続けていたが。


　ちらっと背後に視線を向けると、メッシナが愁しゆう眉びを開いて大きく頷うなずいてみせた。


　わかったんだな！


　リカルドは安堵の息を吐はいて質問を止やめた。


「えぇと、三つ子王女」


「「「何かしら、リカルド王子様？」」」


「ちょっと確認したいことができた。少しだけ中座してもいいだろうか？」


　晩餐の席を中座するなど、あまり誉ほめられたことでないのはリカルドも承知している。だが、彼としてはなんとしてもこの場で三つ子をやり込めてやりたいと思っているから、敢あえて礼れい儀ぎから外れることになっても、今ここで確かめたかったのだ。


　三つ子王女は顔を見合わせていたが。


「「「かまわないですけど～～」」」


　立ちあがったリカルドは、メッシナを手招きして壁かべ際ぎわまで歩いていく。


「わかったんだな？」


　と囁ささやきかけると、彼女は、なんとかね、と頷いた。


「少し手こずったが、たぶん間ま違ちがいはない。王子から見て左手に座っているのが」


　メッシナはそこで一いつ拍ぱくおいてから言葉を継ついだ。


「ネゥラ王女だ」


「そうか。助かった。ありがとう」


「まぁ、わたしとしても、リカルド王子の役に立てたなら本望だ」


「このお礼は、そのうち必ず」


「あまり気を遣つかわなくてもいいさ。それに」


「それに？」


「いや、なんでもない」


　わたしはね、リカルド王子、この先あなたが何か大きな事を為なしそうな気がするんだ。予感があるんだ。だからお礼は、そのときにしてもらえればいいさ。
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　席に戻もどったリカルドは、着座せずに自信満々の表情で三つ子王女を見下ろす。


「ようやく、誰だれがネゥラ王女なのかがわかったよ」


「「「ええぇ？」」」


　驚おどろきの表情を見せた三つ子王女だが、それも一いつ瞬しゆんだけで、直すぐに面白そうな興味深そうな顔に変わった。


「どうやってわかったのか興味があるけど」


「まずはその前に、誰がネゥラなのか」


「当ててもらわなくっちゃ」


　三人が右から順番に話す。


「でも、本当にわかってるの？」


「間違えたら、かなり大おお事ごとになっちゃうんだよ？」


「間違えたら、リカルド王子様に土下座して謝ってもらっちゃうよ？」


「だから、当てずっぽうとか、駄だ目めなんだよ？」


　三つ子王女の六つの瞳ひとみがきらきらと輝かがやいている。それがリカルドの正解を期待する表れなのか、不正解を期待する表れなのかはわからない。


　不正解を期待されてるのではないことを祈りたいけど。


　と思いつつ、リカルドは三人に向かって胸を張った。


「当てずっぽうじゃないとも。わたしの婚こん約やく者しやであるネゥラ王女は……」


　リカルドは右手を水平に挙げ、そして。


　伸のばした人差し指で、いちばん左に座っている王女を指さした。


「あんただ。あんたがネゥラ・センテルノ・ゼーテルネ王女だ」
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　饗きよう宴えんの間を静せい寂じやくが支配した。


　自信満々の態度を取っているが、リカルドも内心はヒヤヒヤだ。


　もしも間違っていたら……。


　リカルドは自分の婚約者を間違えた間ま抜ぬけな男ということになる。リディア王国の王太子として失礼極きわまりない態度であり、リディア王国とゼーテルネ大公国の友好関係にひびが入りかねない失態でもある。


　しかし、饗宴の間の静寂を破ったのは。


「「「凄すごい凄い凄～い！」」」


　という三つ子王女の叫さけび声だった。





　　　　13





　晩ばん餐さんの途と中ちゆうだというのに、三つ子王女は席を立ってリカルドの下もとへと殺さつ到とうし、彼を取り囲んだ。


　そんな三人を侍女長のナガエが眉まゆを顰ひそめて見守っているが、彼女が三つ子王女を窘たしなめたり叱しかったりすることはなかった。


　ナガエも、何な故ぜこうもあっさりとリカルドがネゥラを特定できたのか、大いに不思議に思っていた。


　見分けようとするのなら、まずは三みつ王ひ女め様のご入浴を覗のぞきに行かれると思っていましたのに。そしてそれは、引っかけ……といいますか、罠わなだったわけですが。
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　引っかけ、あるいは罠にかからずに、いったいリカルドはどうやって正答を導きだせたのだろうか。


　ナガエもその理由を知りたくて仕方がない。だから三つ子王おう女じよがリカルドに理由を問い質ただすのを制止できなかったのだ。


「どうして？　どうしてネゥラのことがわかったの、リカルド様？」


　とネゥラ本人が目を丸くしている。


「そうよそうよ、昨日の今日で、見破る機会なんかなかったはずなのに」


　と言ったのは、ネゥラの姉、ナゥラだろうか。


「というより、何を見てどう判断してこっちがネゥラだってことがわかったの？　外見でわたしたちを区別できる人がいるなんて、信じられない～～」


　と言ってリカルドに迫せまったのがノゥラらしい。


　それも、あとから自己紹しよう介かいをされてそうとわかったというだけで、このときのリカルドにはどちらがどちらなのかはわかっていないのだが、ネゥラだけは把は握あくしている。


　もしも万一、このあと三つ子王女が、


「今のな～～し」


　などと言ってしらばっくれようとした場合に備え、すでにカオルゥがネゥラの服に目印を打ち込んでいたのである。


　しかし、それも取り越こし苦労だった。


　あまりにも鮮あざやかに素早く正確にネゥラを特定されたことに三つ子は驚きよう嘆たんし、感心し、潔いさぎよく自分たちの負けを認め、その場で降参したのだった。


　リカルドは直ぐに種たね明あかしをしてやった。


　つまり、メッシナが三人の声を聞いて区別したのだということを。


「「「声で？」」」


　三つ子がそれぞれに首を捻ひねっている。


「だって、わたしたち、そっちのお姉さんに会ったのは初めてなのに」


「元々ネゥラの声を聞いたことがない限り、三人の声を聞き分けられたって」


「ネゥラを特定するのは無理じゃない？」


　まるでひとりで話しているような滑なめらかな繫つながり具合だ。


　話し方はともかく、三人がメッシナによるネゥラ特定の仕方を即そく座ざに理解したことに、リカルドは軽い驚きを覚えた。


　見た目は可愛いだけの、どっちかっていうと幼い感じの王女なのに、けっこう頭がいいんだな。いや、それはもう、この出題というか挑ちよう戦せんというか課題というか、ともかくこれでわかってはいたことだけど。


　という思いを隠かくしつつ、リカルドは、さらなる種明かしを行う。


「あ～～、じつは彼女は、以前にネゥラ王女たちの声を聞いたことがあるんだってさ」


「え～～？」


　三つ子王女は綺き麗れいに揃そろった驚きの声を上げる。


「だってわたしたち」


「リカルド王子様と会うのだって初めてなのに」


「リカルド王子様の侍じ女じよとなんか会ったことあるはずない～～」


　三人の声の聞き分けなどできない──というよりも、まったく同じに聞こえる──リカルドには、話している相手はひとりなのではないかと思えるほど滑らかな繫がり具合だ。これも三つ子独特の以心伝心の力なのだろうか。


　リカルドは三つ子王女の疑問に答えるべく、秘中の秘──というほど大げさなものではないが──を明かした。


　つまり、メッシナがじつはオレンダムの王女でリカルドの婚約者であることを。


　そして他にも、侍女の衣装を着たエリュシア、レムリエル、セフィア、ユーリ、セイラという婚約者を伴ともなっていることを。


　話を聞き終えた三つ子王女は、啞あ然ぜん、呆ぼう然ぜん、愕がく然ぜん、仰ぎよう天てんといった有あり様さまだった。


　さて、このあとネゥラがどういう態度に出るかだな。


　リカルドはネゥラたちの出方に注目する。


　他の王女を引き連れ、彼女たちの力を借りたとなれば、もしかすると機き嫌げんを損そこねるかもしれないし、最悪、怒おこりだすかもしれない。


　その場合はその場合で仕方がないか、とリカルドは開き直っている。


　少なくとも、リカルドは三つ子王女が出した課題から逃にげださなかったし、手段はともかく、正答しているのだ。


　その点に関しては、メッシナやエリュシア、レムリエルが証人となってくれる。これが、リカルドが彼女たちを誘さそったもうひとつの理由だった。


　相手が怒って婚約解消などと言いだせば、彼としては、非はこちらにはないと言い張れるだけのことはしたと思っている。


　しかし。


　三つ子は機嫌を損ねることもなく、怒ることもなく、さらに感心し、いっそう感かん嘆たんし、むしろ感激すらしているように見えた。


「参った～～。ナゥラ、完全に参った～～」


「凄いね～～、リカルド王子様。さすがに二の姉ねえの婚約者だ～～」


「ふふ、凄いでしょ～～、あたしの婚約者様は～～」


　などと言って、三人はリカルドの周りを跳とびはねている。


　は～～、やれやれだな。


　リカルドは安あん堵どの息を漏もらした。


　どうやら、ネゥラ王女からも婚約者として正式に認知されたみたいだな。


「はいはい、三みつ王ひ女め様、騒さわぐのはそれくらいにしてください。まだ晩餐の途中ですからね。お席にお戻もどりください」


　というナガエの指し摘てきに、三つ子王おう女じよはぺろっと舌を出し、そそくさと自分たちの席に戻っていった。


　見守っていたセフィアやユーリたちも、ほっと一安心だ。


　とはいえ、またしてもひとり、競争相手ができてしまったわけなので、安心してばかりもいられない。


　このあと、リカルドの婚約者で各国の王女であるセフィア以下、ユーリ、セイラ、メッシナ、エリュシア、レムリエルが正式に紹介され、三つ子王女と挨あい拶さつを交かわし、六人は改めて晩餐の席に着くことになった。


　セフィアやユーリは、食しよく卓たくの向こうに並んだ三つ子王女の真ん中に座るネゥラに対し、密ひそかに静かに闘とう志しを燃やすのだった。
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　ネゥラ王おう女じよとの対面の儀ぎを兼かねた晩ばん餐さん会かいも滞とどこおりなく終わり、ネゥラからは、


「このあともよろしくお願いしますね、リカルド王子様」


　という申し入れがあった。


　つまり、婚こん約やくはそのまま続くということだ。


　上出来だな、とリカルドは思う。


　今回は旅の途と中ちゆうで、メッシナ王女、エリュシア王女、レムリエル王女──正式には伯はく女じよだが──と遭そう遇ぐうすることができた。


　そのメッシナたちに助けられて三つ子王女の課題を乗り切れたのだから、リカルドにとって望外の展開である。


　一度に四人だもんな。かなり効率のいい旅になった。となると、次は……。


　リカルドは用意された寝しん室しつの寝台の上に体を横たえ、次に訪れる王女を誰だれにしようかと考えている。


　肉体的な疲ひ労ろう感かんは間ま違ちがいなくあるのだが、それを感じさせないくらいに精神的な高こう揚よう感かんがある。


　このまま、次の国へ向かって移動するか。それとも、四人もの王女と顔合わせが済んだんだから、ここは一度、国に戻るか……。


　彼の腹づもりでは、ゼーテルネの次はアレフネー郷きよう国こくへ向かおうと思っていたのだが、メッシナやエリュシア、レムリエルと出会えたことで、少し予定を変へん更こうしてもいいのかもしれないなと思案を巡めぐらせる。


　う～～ん、悩なやましいところだな。けど、最初はどうなることかと不安だらけだったが、始めてみれば、意外となんとかなるものだな。


　リカルドは自分の強運に感謝したいし、出会った王女たちが変わり者であっても口が悪くても中には女子ではない者がいても、基本的に善いい人間ばかりだったことにも感謝したい気分だった。


　でも、気を抜ぬくわけにはいかない。俺はセフィアとの約束を守らなくちゃならないんだからな。そのためには。


　リカルドは、これまでに出会った八人の王女の顔を脳のう裏りに思い浮うかべる。


　最初に出会ったセフィア。


　二番目に出会ったユーリ。


　そしてエルメンネッラとセイラ。


　今回、予期せぬ出会いを果たしたメッシナ、エリュシア、レムリエル。


　そして、当初の目的だったネゥラ。


　全部で八人の婚約者と出会い、正式な対面を済ませた。


　今のところ、ひとりとして婚約を破は棄きする事態にはなっていない。


　順調すぎるほど順調だと、そう言ってもいいかもしれない。


　けれど、これでようやく半分。まだ八人に会えただけなんだ。


　リカルドはそう気を引き締しめる。


　残りの婚約者も八人いる。


　これまでのように順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに事が運ぶとは限らないが、残りの八人と会って、彼女たちとも意気投合ができたなら、セフィアがシュールティス王女の地位を奪だつ還かんするための戦いをそう遠くない時期に実現できるかもしれない。


　その可能性を思うと、リカルドは自分の中に新たな力が湧わいてくるのを感じる。


　セフィアとの約束──シュールティス王女の地位を取り戻してやる──は果たしたいし、ユーリも女子に戻してやりたいとリカルドは思う。


　ふたりだけでなく、他の王女たちの期待にも応こたえたいと思う。


　まぁ、他の王女が俺に何を期待しているのか、何を要求してくるのかはまだわからないんだけどな。


　リカルドは、婚約者巡めぐりの旅で得え難がたい経験を積んでいるのを自覚している。


　この先、リカルドがリディア王国を継つぐことになったとき、この経験は必ずや彼の力になってくれるはずだ。


　最初は、十六人もの王女と婚約を進め、十六人もの王女を巡って歩く旅を命じた父王を恨うらみもしたが、今となってはむしろ感謝したいくらいだ。


　さて、残り八人か。どんな王女様が俺を待っていてくれるのかな。


　今では、不安よりも期待を、苦痛よりも楽しみを強く感じるリカルドだった。











　あとがき
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　今回は、あとがきのページ数が多い。十枚以上は書けという指令が担当氏から下った。某ぼう社しやの原げん稿こうの〆しめ切きりが間近だというのに、どうしろと。


　いや、書くしかないので書きますが。


　そうだなぁ。ネタは何にしようかな。


　やはりここは、札さつ幌ぽろ＆北海道ネタで書くしかないだろう。でも、最近はあまり出歩いてないし、昔のネタにすがるしかないな。
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　今日（九月中ちゆう旬じゆん）の札幌は朝から雨模様。


　朝九時の時点での気温は二十度に達してないし、秋の気配が濃のう厚こうに漂ただよっている感じ。


　ところで「九月」「雨」「北海道」と、この三つの単語が揃そろうと思いだすことがある。今回のあとがきは、そんな昔の思い出を語ってみよう。


　あれはもう二十年以上も昔のこと。


　当時、舞まい阪さかはまだ舞阪ではなく、編集プロダクションに毛の生えたような小さな出版社に勤めていた。


　そこの夏休みは親会社に倣ならっていて、六月～九月のあいだの任意の日に五日間の休みを取れるというもの。五日間の休みは連続して取ってもいいし、一日ずつバラしてもいい。もちろん三日＋二日というふうに分けてもいい。そんなシステム。


　で、舞阪は、ある年、北海道へツーリングに行こう！　と思い立った。


　その頃ころはバイクに乗っていて、頻ひん繁ぱんにツーリングに出かけていた。よく行ったのが信しん州しゆう方面だったんだけど、やはりバイク乗りとしては北海道を走ってみたくてね。


　それで、必死に仕事を進め、なんとか段取りをつけて、五日間の夏休みを一いつ箇か所しよに集中投下、週末と週末のあいだを夏休みで埋うめ、連続して九日間の休きゆう暇かを確保。


　とはいえ、丸々北海道ツーリングには使えない。戻もどって直すぐ出社というのもキツいので、北海道ツーリングは七泊はく八日の日程で行くことにした……んじゃなかったかな？





　そして、九月下旬のある日の早朝。


　準備万ばん端たん調ととのえたわたしは、いよいよ東京を出発。


　じつは全然準備万端じゃなかったことがあとから発覚するんだけど、それはさておき。


　当時、どこに住んでたのかはもう忘れたけど、とにかく国道四号を北上するので、蓮はす田だとか久く喜き辺りを目指したはず。


　で、そのまま延々と国道四号を仙せん台だいまで北上。


　なぜ東北自動車道を使わなかったかというと、たぶん高速代をケチったんだろう（笑）。


　薄うすれた記き憶おくを浚さらってみると……たしか仙台には昼過ぎに着いたんじゃなかったっけな？　どこかで適当に昼食を摂とって、そこからは東北道に乗って八はち戸のへを目指した。


　なぜ仙台から高速に乗ったのかというと、たぶん下道を走るのに飽あきたから。


　で、八戸に着いて、その辺をぶらぶらして、夜のフェリーに乗ったんだと思う。


　そうして二日目の朝に苫とま小こ牧まいに上陸。


　記念すべき初北海道の初日は、たしか澄すんだ秋晴れの空が広がる爽さわやかな日だった……ような記憶があるけど、記き憶おく違ちがいかもしれない。


　いずれにせよ、この時点ではなんの問題もなかったのだ。





　回ったルートはよく覚えていないので詳しよう細さいは省略。


　立ち寄った場所の中で覚えている地名を挙げていくと、苫小牧、襟えり裳も岬みさき、忠ちゆう類るい村むら（今は町村合がつ併ぺいで消しよう滅めつしてる）、帯おび広ひろ、池田ワイン城、ナイタイ高原牧場、釧くし路ろ、厚あつ岸けし、根ね室むろ、納の沙さつ布ぷ岬みさき、阿あ寒かん湖こ、屈くつ斜しや路ろ湖こ、能の取とろ湖こ、サロマ湖、層そう雲うん峡きよう、札幌、支し笏こつ湖こなど。


　上陸一日目（通算二日目）は、苫小牧から襟裳岬へと走ったのを覚えている。時速六十キロメートルで走ると一時間後には六十キロ先に、七十キロメートルで走ると一時間後には七十キロ先に着いている（要するに信号がないってこと。今はもっと増えているかも）のに感動したものだ。


　一日目の宿しゆく泊はく場所は、たぶん帯広辺りだったのだろう。


　二日目は釧路・根室方面へ向かい、翌日に阿寒湖へ戻る形を取ったのか、それとも直接釧路から阿寒湖へ向かったのか、今となっては不明。いずれにせよ、池田ワイン城へ立ち寄ったことだけは鮮せん明めいに覚えてる。ワインなんか飲まないのに、何な故ぜだろうね。





　そして問題は、阿寒湖へ向かって走る日に起きた。


　その日は朝から雨が降ったり止んだりしていて凄すごく寒かった。とても九月とは思えない寒さだった。


　もちろん、長なが袖そでのライダージャケットを着てきた。薄うす手でのサマーセーターも持っていたはずだ。カッパも着込んだ。しかし、その程度ではとうてい防げない寒さだった。関東の人間にとっては、マジで冬のような寒さだったのだ。


　しまったぁぁ、ここは日本じゃねえぇ。もっと厚手のジャケットとかセーターを持ってくるんだったぁぁ……と後こう悔かいしてもあとの祭り。


　その日は雌め阿あ寒かん温泉に宿を予約していたので、とにかくそこを目指して走るしかない。


　たしか昼頃ごろに阿あ寒かん湖こ畔はんに着いて、凍こごえた体（大げさじゃなく）を温かい飲み物と食事で温め、雌阿寒温泉へ向かったのじゃなかったかな。だとすると釧路方面から北上したことになるけど、これも単なる記憶違いかもしれない。


　国道二四一号を外れ、鬱うつ蒼そうとした原生林の中、雌阿寒温泉へ通じる道どう道どうを走っていると、キタキツネに遭そう遇ぐう。ビックリして、そしてちょっと感動した。


　が、とにかく寒いので、いつまでもキタキツネにかまっている場合ではなかった。


　ひたすら宿を目指す。


　凍とう死しするんじゃないか（大げさじゃなく）と思う頃、雌阿寒温泉に到とう着ちやく。


　震ふるえる体で宿に転がり込むと、なんとロビーではストーブが赤々と燃えていた。


　九月にストーブ焚たくのかよ!?　と仰ぎよう天てんしたものだが、実際問題、凍えそうに寒いので、とてもありがたかったのを覚えている。まさに生き返った気分（大げさじゃなく）だった。


　にしても、あれは天変地異に慌あわてて対応したというものでもなかったのだろう。何十年に一度の異常気象だったら、ストーブなんか倉庫にしまってるはずだ。当たり前のようにストーブが焚かれていたことを見ると、あの辺ではそれほど珍めずらしくないことだったのかもしれない。


　たしか、宿の人もそんな話をしていたような気がする。


　ここは俺の知ってる日本じゃねえ。


　そんな思いを強くした一日だった。





　これが「九月」「雨」「北海道」という三さん題だい噺ばなし（？）の思い出話。





　　　　３





　さて、その後もいろいろあった北海道ツーリング──速度違い反はんで切きつ符ぷ切られたとか──だが、事故もなく事件もなく、八日目に、予定どおり無事に東京へ帰り着いた。


　このときの北海道の印象が、深く脳のう裏りに刻み込まれたのは言うまでもない。


　雄ゆう大だいで景色が美しく。


　気象が明らかに本州とは違ちがっていて。


　食べ物が美お味いしくて。


　街は広々として整っている。


　わたしは、そんな北海道に魅み了りようされてしまった。


　それ以降、何度もバイクや車で北海道を走ったものだ。


　スキーをするようになってからは、スキーツアーで毎年のように北海道に滑すべりに来た。


　雪質は、それはもう本州のスキー場とは比ひ較かくにならなかった。


　仕事でも、繰くり返かえし札幌を訪れた。


　一週間以上、札幌に泊とまり込んだこともある。


　何度訪れても、どの季節に訪れても、北海道や札幌に対する好印象が裏切られることはなかった（冬は凄く寒かったけどね）。


　いつか北海道に、札幌に住みたいと、次第にそんな思いが高じていった。


　たまたまバイクに乗るようになって。


　たまたま北海道にツーリングに来て。


　たまたま仕事で札幌を訪れるようになって。


　その結果、いま、わたしは札こ幌こにいる。


　いやはや、人生って偶ぐう然ぜんと不思議の連続だね。まぁ、だから面白いんだけど。





　　　　４





　ってな感じで北海道と札幌の思い出を語ってみたら、かなり枚数も稼かせげた。


　本当はもっといっぱいあるんだけど、それを書いていると、さすがにページ数が足りなくなる。それらはどこかで機会があれば……ということにしておいて、ここからは通常版で行きますよ。





　わたし、舞阪洸は、今年の十二月で、いよいよとうとうついに、作家生活二十年目に突とつ入にゆうする……らしい。でも、本人にはそんなに長いあいだ作家を続けてきた意識など全然なくて、本当かよ!?　というのが正直な感想。


　と同時に、よくもここまで続けられたものだと、我ながら呆あきれたり感心したり。


　そもそも本人が続けたいと思えば続けられるという職種じゃないしね。読者さんの応おう援えんがあったこと、そして少しばかり幸運だったことが、ここまで続けてこられた大きな理由かな。だから、いつも買ってくださる読者さんには大感謝。


　そして、ここまで来たからにはもう少し現役でいたいと思ってる。新しん陳ちん代たい謝しやが早いこの業界で読者さんに忘れられないためには、とにかく書き続けるしかない。それだけがラノベ作家であり続けるための方法。作品がアニメ化にでもなって、向こう十年くらいの食くい扶ぶ持ちを稼げれば別だけど、今さらそんな夢みたいなことを願っていても仕方がない。老骨に鞭むち打うって頑がん張ばっていかないと。


　読者さんに見捨てられないように頑張るつもりなので、どうか引き続き応援をよろしくお願いします。





　それにしても二十年目か（と遠い目で過去を振ふり返る）。


　いろいろあったような、でも、特別なことはあまりなかったような。精神状態も、昔とあまり変わらない気がするし。たしかに肉体的な衰おとろえは隠かくせないけど……。


　まぁ、そこは避さけて通れない道なので、不平不満を言っても仕方がない。わたしからのアドバイスがあるとすれば、若いうちから健康には留意しておきましょうね、ということかな。ふだんからケアしておかないと、年を取ってから痛い目見るよ？


　いや、年とし寄より臭くさいこと言うのはこのくらいにしておこう。





　最後に恒こう例れいの、今後の予定をば。


　本作「乱☆恋４」が出るのが十月。


　翌よく月、十一月には「真サムライガード３」（ＧＡ文庫）が出る予定。


　来年早々にはガガガ文庫さんから新作が出る予定。これは舞阪の趣しゆ味み全開アホネタ爆ばく発はつ作品になる予定なので、乞こうご期待。


　そのあと──たぶん二月かな──は「ガブリエラ戦記IV」（ファミ通文庫）になる予定。こちらもクライマックスが近づいてきた感じなので、乞うご期待。


　あと、春には某ぼうレーベルから新シリーズが立ちあがる……んじゃないかな？　あがるといいな！　乞うご期待。


　で「乱☆恋５」は……春～夏頃？　さすがに半年以上も先の話になるとスケジュールが読めないや。見捨てずに待っていただけると嬉うれしい。





　では、次は「真サムライガード３」でお会いしましょう。








二〇一一年九月吉きち日じつ




舞阪＠札さつ幌ぽろの夏は天国だった　洸こう












乱らん☆恋こい４


婚約者は16人!?





舞まい阪さか　洸こう
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